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【軍縮室長時代のメモ】前任者からのブリーフ（1975 年 1 月） 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
【軍縮室長時代のメモ】桃井真（防衛研修所）への聞き取り（1975 年 2 月） 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
【軍縮室長時代のメモ】関係者への根回し（1975 年 2 月） 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
【軍縮室長時代のメモ】論点整理（1975 年 2 月） 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
【軍縮室長時代のメモ】自民党合同部会の様子（1975 年 2 月） 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
【軍縮室長時代のメモ】中曽根・キッシンジャー論争（1975 年 3 月） 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
【軍縮室長時代のメモ】宮澤喜一外相訪米報告（1975 年 4 月） 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
【軍縮室長時代のメモ】NPT 批准の妥当性（1975 年 10 月） 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
【軍縮室長時代のメモ】臨時国会中の党執行部（1975 年 10 月～11 月） 
 
 
 
略 歴 
 
1935（昭和 10）年 2 月 東京都に生まれる 
1954（昭和 29）年 4 月 東京大学文科Ⅰ類入学 
1959（昭和 34）年 9 月  外務公務員採用上級試験 
1960（昭和 35）年 3 月  東京大学法学部卒業 
 4 月  外務省入省 
 9 月 英国ケンブリッジ大学留学 
1962（昭和 37）年 6 月  在ユーゴスラビア大使館 
1963（昭和 38）年 7 月  通商産業省通商局通商政策課 
 8 月 （兼）通商産業省重工業局電子工業課 
1964（昭和 39）年 11 月  外務省国連局政治課 
1968（昭和 43）年 4 月 在国際連合代表部二等書記官 
1971（昭和 46）年 7 月  大蔵省主計局主計官補佐（主査） 
1973（昭和 48）年 7 月  外務省アジア局南東アジア第一課首席事務官 
1975（昭和 50）年 1 月  外務省国連局軍縮室長 
1976（昭和 51）年 8 月  在インドネシア大使館一等書記官 
1977（昭和 52）年 4 月    同       参事官 
1978（昭和 53）年 7 月  在スウェーデン大使館参事官 
（兼）在アイスランド大使館参事官 
1980（昭和 55）年 6 月  在インド大使館参事官 
1983（昭和 58）年 6 月  外務省大臣官房在外公館課長 
1985（昭和 60）年 2 月 国際協力事業団青年海外協力隊事務局長 
1987（昭和 62）年 8 月  在オーストリア特命全権大使 
1989（平成 元）年 11 月  外務省大臣官房付 
1990（平成 ２）年 1 月  国際協力事業団理事 
1992（平成 ４）年 5 月  在ナイジェリア特命全権大使 
1995（平成 ７）年 10 月  在アイルランド特命全権大使 
1999（平成 11）年 2 月  依願免本官 
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1 
は
 
し
 
が
 
き
 
 
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
に
お
い
て
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）
「
核
不
拡
散
体
制
の
成
立
と
安
全
保
障
政
策
の
再
定
義
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
平
成
29～
33年
度
）
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
段
階
に
は
、「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
核
共
有
・
核
協
議
制
度
の
成
立
と
運
用
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
私
の
本
来
の
研
究
領
域
で
あ
る
冷
戦
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
の
中
で
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
安
全
保
障
政
策
の
中
で
、
核
兵
器
が
果
た
し
た
役
割
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
核
の
在
り
方
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
大
き
な
決
定
が
、
１
９
６
０
年
代
末
か
ら
70年
代
初
頭
に
か
け
て
下
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
連
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
と
、
68年
の
米
英
ソ
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
署
名
が
、
大
き
な
節
目
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ
の
米
ソ
間
の
取
り
決
め
と
矛
盾
し
な
い
形
で
、
米
ソ
が
作
っ
た
枠
組
み
の
中
で
の
み
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
ひ
い
て
は
西
ド
イ
ツ
の
核
兵
器
や
核
戦
略
協
議
へ
の
関
与
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
冷
戦
の
中
の
時
代
を
画
す
る
大
き
な
節
目
で
あ
っ
た
と
思
う
。
 
 
こ
の
節
目
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
だ
け
で
は
な
く
、
お
よ
そ
こ
の
国
際
体
制
の
全
て
の
メ
ン
バ
ー
に
影
響
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
近
し
い
同
盟
国
で
あ
っ
た
日
本
は
、
当
然
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
し
か
し
、
従
来
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
軍
備
管
理
・
軍
縮
政
策
の
一
環
と
し
て
研
究
さ
れ
て
は
き
た
が
、
安
全
保
障
と
の
関
わ
り
か
ら
は
、
そ
れ
ほ
ど
研
究
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
本
を
含
む
主
要
国
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
加
盟
す
る
か
否
か
の
選
択
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
国
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
慮
を
し
た
の
か
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 
 
当
時
の
外
交
文
書
は
少
し
ず
つ
開
示
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
や
は
り
実
際
に
政
策
決
定
の
中
枢
に
い
た
方
の
証
言
を
頂
く
こ
と
は
、
何
よ
り
も
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
た
時
の
、
外
務
省
国
連
局
軍
縮
室
長
で
あ
ら
れ
た
数
原
孝
憲
氏
の
証
言
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
大
変
幸
運
で
あ
っ
た
。
し
か
も
数
原
氏
は
、
当
時
、
克
明
な
記
録
を
手
帳
に
と
っ
て
お
ら
れ
、
そ
れ
を
大
切
に
保
存
し
て
お
ら
れ
た
。
我
々
は
、
そ
の
手
帳
の
記
述
を
辿
り
な
が
ら
、
１
９
７
５
年
か
ら
76年
に
か
け
て
の
、
批
准
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
実
現
し
た
か
を
詳
細
に
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
政
策
決
定
過
程
の
記
録
を
残
そ
う
と
す
る
文
化
が
希
薄
な
日
本
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
こ
の
局
面
に
関
し
て
は
、
か
な
り
正
確
な
記
録
を
残
す
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。
今
後
の
政
治
外
交
史
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
 
 
岩
間
陽
子
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）
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質 問 票 
 
１．1975（昭和 50）年 1 月に国連局軍縮室長に着任されます。着任の経緯や着任直後
の状況を、NPT 批准関係を中心にお話ください。  
 
２．1975（昭和 50）年 2 月から 4 月にかけて、自民党内で相次いで部会や説明会が開
催されます。自民党への説明やその際に行われた議論についてお話ください。 
 
３．1975（昭和 50）年 2 月から 6 月にかけての手帳によると、日本原子力発電の今井
隆吉氏や防衛研修所の桃井真教官、蝋山政道教授にお話を伺っておられたようで
す。その経緯や印象に残っているエピソードなどがございましたらお話ください。
 
４．1975（昭和 50）年 4 月には自民党への説明と並行して、宮澤喜一外相が訪米し、
キッシンジャー国務長官らと会談して日米安保の意義を再確認しています。この
訪米の意義や影響はどのようなものだったのでしょうか。 
 
５．1975（昭和 50）年 5 月には NPT の第 1 回再検討会議が行われます。会議への対
処方針はどのようなものでしたか。また日本は何を重視していたのでしょうか。
 
６．1975（昭和 50）年 4 月 25 日の国会提出後、6 月まで主に衆議院外務委員会で NPT
の質疑がなされます。どういった点が取り上げられ、最終的に中曽根幹事長はど
のようにして継続審議を決定したのでしょうか。 
 
７．1975（昭和 50）年 9 月 22 日に来日した SALT の首席代表を務めていたジョンソ
ン大使が説明に訪れます。この訪日の経緯や意義についてお話ください。 
 
８．1975（昭和 50）年 9 月から 12 月にかけて臨時国会が行われていますが、この間
に NPT 批准に関してどのような動きがあったのか、また外務省として NPT 批准
に関してどのような点を重視されていたのかについてお話ください。 
 
９．1976（昭和 51）年３月には衆議院外務委員会での審議が再開され、5 月に審議を
終えて 6 月に批准に至りました。この間の議論等についてお話ください。 
 
１０．自民党以外にも、大使は野党各党への説明も担当されていたかと思います。ど
のような点を中心に説明をされたのか等、ご記憶のことについてお話ください。
 
１１．国会以外にも、産業界やメディアなどにも説明をされていたかと思います。ど
のような点を中心に説明をされたのか等、ご記憶のことについてお話ください。
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１．1975（昭和 50）年 1 月に国連局軍縮室長に着任されます。着任の経緯や着任直後
の状況を、NPT 批准関係を中心にお話ください。  
 
 
■大使作成クロノロジーより転載 
 
1974.11 木村外相：積極的意向 
仏（8 回）・英（地下）・中（大気）・印（地下）核実験 
1974.12/1 椎名裁定（三木総裁指名） 
1974/12/9 内閣発足（宮沢外務・坂田防衛・佐々木科技・井出官房長官・中曽根幹事長・
灘尾総務会長・松野政調会長） 
      宮沢大臣：総理は進めたい意向 
 
注記１ 
  省内議論（１月 前任野村室長からのブリーフ） 
  大臣・幹部間の協議：批准せざるを得ないで一致。 
   理由①署名から５年間国際的に見て放置できない（対日不信感） 
     ②日米安保で安全確保（NPT は Vital な条約ではない） 
     ③核燃料確保・核軍縮推進にプラス 
     ④フリーハンド論は実態のない見せ掛け 
  次官：もっと歯切れの良い説明理由はないの 
  有田外審：正直ベースではこの程度 
 
■参考 
 
・当時の外務省関係者 
 宮澤喜一 外務大臣 
 東郷文彦 事務次官（→1975.8.15：佐藤正二） 
  有田圭輔 外務審議官 
   大川美雄 国連局長 
    大塚博比古 国連局参事官 
     小林智彦 政治課長 
      数原孝憲 軍縮室長 
       山田順三 軍縮室首席 
      岩佐、笹島、辻本：軍縮室員 
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２．1975（昭和 50）年 2 月から 4 月にかけて、自民党内で相次いで部会や説明会が開
催されます。自民党への説明やその際に行われた議論についてお話ください。 
 
 
■大使作成クロノロジーより転載 
 
1975.1.20  三木・宮沢演説に批准推進挿入／両演説は一方的、党に相談なし／安保調査
会は慎重論、党幹部（中曽根幹事長）怒っている 
     1.31 安保調査会 
      2.5   中曽根派説明会 
    2.8   外交・安保・科技合同部会（1） 
   3.4   合同部会（2） 
    3.14  合同部会（3） 
    3.25  青嵐会（中尾栄一・中川一郎） 
   3.28  合同部会（4） 
    4.7   合同部会（5） 
      4.18  合同部会（6）宮沢訪米報告 
    4.23  政調国会提出決定・要望書採択・総務会保留（3 役協議） 
    4.25  総務会提出決定 ※大使の手帳（No.4）に議事録あり 
 
注記２ 
核不使用問題（自民党内提起）：日本の核放棄に見合った原資（含核軍縮）を核保有国
から取れ 
① 日本の一方的アッピールではダメ（注記３参照） 
② 中・ソ・仏からバイのネットワークで（日中平和条約に入れるなど）取れないか 
バイの提起無理（大臣説明用）理由①対ソ：日米安保解消を言われるだけ②対中：
中は核不使用を表明、NPT 参加期待できず NPT 絡みでの提起は不可③対米：本
文の答通り 
得られた結果：①一方的アッピール（国会決議・政府声明）②再検討会議（注記５
参照） 
注記３ 
中曽根・キッシンジャー論争 
①（中曽根提起）核不使用（核不脅迫）を安保理又はバイで米・中・ソから取れない
か（中曽根：自分が「キ」に話し「キ」は返事すると約束した。NATO がある独と
は異なる） 
※大使の手帳（No.3）に議事録あり 
② 提起に反応無し、黙殺は怪しからんと中曽根（桃井真） 
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３．1975（昭和 50）年 2 月から 6 月にかけての手帳によると、日本原子力発電の今井
隆吉氏や防衛研修所の桃井真教官、蝋山道雄上智大学教授にお話を伺っておられ
たようです。その経緯や印象に残っているエピソードなどがございましたらお話
ください。 
 
 
■参考 
 
手帳（No.2）の 2 頁目より 
 2/21 桃井  
   
 points 
１．爆弾ではなくシステムだということ 
   
２．日本における核の問題 
   
３．日米関係と NPT 
(1) 米国からみて 
  
(2) 日本からみて 対米不信（自民党リーダーの対キッシンジャー 
 ベトナム、インドシナ、通貨、石油       外交不信） 
      沖縄以後 
 
 
7 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．1975（昭和 50）年 4 月には自民党への説明と並行して、宮澤喜一外相が訪米し、
キッシンジャー国務長官らと会談して日米安保の意義を再確認しています。この
訪米の意義や影響はどのようなものだったのでしょうか。 
 
 
■大使作成クロノロジーより転載 
 
1975.4.9-13 宮沢訪米 
     4.18   合同部会（6）宮沢訪米報告 
 
注記４ 
合同部会（6）宮沢訪米報告 
① 日米安保堅持・強化を評価 
② 批准尚早 1 年待てないか議論（核持込容認国内議論不十分・批准 3 条件未充足）に
対し 
  （宮沢大臣：党で 4 ヶ月議論した。1 年待っても同じ、指摘問題点は政府が今後努力
する） 
 
 
■参考 
 
「朝日新聞」1975 年 4 月 12 日 1 面より抜粋 
宮沢外相とキッシンジャー米国務長官による日米外相会談は十一日午後一時（日本
時間十二日午前二時）過ぎから米国務省で開かれ、三木首相の訪米、日米安保体制の
維持、インドシナ問題などについて協議した。……日米外相会談は、昼食をまじえ午
後三時過ぎまで約二時間にわたって行われた。……日米安保体制の問題については、
核拡防条約の取り扱いをめぐって、自民党内で日本の安全保障が問題となっている点
を説明し、米国側の確約を求めた。この点について、日米双方の間で①安保条約は引
き続き堅持するのがお互いの利益になる②米国の核能力は日本に対して考えられる攻
撃に対する抑止力である③米国は核兵力、通常兵力による武力攻撃があった場合、日
本を防衛する条約上の義務を重視する。また安保条約に伴う日本の義務を引き続き履
行する、の三点について意見の一致をみた。 
宮沢外相は、この日米合意について「満足できるもの」と述べており、この合意を
テコに「核拡防条約批准にあたって、安全保障への配慮が十分でない」とする同条約
批准消極派の説得にあたり、今国会での同条約批准を強く進めることになろう。 
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５．1975（昭和 50）年 5 月には NPT の第 1 回再検討会議が行われます。会議への対
処方針はどのようなものでしたか。また日本は何を重視していたのでしょうか。 
 
 
■大使作成クロノロジーより転載 
 
1974.3     西独が NPT 批准 
1975.2     日 IAEA 保障措置予備交渉妥結 
      5.5-30 再検討会議・宣言案採択 
         （日本案全面挿入） 
 
注記５ 
再検討会議外交努力 
① 開催直前ユーラトム諸国（独・伊・ベルギー・オランダ等）加盟し総数 92 カ国。
日本批准を期待。（国会提出を評価し）オブザーバー参加承認 
② 外交努力：非核保有国の安全保障日本案受入れを評価 
（自民合同会議：80 点取れた〈有田衆外務委長〉外務省相当の成果〈北沢外調査会長〉
他） 
日本案骨子：イ）安保理決議 255（国連憲章に準拠した対非核批准国核不行使）を
米英ソ再確認 ロ）対非核国武力不行使・非核国の独立安全を保障 
 
■参考 
 1975 年 6 月 6 日 衆議院外務委員会 
河上民雄（社・委員会理事）：（…前略）再検討会議につきまして、外務省は大変満足す
べき内容だというように言っておりますけれども、その点については外務省はどう
いうように考えておられますか。 
宮澤：再検討会議全体を通じまして、保有国と非保有国との間の義務と責任が均衡した
ものでなければならないといったような指摘、それから保有国に対して軍縮を呼び
かけたような点、それから保有国が非保有国に対して、あるいはいかなる国もでご
ざいますが、通常兵器または核兵器による武力または武力の脅威を与えてはならな
いことを勧告するといったような点、それから保有国の一部に対していわゆるボラ
ンタリーサブミッションを受けるべきであると申しております点、保有国であって
加盟国でないものについて加盟を呼びかけた点、あるいは平和利用について積極的
な提言をしておる点等々、まず各要素につきまして満足すべきものというふうに判
断しております。 
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６．1975（昭和 50）年 4 月 25 日の国会提出後、6 月まで主に衆議院外務委員会で NPT
の質疑がなされます。どういった点が取り上げられ、最終的に中曽根幹事長はど
のようにして継続審議を決定したのでしょうか。 
 
 
■大使作成クロノロジーより転載 
 
1975.4.25 持回り閣議・国会提出 
      5.6  衆本会議・趣意説明質疑 
    5.23 衆外務委・大臣提案理由説明 
   6.6  衆外務委（2）河上・土井（社）・正森（共） 
      6.17 衆外：参考人出席・対総理質疑残審議終了（衆外委延べ 34 時間） 
    6.18 衆外対総理質疑残し審議終了 
    6.19 次国会継続審議確定 
      中曽根・石橋書記長会談 
 
注記６ 
次国会先送りの経緯 
①社会党石橋〈中曽根から批准を頼むと言われたのに、党内統制上今国会見送りた
い、来国会必ず通すのでよろしくと言ってきた〉 
②公明渡部一郎〈国のためにやってきたのに自民党派閥次元の問題で見送りは怪し
からん。中曽根幹事長が後ろから銃撃した。 
 社会党は公職選挙法を優先した。中曽根は民社にも謝りに来た 
 自民党 三木事務所（総理最後で説得せず）、河野洋平事務所（日韓大陸棚・日
中平和条約等批准案件を出し過ぎた） 
 
■参考 
 石橋政嗣：社会党書記長 
 渡部一郎：公明党衆議院国対委員長 
 
  衆議院外務委員会（途中交代含む） 
   委員長：栗原祐幸 
   理事：石井一、鯨岡兵輔、小林正巳、水野清、毛利松平、河上民雄、正森成二 
   委員：宇野宗佑、小坂善太郎、原健三郎、福田篤泰、細田吉蔵、加藤紘一、坂本三
十次、正示啓次郎、住栄作、竹内黎一、谷垣專一、戸井田三郎、登坂重次郎、
勝間田清一、土井たか子、渡部一郎、永末英一 
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７．1975（昭和 50）年 9 月 22 日に来日した SALT の首席代表を務めていたジョンソ
ン大使が説明に訪れます。この訪日の経緯や意義についてお話ください。 
 
 
■大使作成クロノロジーより転載 
 
1975.9.22 ジョンソン大使来日・SALT ブリーフ 
 
■参考 
 
※ その他の日米の取り組み 
  1975 年 8 月の三木・フォード会談の際の共同新聞発表 
「核兵力であれ通常兵力であれ、日本への武力攻撃があつた場合、米国は日本を防衛
するという相互協力及び安全保障条約に基づく誓約を引続き守る」 
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８．1975（昭和 50）年 9 月から 12 月にかけて臨時国会が行われていますが、この間
に NPT 批准に関してどのような動きがあったのか、また外務省として NPT 批准
に関してどのような点を重視されていたのかについてお話ください。 
 
 
■大使作成クロノロジーより転載 
 
1975.11.1  各紙朝刊：三木・椎名会談 批准急ぐ 
      12.17 衆外委継続審査決定 三木総理：党内次国会批准の方向 
 
■参考 
 
1975 年 10 月 24 日 衆議院予算委員会 
渡部一郎（公）：自由民主党の党幹部は、聞くところによれば、というのは新聞報道に
よれば、本国会におきましては核防条約を取り扱わない、推進しない、こういう意
思を表明されたと伺っておりますが、その点はどうですか。 
三木：いま国会の外務委員会にかかっておるわけですから、当然に外務委員会として
は、この法案の審議を進めていく責任を持っておると私は考えます。 
渡部：外務委員会を指揮しているのは、自民党の国対であり、議運であり、そして自
民党の幹事長です。彼らの意思がまとまらなきゃ自民党の理事でどうしようもない
（…中略） 
三木：核防条約は早期に批准すべきものである。私の考え方は変わりません。 
渡部：それは今国会でやるという意味ですか。 
三木：今国会において外務委員会の審議を促進してもらいたいという強い希望を私は
持っております。 
渡部：審議を促進すると言っても、審議を促進して継続審議をまたやるという意味じ
ゃないかとしか受け取れませんですよ（…後略） 
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９．1976（昭和 51）年３月には衆議院外務委員会での審議が再開され、5 月に審議を
終えて 6 月に批准に至りました。この間の議論等についてお話ください。 
 
 
■大使作成クロノロジーより転載 
 
1976.2.16 ロッキード事件（衆予委証人喚問始） 
      3.5  衆外委審議開始 
      4.6  衆外委打合わせ：未批准の問題点説明 
   4.23 衆外委（2）：総理出席質疑終了 
    4.27 衆外委採択：共産反対・付帯決議全党賛成 
    4.28 衆院本会議採択・参院送付 
   5.10 参本会議趣旨説明・質疑／参外委（1） 
      5.18 参外委（2） 
      5.21 参外委採択：共産反対・付帯決議全党賛成 
    5.24 参院本会議承認・国会閉幕 
    6.1  批准閣議決定・政府声明（大臣コメントで修正） 
 
■参考 
 
衆議院外務委員会（途中交代含む） 
委員長：鯨岡兵輔 
理事：坂本三十次、中山正暉、羽田野忠文、水野清、毛利松平、河上民雄、正森成二
委員：粕谷茂、木村俊夫、小坂善太郎、竹内黎一、原健三郎、福田篤泰、福永一臣、
三池信、山田久就、土井たか子、三宅正一、鈴切康雄、渡部一郎、永末英一、
松永光、赤松勇、江田三郎、川崎寛治、松本善明、大久保直彦 
 
参議院外務委員会（途中交代含む） 
委員長：高橋雄之助 
理事：亀井久興、秦野章、増原恵吉、戸叶武 
委員：伊藤五郎、糸山英太郎、大鷹淑子、亘四郎、田中寿美子、竹田四郎、田英夫、
羽生三七、塩出啓典、立木洋、黒柳明、田渕哲也、源田実、中村利次、星野力、
塚田大願、向井長年、安田隆明 
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10．自民党以外にも、大使は野党各党への説明も担当されていたかと思います。どの
ような点を中心に説明をされたのか等、ご記憶のことについてお話ください。 
 
 
■大使作成クロノロジーより転載 
 
民社賛成・公明消極的賛成 
社会未定・共産米ソの陰謀 
 
1975.3.18 永末（民社政審）・戸叶（社）説明 
      3.28 社会（外交・防衛委）賛成 
    6.19 中曽根・石橋書記長会談 
 
■参考 
 
当時の野党関係者 
 衆議院外務委員会の野党理事 
  河上民雄（社会党） 
  堂森芳夫（社会党） 
  正森成二（共産党） 
 その他の質問に立った主な野党委員 
  楢崎弥之助（社会党） 
  渡部一郎（公明党） 
  永末英一（民社党） 
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11．国会以外にも、産業界やメディアなどにも説明をされていたかと思います。どの
ような点を中心に説明をされたのか等、ご記憶のことについてお話ください。 
 
 
■数原大使作成クロノロジーより転載 
 
1975.1     日経：ユーラトム並みを 
      3     原産会議説明 
      11.1  各紙朝刊：三木・椎名会談 批准急ぐ 
      11.15 各紙：社会訪米団批准約束 
1976.4.7   各紙：批准の問題点、 対日信頼感に傷 
 
■参考 
 
当時の経済界・原子力産業・メディア関係者 
土光敏夫 経団連会長 
今里広記 日本精工社長 
松根宗一 経団連エネルギー対策委員長 
有沢広巳 原産会議会長 
今井隆吉 原電技術部次長 
川島芳郎 核物質管理センター専務理事 
岸田純之助 朝日新聞論説委員 
 
 
 
 
数 原 孝 憲 
オーラル・ヒストリー 
 
第１回 
 
 
 
 
 
 
 
〔出席者〕 （肩書きはインタビューの時点） 
数原 孝憲  (元アイルランド⼤使、元国連局軍縮室⻑) 
岩間 陽⼦  (政策研究⼤学院⼤学教授)  
武⽥ 悠    (神奈川⼤学⼈間科学部⾮常勤講師) 
⽩⿃ 潤⼀郎  (⽴教⼤学法学部助教) 
 
 
   
開 催 日： 2017 年 7 月 11 日 
開催場所： 政策研究大学院大学 
第 1 回  2017 年 7 月 11 日 
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ま
し
た
か
。
 
数
原
 
高
麗
橋
か
な
。
僕
は
ま
だ
子
供
の
頃
だ
か
ら
、
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
御
存
じ
な
い
で
す
か
。
 
岩
間
 
私
は
神
戸
な
の
で
。
神
戸
は
大
き
く
は
な
い
で
す
け
ど
三
越
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
の
神
戸
駅
で
、
大
丸
が
元
町
、
三
宮
が
そ
ご
う
で
し
た
ね
。
 
数
原
 
そ
れ
は
ま
た
大
分
後
の
こ
と
で
す
ね
。
私
が
生
ま
れ
た
の
は
ま
だ
戦
前
で
す
か
ら
。
 
 
父
親
が
終
戦
の
次
の
年
に
海
南
島
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
そ
の
ま
ま
愛
媛
県
の
松
山
の
支
店
長
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
愛
媛
県
の
師
範
附
属
小
学
校
・
中
学
校
に
通
い
、
中
学
３
年
の
時
に
東
京
に
出
て
き
ま
し
た
。
区
立
の
新
宿
二
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
 
白
鳥
 
そ
れ
は
お
父
様
の
仕
事
の
関
係
で
す
か
。
 
数
原
 
父
親
が
本
店
に
行
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
は
父
親
と
は
関
係
な
し
に
 18 
私
は
都
立
戸
山
高
校
に
入
っ
て
、
大
学
に
入
っ
て
、
そ
れ
か
ら
外
務
省
に
入
っ
て
、
転
々
と
９
つ
ほ
ど
あ
ち
こ
ち
と
回
っ
て
、
定
年
退
職
後
は
お
か
げ
さ
ま
で
伸
び
伸
び
と
人
生
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
 
白
鳥
 
幼
少
期
は
ほ
と
ん
ど
戦
争
時
代
に
重
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
何
か
戦
争
中
の
思
い
出
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
 
数
原
 
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
と
の
関
係
か
ら
言
え
ば
、
私
の
父
親
は
広
島
出
身
な
の
で
す
。
そ
し
て
父
親
の
唯
一
の
姉
だ
っ
た
私
の
伯
母
は
、
８
人
子
供
が
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
３
人
を
残
し
て
原
爆
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
 
岩
間
 
市
内
に
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
市
内
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
残
っ
た
の
が
、
疎
開
を
し
て
い
た
男
の
２
人
の
兄
弟
と
、
結
婚
し
て
市
内
に
は
い
な
か
っ
た
一
番
上
の
叔
母
。
 
岩
間
 
当
時
ち
ょ
う
ど
小
学
校
高
学
年
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
原
爆
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
聞
か
れ
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
原
爆
が
落
ち
た
時
の
こ
と
で
す
か
。
ま
だ
小
学
５
年
生
で
す
の
で
あ
ま
り
記
憶
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
終
戦
で
、
も
う
機
銃
掃
射
を
や
ら
れ
た
り
近
く
に
爆
弾
が
落
ち
る
こ
と
は
な
い
、
や
っ
と
戦
争
が
終
わ
っ
た
な
と
い
う
感
じ
の
方
が
強
か
っ
た
で
す
ね
。
 
白
鳥
 
疎
開
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
大
阪
の
小
学
校
か
ら
和
歌
山
県
に
１
年
間
疎
開
し
て
、
そ
こ
か
ら
今
度
は
縁
故
疎
開
で
母
親
の
生
ま
れ
た
愛
媛
県
の
宇
和
島
の
小
学
校
に
入
り
ま
し
た
。
明
倫
校
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
父
親
が
松
山
の
支
店
長
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
後
は
ず
っ
と
父
親
に
つ
い
て
あ
ち
こ
ち
行
き
ま
し
た
。
 
武
田
 
そ
う
す
る
と
、
戦
争
が
始
ま
る
前
も
お
父
様
に
つ
い
て
海
外
に
行
か
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
私
自
身
は
あ
り
ま
せ
ん
。
父
親
は
支
那
事
変
で
広
東
に
３
年
ほ
ど
お
り
ま
し
た
し
、
帰
っ
て
き
た
後
は
海
南
島
に
三
越
の
支
店
を
出
す
と
い
う
こ
と
で
そ
こ
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
。
 
岩
間
 
単
身
赴
任
で
す
か
。
 
数
原
 
ず
っ
と
。
そ
れ
で
終
戦
の
次
の
年
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
 
岩
間
 
で
は
、
初
め
て
お
父
様
に
お
会
い
に
な
っ
た
時
の
御
記
憶
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
 
数
原
 
小
さ
い
な
が
ら
も
父
親
の
記
憶
は
あ
る
。
 
岩
間
 
何
か
お
土
産
は
あ
り
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
疎
開
に
行
く
時
に
巻
紙
で
長
い
手
紙
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
引
率
の
先
生
、
随
分
仲
よ
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
先
生
を
父
と
思
っ
て
良
い
国
民
に
な
れ
と
い
う
も
の
で
す
。
父
母
と
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
大
阪
の
教
会
で
知
り
合
っ
て
お
り
ま
し
て
、
私
の
家
族
は
み
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
す
。
 
岩
間
 
カ
ソ
リ
ッ
ク
で
す
か
。
 
数
原
 
い
や
、
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
。
母
は
私
の
家
の
す
ぐ
そ
ば
の
教
会
の
創
立
者
の
１
人
で
、
ず
っ
と
そ
こ
に
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
外
務
省
に
入
っ
た
後
に
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
２
年
留
学
し
、
そ
の
時
に
出
会
っ
た
ド
イ
ツ
人
の
女
性
と
結
婚
し
ま
し
た
。
 
岩
間
 
奥
様
は
そ
の
時
に
留
学
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
で
デ
ィ
プ
ロ
マ
を
と
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
第 1 回  2017 年 7 月 11 日 
19 
英
語
も
や
ら
な
く
て
は
と
い
う
こ
と
で
１
年
ほ
ど
来
て
い
た
。
そ
の
時
に
偶
然
知
り
合
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
１
９
６
０
年
。
 
岩
間
 
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
日
本
人
が
行
く
の
は
な
か
な
か
御
苦
労
が
多
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
 
数
原
 
本
当
そ
う
で
す
よ
。
一
番
困
っ
た
の
が
、
言
葉
が
全
然
通
じ
な
い
こ
と
で
す
。
日
本
で
英
語
は
随
分
勉
強
し
た
の
で
す
が
、
教
え
て
い
る
先
生
が
喋
っ
た
こ
と
が
な
い
。
土
地
や
人
の
名
前
は
や
は
り
耳
か
ら
入
る
の
と
字
面
を
読
む
の
と
で
は
違
い
ま
す
。
最
初
は
講
義
を
聞
い
て
も
全
く
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
い
ま
で
し
た
ら
１
週
間
休
暇
が
あ
る
か
ら
と
女
性
が
買
い
物
で
旅
行
に
行
っ
た
り
し
ま
す
が
、
そ
の
頃
は
１
ポ
ン
ド
が
１
０
０
８
円
で
す
し
、
羽
田
か
ら
北
回
り
の
飛
行
機
も
な
い
。
 
岩
間
 
ロ
ン
ド
ン
の
地
下
鉄
が
幾
ら
だ
っ
た
か
ご
記
憶
で
す
か
。
 
数
原
 
大
学
の
費
用
や
食
費
に
つ
い
て
は
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。
 
岩
間
 
こ
の
レ
ー
ト
で
す
と
相
当
な
授
業
料
に
な
り
ま
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
外
国
に
行
く
の
は
安
く
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
私
が
外
務
省
に
入
っ
た
時
の
初
任
給
が
１
万
円
な
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に
行
く
と
７
～
８
倍
に
な
る
。
し
か
し
給
料
は
む
し
ろ
日
本
に
送
っ
て
妹
の
学
費
の
助
け
な
ど
に
し
ま
し
た
。
大
変
な
時
代
で
、
羽
田
か
ら
出
る
時
に
は
水
杯
で
、
も
う
帰
っ
て
こ
な
い
ぐ
ら
い
の
つ
も
り
で
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
 
岩
間
 
香
港
経
由
で
行
か
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
ま
ず
香
港
、
そ
れ
か
ら
バ
ン
コ
ク
、
カ
ラ
チ
、
カ
イ
ロ
、
ア
テ
ネ
、
ロ
ー
マ
と
移
動
で
す
。
１
週
間
ぐ
ら
い
か
か
る
。
い
ま
13時
間
、
14時
間
と
乗
っ
て
い
る
と
も
う
着
く
の
と
は
雲
泥
の
差
で
す
。
そ
う
い
う
時
代
で
し
た
。
 
岩
間
 
途
中
で
カ
イ
ロ
な
ど
の
街
中
を
ご
ら
ん
に
な
る
機
会
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
着
い
た
ら
大
使
館
の
人
が
来
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
１
泊
か
２
泊
で
す
か
ら
、
物
見
遊
山
は
で
き
な
い
。
 
 
た
だ
私
は
外
国
が
初
め
て
で
、
子
供
の
頃
か
ら
行
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
の
唯
一
の
道
が
外
務
省
。
そ
れ
で
一
生
懸
命
に
な
り
ま
し
た
。
 
 ■
 
外
交
官
を
志
す
 
 白
鳥
 
順
番
が
ち
ょ
っ
と
前
後
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
大
学
時
代
に
外
務
省
を
志
す
と
決
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
つ
い
て
は
日
記
が
あ
り
ま
す
。
外
交
官
試
験
受
験
の
記
と
い
う
の
を
２
年
間
書
き
ま
し
た
。
普
通
は
４
年
で
す
が
、
私
は
東
大
に
６
年
間
（
３
年
駒
場
、
３
年
本
郷
）
い
た
の
で
す
。
文
Ⅰ
に
入
っ
て
、
法
学
部
に
進
ん
だ
の
で
す
が
、
受
験
の
後
で
伸
び
伸
び
と
好
き
放
題
コ
ー
ラ
ス
を
し
て
、
そ
れ
を
い
ま
だ
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
勉
強
は
ち
っ
と
も
し
な
か
っ
た
。
 
岩
間
 
そ
う
す
る
と
御
入
学
が
昭
和
29年
に
な
る
わ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
え
え
。
で
す
か
ら
私
は
入
学
は
19歳
で
、
25歳
で
外
務
省
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。
最
初
の
３
年
間
は
本
当
に
歌
、
歌
、
歌
で
、
指
揮
者
を
し
た
り
、
合
宿
に
行
っ
た
り
。
ち
ょ
っ
と
の
ん
び
り
し
す
ぎ
ま
し
た
。
 
後
半
の
３
年
間
に
な
る
と
、
日
記
に
外
務
省
、
外
交
官
と
い
う
文
字
が
出
 20 
て
き
ま
す
。
１
年
目
は
失
敗
し
て
、
２
年
目
に
合
格
し
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
れ
を
志
し
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
外
交
官
試
験
の
試
験
官
だ
っ
た
高
野
雄
一
先
生
と
い
う
国
際
法
の
先
生
の
講
義
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
ど
ん
な
講
義
だ
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
国
際
機
関
を
特
に
詳
し
く
講
義
し
て
い
て
、
そ
れ
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
。
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
な
り
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
し
、
父
も
大
正
か
昭
和
の
初
期
に
、
英
国
の
皇
太
子
が
来
た
時
の
通
訳
を
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
頃
の
写
真
も
調
べ
て
い
た
ら
出
て
き
ま
し
た
。
昭
和
の
初
め
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
。
 
岩
間
 
で
は
、
外
に
出
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
外
に
向
か
っ
て
私
の
人
生
を
開
い
て
い
き
た
い
な
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。
そ
こ
に
高
野
先
生
の
授
業
が
あ
り
、
一
番
上
の
姉
も
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
。
母
親
も
で
き
れ
ば
外
国
に
行
っ
て
勉
強
し
た
か
っ
た
が
結
婚
し
た
。
 
岩
間
 
お
姉
さ
ま
は
ア
メ
リ
カ
の
ど
ち
ら
に
行
か
れ
た
の
で
す
が
。
 
数
原
 
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
勉
強
し
よ
う
に
も
言
葉
が
通
じ
な
い
の
で
す
。
私
も
英
語
を
母
国
語
と
し
て
ま
と
も
に
喋
る
人
が
い
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
頃
近
所
に
い
た
米
軍
紙
S
ta
rs 
a
n
d
 
S
trip
e
s
の
記
者
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
英
語
を
学
び
ま
し
た
。
学
校
の
英
語
の
先
生
は
英
語
を
喋
る
こ
と
が
で
き
ず
、
外
国
に
行
っ
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
時
代
で
す
か
ら
。
外
国
が
遠
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
外
で
自
分
の
道
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
な
る
と
外
交
官
試
験
し
か
な
か
っ
た
。
 
岩
間
 
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
 
数
原
 
本
当
に
大
変
で
す
。
さ
き
ほ
ど
の
日
記
を
読
む
と
、
１
回
目
の
失
敗
の
後
、
親
父
に
も
う
１
回
勉
強
さ
せ
て
く
れ
と
頼
ん
で
い
ま
す
。
親
父
も
も
う
三
越
を
や
め
て
母
親
も
苦
労
し
て
い
た
頃
で
、
い
つ
ま
で
も
す
ね
を
か
じ
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
必
死
で
就
職
活
動
を
し
ま
し
た
。
外
交
官
試
験
の
他
に
、
労
働
省
ぐ
ら
い
な
ら
外
国
に
行
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
公
務
員
試
験
も
受
け
ま
し
た
し
、
住
友
商
事
な
ど
商
社
も
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
後
か
ら
外
交
官
試
験
に
受
か
り
ま
し
た
か
ら
失
礼
い
た
し
ま
す
と
謝
り
に
行
っ
て
い
ま
す
。
外
交
官
試
験
に
合
格
し
て
よ
う
や
く
、
あ
あ
こ
れ
で
就
職
活
動
し
な
く
て
い
い
と
思
っ
て
、
谷
川
岳
の
東
大
の
寮
へ
行
っ
て
の
ん
び
り
寝
転
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 
岩
間
 
私
の
両
親
の
時
代
で
も
、
ま
だ
外
交
官
に
な
る
に
は
実
家
が
お
金
持
ち
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 
数
原
 
そ
れ
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
。
必
ず
近
所
に
調
べ
に
来
る
の
で
す
。
そ
れ
が
来
る
か
来
な
い
か
で
わ
か
る
。
私
の
祖
母
な
ど
、
そ
う
い
う
の
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
毎
朝
道
路
を
一
生
懸
命
に
な
っ
て
掃
除
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
家
族
み
な
、
今
度
こ
そ
は
受
か
っ
て
く
れ
と
思
っ
て
い
た
。
 
岩
間
 
そ
の
頃
ご
自
宅
は
ど
ち
ら
に
あ
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
新
宿
で
す
。
中
学
３
年
で
移
っ
て
き
て
、
い
ま
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
そ
こ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
都
立
の
戸
山
高
校
に
入
っ
て
、
大
学
に
入
っ
て
、
官
僚
に
な
っ
て
と
、
何
と
か
し
て
行
く
と
こ
ろ
ま
で
行
き
た
い
な
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
両
親
の
願
い
で
も
あ
っ
た
し
、
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
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も
ら
い
ま
し
た
。
 
岩
間
 
御
両
親
は
イ
ギ
リ
ス
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
来
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
だ
け
じ
ゃ
な
く
ド
イ
ツ
に
も
来
た
。
逆
に
家
内
の
両
親
も
日
本
に
来
た
。
僕
は
外
交
官
と
し
て
９
カ
所
、
国
外
を
回
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
家
内
の
両
親
も
私
の
両
親
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
ま
で
、
全
て
来
ま
し
た
。
私
の
親
父
が
ま
た
そ
れ
を
一
々
克
明
に
書
い
て
本
と
し
て
出
す
ん
で
す
。
 
岩
間
 
お
も
し
ろ
い
お
父
様
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
よ
。
親
父
は
半
分
絵
描
き
で
、
三
越
を
や
め
て
か
ら
も
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
 
岩
間
 
三
越
で
は
特
に
何
か
御
専
門
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
美
術
。
三
越
は
お
茶
や
絵
の
先
生
を
育
て
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
後
名
を
成
し
た
荒
川
豊
藏
さ
ん
と
い
う
志
野
焼
の
大
先
生
や
、
小
山
冨
士
夫
さ
ん
と
い
う
陶
芸
の
大
家
が
い
ま
す
。
親
父
は
そ
う
い
う
方
の
育
成
に
関
わ
っ
て
い
て
、
し
か
も
時
代
は
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
。
 
岩
間
 
一
時
、
日
本
の
も
の
を
下
に
見
る
よ
う
な
時
代
に
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
な
ど
海
外
に
日
本
の
美
術
品
が
随
分
流
出
し
ま
し
た
ね
。
 
数
原
 
私
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
使
館
に
行
っ
た
時
も
、
日
本
の
刀
や
槍
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
美
術
館
に
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
直
後
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
二
束
三
文
で
買
え
た
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
兵
士
も
軍
票
で
買
え
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
円
が
強
く
な
っ
た
時
に
日
本
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
い
占
め
た
。
い
ま
は
中
国
が
日
本
で
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
形
で
、
経
済
の
力
が
文
化
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
 
岩
間
 
お
父
様
が
扱
っ
て
い
ら
し
た
美
術
品
は
日
本
の
も
の
に
限
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
日
本
の
も
の
が
多
い
で
す
ね
。
だ
か
ら
私
の
家
に
も
結
構
い
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 
岩
間
 
そ
う
い
う
も
の
に
親
し
み
な
が
ら
大
き
く
な
っ
て
い
ら
し
た
と
い
う
面
は
お
あ
り
な
ん
で
す
ね
。
 
数
原
 
や
は
り
文
化
と
い
う
の
は
、
経
済
が
好
調
で
豊
か
な
時
代
で
な
い
と
花
が
開
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
感
じ
ま
す
。
 
白
鳥
 
そ
う
し
た
環
境
で
成
長
さ
れ
て
、
外
交
官
試
験
に
合
格
さ
れ
た
の
は
法
学
部
の
４
年
生
の
時
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
、
４
年
生
の
時
に
。
 
白
鳥
 
日
記
を
拝
見
し
ま
し
た
ら
、
１
９
５
７
年
８
月
14日
の
日
付
の
と
こ
ろ
に
外
交
官
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
の
頃
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
一
次
試
験
と
二
次
試
験
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
し
か
し
受
か
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
大
学
入
学
時
も
自
信
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
入
学
し
た
後
は
の
び
の
び
し
過
ぎ
て
、
そ
こ
か
ら
ま
た
引
き
締
め
る
の
は
大
変
で
し
た
。
最
後
の
３
年
間
は
必
死
に
な
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
法
学
部
で
何
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
 
数
原
 
法
学
部
で
は
宮
澤
俊
義
先
生
の
憲
法
。
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
を
見
て
い
た
ら
、
人
間
は
全
て
法
の
下
に
平
等
だ
、
そ
の
考
え
方
の
唯
一
の
例
外
が
皇
室
だ
と
は
っ
き
り
書
い
て
あ
る
。
そ
う
い
う
の
は
や
は
り
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
別
に
皇
室
に
反
対
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
。
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
宮
澤
先
生
の
憲
法
の
話
は
頭
に
残
っ
て
 22 
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
我
妻
榮
先
生
の
民
法
と
か
、
団
藤
重
光
先
生
の
刑
法
な
ど
で
す
。
 
岩
間
 
後
光
が
差
し
て
く
る
よ
う
で
す
よ
ね
。
 
数
原
 
み
ん
な
立
派
な
本
を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
勉
強
し
な
か
っ
た
の
で
惨
憺
た
る
成
績
で
し
た
。
 
岩
間
 
で
は
、
外
交
は
高
野
先
生
と
、
他
に
先
生
は
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
そ
れ
か
ら
田
岡
良
一
。
田
岡
先
生
で
頭
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
国
際
平
和
を
実
現
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
国
際
法
の
立
場
で
言
う
と
法
の
支
配
だ
け
だ
と
先
生
の
本
に
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
36条
の
強
制
管
轄
権
を
受
け
る
こ
と
に
尽
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
は
受
諾
し
ま
し
た
が
、
安
保
理
常
任
理
事
国
で
は
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
す
。
い
ま
の
南
シ
ナ
海
で
の
中
国
や
北
朝
鮮
の
問
題
も
そ
う
で
す
が
、
法
の
支
配
が
通
じ
な
い
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
 
岩
間
 
政
治
学
の
先
生
は
ど
う
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
外
交
史
の
岡
義
武
さ
ん
。
す
ご
か
っ
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
で
す
。
外
交
官
試
験
の
た
め
の
勉
強
で
は
、
こ
う
い
っ
た
講
義
が
生
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 
ト
イ
ン
ビ
ー
の
会
へ
の
寄
稿
に
も
書
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
外
交
官
試
験
の
勉
強
を
す
る
時
に
一
生
懸
命
読
ん
だ
の
が
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
の
P
o
litic
s 
A
m
o
n
g
 N
a
tio
n
s
で
す
。
こ
れ
は
私
の
外
交
官
生
活
で
一
番
役
に
立
ち
ま
し
た
。
ま
ず
試
験
で
は
、
２
回
目
に
受
け
た
時
、
英
語
の
自
由
作
文
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
だ
っ
た
の
で
、
い
わ
ば
当
た
り
を
引
い
た
。
書
く
こ
と
が
あ
り
過
ぎ
て
困
っ
た
ぐ
ら
い
で
す
。
 
こ
の
本
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
国
際
連
盟
が
で
き
る
も
の
の
、
結
局
ナ
チ
の
前
に
機
能
不
全
に
陥
る
経
緯
を
読
ん
で
い
て
、
理
想
主
義
も
実
際
に
は
な
か
な
か
役
に
立
た
な
い
と
い
う
の
を
印
象
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
武
力
で
何
も
解
決
で
き
ず
に
負
け
た
日
本
の
歴
史
を
見
て
、
同
じ
轍
を
踏
ま
ず
に
国
際
連
合
へ
、
と
い
う
理
想
論
に
傾
い
て
い
た
の
で
す
が
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
の
著
作
を
読
ん
だ
後
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
外
交
官
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 
岩
間
 
理
想
主
義
抜
き
で
も
で
き
ま
せ
ん
が
。
 
数
原
 
ま
あ
ね
。
現
場
で
は
現
実
主
義
で
も
、
そ
れ
を
学
者
や
政
治
家
が
言
っ
た
と
こ
ろ
で
国
民
の
支
持
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
。
 
岩
間
 
日
本
の
国
連
加
盟
は
１
９
５
６
年
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
私
が
外
務
省
に
入
っ
た
の
が
１
９
６
０
年
で
す
か
ら
、
大
学
時
代
の
こ
と
で
し
た
。
 
白
鳥
 
大
学
時
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
 
数
原
 
た
と
え
ば
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
。
 
岩
間
 
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
で
す
か
。
 
数
原
 
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
も
打
ち
上
げ
た
し
、
後
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
と
の
会
談
が
あ
っ
た
。
 
岩
間
 
日
米
安
保
改
定
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。
 
数
原
 
外
務
省
に
入
っ
た
年
で
す
ね
。
友
人
は
み
ん
な
安
保
反
対
で
運
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
も
う
現
実
主
義
に
な
り
、
外
務
省
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。
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岩
間
 
大
学
の
授
業
も
影
響
を
受
け
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 
数
原
 
安
田
講
堂
を
占
拠
し
た
、
入
学
試
験
が
中
止
さ
れ
た
と
い
う
の
は
私
が
出
た
後
の
１
９
６
０
年
代
末
で
す
か
ら
、
国
内
政
治
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 
岩
間
 
私
が
京
都
大
学
に
い
た
時
は
、
ま
だ
そ
う
い
っ
た
学
生
運
動
の
生
き
残
り
が
い
ま
し
た
。
時
々
授
業
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
人
が
入
っ
て
き
て
、
全
然
関
係
な
い
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
か
。
田
岡
先
生
は
ま
だ
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
 
岩
間
 
い
え
、
も
う
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
数
原
 
そ
れ
で
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
の
先
生
は
。
 
岩
間
 
私
は
高
坂
正
堯
さ
ん
で
す
。
 
 ■
 
外
務
省
入
省
 
 武
田
 
当
時
、
外
交
官
試
験
の
勉
強
は
ど
な
た
か
他
の
方
と
一
緒
に
勉
強
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
や
り
ま
し
た
。
私
が
一
緒
に
勉
強
し
よ
う
と
い
う
人
を
集
め
て
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
た
ら
、
そ
の
う
ち
２
人
が
１
年
目
に
受
か
っ
た
。
私
は
経
済
学
が
弱
く
て
落
ち
ま
し
た
。
他
に
は
さ
き
ほ
ど
触
れ
た
米
軍
記
者
の
方
の
と
こ
ろ
で
英
語
の
勉
強
も
し
た
。
６
～
７
人
で
勉
強
会
を
し
た
の
で
す
が
、
私
の
１
年
上
か
ら
１
年
下
く
ら
い
の
間
で
大
体
入
っ
て
い
ま
す
。
 
白
鳥
 
ど
う
い
っ
た
方
々
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
中
村
昭
一
さ
ん
が
昭
和
33年
度
。
私
は
34年
度
。
そ
の
一
つ
上
だ
と
苅
田
吉
夫
さ
ん
、
野
々
山
忠
致
さ
ん
。
湯
下
博
之
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
。
こ
う
い
う
連
中
と
一
緒
に
徒
党
を
組
ん
で
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
た
。
私
ど
も
の
期
で
は
片
倉
邦
雄
と
か
、
阿
曽
村
邦
昭
も
仲
間
で
す
。
 
岩
間
 
で
は
、
入
省
な
さ
っ
た
の
が
４
月
で
、
当
時
は
す
ぐ
留
学
に
行
か
れ
た
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
25歳
で
４
月
に
入
っ
て
、
３
カ
月
の
国
内
研
修
の
後
に
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
各
地
に
散
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
言
語
と
し
て
は
、
普
通
は
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
が
一
番
多
い
。
そ
の
他
に
特
殊
語
学
と
し
て
、
私
ら
の
頃
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
が
入
り
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
片
倉
大
使
で
す
ね
。
 
数
原
 
片
倉
、
田
中
民
之
君
の
２
人
。
 
白
鳥
 
ア
ラ
ビ
ア
語
の
第
一
号
だ
っ
た
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
語
も
。
そ
の
頃
は
ま
だ
韓
国
語
は
な
か
っ
た
。
中
国
語
は
谷
野
作
太
郎
。
後
は
英
語
が
ア
メ
リ
カ
組
と
イ
ギ
リ
ス
組
に
分
か
れ
る
。
 
白
鳥
 
希
望
を
出
さ
れ
る
の
で
す
か
。
 
数
原
 
出
す
け
れ
ど
も
、
行
き
先
は
外
務
省
の
人
事
課
が
決
め
る
の
で
そ
の
と
お
り
に
は
な
ら
な
い
。
 
白
鳥
 
い
つ
頃
わ
か
る
の
で
す
か
。
 
数
原
 
す
ぐ
で
す
。
４
月
に
入
っ
て
、
３
カ
月
の
国
内
研
修
に
決
ま
り
ま
す
。
 
白
鳥
 
国
内
研
修
は
ど
う
い
う
内
容
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
あ
ち
こ
ち
行
き
ま
し
た
。
日
本
文
化
、
日
本
経
済
の
勉
強
か
ら
美
術
館
見
学
ま
で
様
々
で
す
。
 
 24 
岩
間
 
研
修
所
は
あ
り
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
あ
り
ま
し
た
。
外
務
省
の
中
じ
ゃ
な
く
て
、
茗
荷
谷
の
研
修
所
で
す
。
そ
の
頃
の
写
真
も
と
っ
て
あ
り
ま
す
。
 
そ
の
後
、
３
ヵ
月
後
に
外
国
に
行
く
こ
の
仕
組
み
は
変
わ
り
ま
し
た
。
憶
測
で
す
が
、
外
国
人
と
結
婚
す
る
人
が
多
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
う
で
す
し
、
私
の
前
後
に
も
２
、
３
人
い
ま
し
た
。
外
国
語
が
ま
だ
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
と
に
か
く
言
葉
を
身
に
つ
け
て
行
っ
て
こ
い
と
い
っ
て
外
国
に
送
り
出
さ
れ
る
と
、
そ
の
た
め
に
一
番
い
い
の
は
女
友
達
を
つ
く
る
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
で
は
日
本
の
外
交
官
と
し
て
良
く
な
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
は
３
カ
月
間
の
国
内
研
修
の
後
、
本
省
の
各
部
局
に
配
属
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
３
年
ぐ
ら
い
た
つ
と
外
国
に
行
く
。
 
武
田
 
当
時
は
、
大
使
以
外
に
同
期
、
前
後
の
期
で
入
省
前
に
外
国
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
方
は
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
み
ん
な
そ
う
で
す
。
外
国
に
行
く
の
は
ま
ず
金
銭
的
に
大
変
で
す
か
ら
。
１
ド
ル
３
６
０
円
の
時
代
で
す
。
お
父
さ
ん
が
外
交
官
の
人
は
別
で
す
が
。
 
岩
間
 
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
お
着
き
に
な
っ
た
の
が
い
つ
で
す
か
。
 
数
原
 
１
９
６
０
年
９
月
で
す
。
 
岩
間
 
向
こ
う
で
カ
レ
ッ
ジ
に
入
ら
れ
た
わ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
ペ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
で
す
。
い
ま
で
も
仲
が
良
く
、
カ
レ
ッ
ジ
に
寄
附
を
し
た
り
、
カ
レ
ッ
ジ
の
ク
ワ
イ
ア
が
日
本
に
や
っ
て
来
た
時
に
は
そ
こ
に
出
か
け
て
行
き
ま
す
。
東
京
に
も
P
e
m
b
ro
k
e
 C
o
lle
g
e
 S
o
c
ie
ty
 o
f 
Ja
p
a
n
が
あ
り
、
こ
れ
に
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
に
は
日
本
大
学
が
た
く
さ
ん
の
学
生
を
送
り
込
ん
で
い
ま
し
て
、
大
き
な
ド
ミ
ト
リ
ー
も
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
岩
間
 
当
時
、
他
に
日
本
人
は
い
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
外
務
省
の
人
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
誰
も
い
な
い
。
行
っ
た
ら
マ
レ
ー
シ
ア
人
と
間
違
え
ら
れ
ま
し
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
連
隊
の
人
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ビ
ル
マ
で
日
本
軍
に
や
ら
れ
た
過
去
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
随
分
び
く
び
く
し
て
い
ま
し
た
。
１
９
６
０
年
と
い
う
の
は
ま
だ
戦
争
の
こ
と
を
引
き
ず
っ
て
い
る
の
で
す
。
戦
争
は
悪
い
影
響
を
残
す
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
 
 
デ
ー
ト
ば
か
り
し
て
い
た
ペ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
時
代
で
す
か
、
そ
の
時
の
こ
と
を
文
章
に
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
ま
し
て
、「
P
ie
c
e
 o
f M
y
 L
ife
 in
 P
e
m
b
ro
k
e」
と
い
う
も
の
を
書
き
ま
し
た
。
結
婚
は
そ
れ
か
ら
４
年
後
の
こ
と
で
、
一
緒
に
ボ
ー
ト
を
漕
い
だ
り
と
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
た
、
結
局
B
a
c
h
e
lo
r 
o
f 
A
rts
は
取
れ
な
く
て
B
a
c
h
e
lo
r o
f H
e
a
rts
を
取
っ
た
、
と
い
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
 
岩
間
 
２
年
間
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
２
年
間
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
で
は
、
最
初
は
全
然
英
語
が
わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
か
ら
勉
学
が
大
変
で
す
。
一
方
私
の
６
年
く
ら
い
上
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
行
か
れ
た
小
和
田
恆
さ
ん
は
、
４
年
く
ら
い
お
ら
れ
て
大
学
の
方
か
ら
残
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
の
勉
強
を
し
た
。
私
の
２
年
上
の
斎
藤
邦
彦
次
官
も
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
す
。
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
で
し
た
か
ら
、
私
は
び
く
び
く
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
最
初
の
任
地
は
ユ
ー
ゴ
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ス
ラ
ビ
ア
で
し
た
。
 
白
鳥
 
留
学
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
大
使
館
に
移
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
 
武
田
 
何
年
間
留
学
す
る
、
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
で
す
か
。
 
数
原
 
外
務
省
で
決
め
ま
す
。
私
た
ち
の
代
か
ら
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
と
い
っ
た
特
殊
語
学
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
人
た
ち
は
３
年
間
、
そ
の
他
は
全
部
２
年
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
外
国
で
勉
強
す
る
の
は
珍
し
く
な
い
時
代
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 
白
鳥
 
こ
の
時
期
の
数
年
間
の
違
い
は
非
常
に
大
き
い
で
す
ね
。
 
数
原
 
相
当
で
す
。
 
岩
間
 
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。
ロ
ン
ド
ン
の
大
使
館
に
時
々
行
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
も
ち
ろ
ん
行
き
ま
し
た
。
当
時
は
大
野
勝
巳
大
使
で
す
。
私
は
借
金
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
、
会
計
に
頭
を
下
げ
て
給
料
を
借
り
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
僕
ら
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
と
一
緒
に
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
し
て
、
そ
こ
の
サ
ケ
パ
ー
テ
ィ
が
有
名
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
大
使
館
で
一
升
瓶
を
２
～
３
本
も
ら
い
、
そ
れ
を
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
持
っ
て
帰
っ
て
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
熱
燗
に
し
て
学
生
た
ち
に
振
る
舞
う
。
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
た
時
代
で
し
た
。
 
岩
間
 
で
も
、
日
本
食
は
な
い
で
す
よ
ね
。
 
数
原
 
な
い
で
す
。
 
岩
間
 
ど
う
し
て
い
た
の
で
す
か
。
何
を
あ
て
に
お
酒
を
飲
む
の
で
し
ょ
う
。
 
数
原
 
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
っ
た
ク
レ
ソ
ン
を
塩
で
も
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
は
先
輩
も
い
ま
す
し
、
私
の
１
年
後
の
後
輩
も
来
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
す
き
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
も
し
ま
し
た
。
 
他
に
お
ら
れ
た
日
本
人
と
し
て
は
、
上
野
学
園
の
理
事
長
を
し
て
い
た
石
橋
裕
先
生
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
詩
人
で
も
あ
っ
て
、
当
時
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
日
本
語
の
先
生
で
し
た
。
そ
の
縁
で
私
は
い
ま
も
上
野
学
園
の
英
語
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
を
し
て
い
ま
す
。
 
岩
間
 
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
来
る
よ
う
な
学
生
は
裕
福
と
い
う
時
代
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
。
し
か
し
飯
は
不
味
か
っ
た
。
当
時
、
私
は
も
う
26、
７
歳
な
の
で
す
が
、
向
こ
う
の
大
学
生
は
ま
だ
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
。
彼
ら
は
本
当
に
お
腹
を
空
か
せ
て
い
て
、
ボ
ー
ト
を
漕
い
だ
り
し
た
後
、
皿
に
山
盛
り
に
な
っ
た
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
を
う
ま
い
う
ま
い
と
言
っ
て
食
べ
る
の
で
す
。
ポ
テ
ト
を
潰
し
た
だ
け
の
も
の
を
よ
く
あ
ん
な
に
食
べ
る
な
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。
 
岩
間
 
服
装
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
。
 
数
原
 
晩
飯
は
毎
日
そ
う
で
し
た
。
 
岩
間
 
し
か
し
食
事
は
お
い
し
く
な
い
と
。
 
数
原
 
お
い
し
く
な
い
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。
本
当
に
あ
ん
な
の
を
よ
く
食
う
わ
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
も
そ
う
で
す
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
食
べ
物
は
不
味
い
と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
。
し
か
も
当
初
は
１
ポ
ン
ド
１
０
０
８
円
と
い
う
レ
ー
ト
で
す
か
ら
そ
う
そ
う
円
を
替
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
十
分
な
手
当
は
も
ら
い
ま
し
た
か
ら
、
他
の
学
生
と
比
べ
る
と
よ
ほ
ど
い
い
生
活
で
し
た
。
 
 26 
岩
間
 
大
学
で
の
勉
強
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
こ
と
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
 
数
原
 
私
は
国
際
法
を
勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
最
初
の
１
年
目
は
必
死
に
な
っ
て
ま
ず
国
内
法
を
勉
強
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
結
局
物
に
な
ら
な
か
っ
た
。
最
初
は
講
義
を
聞
い
て
も
英
語
が
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
法
律
と
い
っ
て
も
イ
ギ
リ
ス
は
経
験
主
義
と
い
う
か
、
判
例
が
重
要
に
な
る
。
判
例
を
覚
え
る
だ
け
で
も
大
変
で
す
。
そ
こ
に
ぽ
ん
と
放
り
込
ま
れ
た
。
 
 
で
も
日
本
を
出
る
時
に
は
、
そ
こ
ま
で
必
死
に
な
っ
て
デ
ィ
プ
ロ
マ
を
と
ら
な
く
て
も
い
い
、
し
っ
か
り
言
葉
を
見
に
付
け
て
友
達
を
つ
く
れ
ば
い
い
と
言
う
人
が
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
一
生
懸
命
勉
強
し
た
人
も
い
た
け
れ
ど
も
、
私
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
 
 ■
 
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
大
使
館
 
 岩
間
 
そ
の
後
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
す
ね
。
こ
れ
は
ま
だ
チ
ト
ー
が
い
た
頃
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
チ
ト
ー
の
全
盛
期
で
す
ね
。
し
か
も
旧
ソ
連
か
ら
距
離
を
と
っ
て
独
自
路
線
を
行
く
、
労
働
者
階
級
を
中
心
に
し
た
中
立
外
交
を
す
る
と
言
っ
て
い
た
時
代
で
す
。
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
経
験
で
し
た
。
当
時
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
も
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
大
使
館
で
見
て
い
ま
し
た
。
 
 
そ
れ
で
朝
10時
頃
出
勤
す
る
と
、
地
元
の
シ
ュ
リ
ヴ
ォ
ヴ
ィ
ツ
ァ
、
ラ
キ
ヤ
と
い
う
ウ
ォ
ッ
カ
の
よ
う
な
強
い
お
酒
を
く
い
っ
と
飲
ま
な
い
と
仕
事
が
始
ま
ら
な
い
の
が
向
こ
う
の
習
慣
で
す
。
僕
は
真
面
目
で
そ
れ
ま
で
ウ
ィ
ス
キ
ー
も
飲
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
で
の
シ
ェ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
洗
礼
を
受
け
た
。
 
 
そ
れ
か
ら
友
人
を
呼
ば
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
と
ソ
ー
サ
ー
、
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
を
買
い
ま
し
た
。
乗
り
捨
て
た
自
転
車
も
警
察
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
買
っ
て
、
夜
遅
く
な
っ
て
門
限
の
11時
を
過
ぎ
た
時
に
は
門
を
乗
り
越
え
た
り
と
、
随
分
と
好
き
勝
手
な
こ
と
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
 
岩
間
 
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
大
使
館
は
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
し
た
か
。
 
数
原
 
人
数
は
６
～
７
人
で
し
た
か
ね
。
高
橋
通
敏
さ
ん
と
い
う
条
約
局
長
を
し
た
人
が
大
使
だ
っ
た
。
そ
の
下
に
古
沢
一
彦
さ
ん
と
い
う
参
事
官
が
い
て
、
そ
れ
か
ら
も
う
私
で
し
た
。
最
初
の
仕
事
と
い
う
の
は
翻
訳
ば
か
り
で
す
。
２
年
間
で
そ
れ
が
で
き
る
く
ら
い
に
は
な
っ
て
い
た
。
 
岩
間
 
最
初
は
ど
の
よ
う
な
役
職
で
す
か
。
 
数
原
 
最
初
は
ま
ず
官
補
か
ら
で
す
。
そ
の
前
に
研
修
官
補
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
２
年
や
っ
て
初
め
て
大
使
館
に
配
属
に
な
っ
て
官
補
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
２
、
３
年
で
や
っ
と
三
等
書
記
官
。
そ
の
後
は
二
等
書
記
官
、
一
等
書
記
官
と
進
み
ま
す
が
、
私
が
一
等
書
記
官
に
な
っ
た
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
の
時
で
す
。
参
事
官
が
國
廣
道
彦
さ
ん
で
し
た
。
 
岩
間
 
な
る
ほ
ど
。
ち
ょ
っ
と
休
憩
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
 
数
原
 
い
い
で
す
よ
。
 
 （
休
 
憩
）
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白
鳥
 
ざ
っ
と
略
歴
を
確
認
し
ま
す
と
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
行
っ
て
、
そ
の
後
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
大
使
館
、
そ
の
後
が
通
産
省
の
通
商
局
と
重
工
業
局
で
す
ね
。
そ
の
次
が
国
連
局
政
治
課
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
代
表
部
、
大
蔵
省
主
計
局
、
外
務
省
に
戻
っ
て
南
東
ア
ジ
ア
一
課
、
そ
し
て
軍
縮
室
長
と
続
く
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
れ
で
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 
岩
間
 
ユ
ー
ゴ
大
使
館
は
２
年
間
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
い
え
、
１
年
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
で
し
た
。
あ
の
頃
は
そ
う
い
う
サ
イ
ク
ル
で
し
た
。
 
岩
間
 
何
か
大
き
な
事
件
等
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
通
訳
を
務
め
る
程
度
で
し
た
が
、
高
橋
通
敏
大
使
の
薫
陶
を
受
け
ま
し
た
。
あ
な
た
も
御
存
じ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
日
米
安
保
改
定
の
時
の
名
答
弁
で
鳴
ら
し
た
条
約
局
長
で
す
。
そ
の
方
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
大
使
と
し
て
赴
任
し
て
お
ら
れ
た
。
 
と
い
う
の
も
、
そ
の
時
に
大
使
の
秘
書
の
よ
う
な
仕
事
も
し
て
い
た
の
で
す
。
大
使
は
勉
強
家
で
週
に
１
回
く
ら
い
本
を
読
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
冷
戦
の
起
源
で
し
た
。
そ
の
頃
、
冷
戦
が
ど
う
始
ま
っ
た
の
か
を
大
使
は
追
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
関
係
す
る
実
証
的
な
本
を
彼
が
集
め
、
調
べ
る
の
で
す
。
私
が
封
を
解
い
て
大
使
の
机
の
上
に
置
く
の
で
す
が
、
本
棚
に
は
び
っ
し
り
と
本
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
し
、
冷
戦
と
言
え
ば
後
に
ウ
ィ
ー
ン
に
い
た
時
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
落
ち
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
も
ま
た
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
で
す
。
 
■
 
通
産
省
出
向
 
 岩
間
 
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
は
１
年
少
し
お
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
後
は
日
本
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
は
い
。
帰
国
後
、
通
産
省
の
重
工
業
局
に
出
向
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
た
と
え
ば
日
米
関
係
で
は
繊
維
交
渉
が
一
番
大
き
な
問
題
で
し
た
。
ワ
ン
ダ
ラ
ー
ブ
ラ
ウ
ス
が
問
題
に
な
っ
た
頃
で
、
繊
維
産
業
課
に
外
務
省
か
ら
私
の
２
、
３
年
上
の
方
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。
 
重
工
業
局
の
担
当
で
は
、
自
動
車
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
、
ア
ン
ペ
ッ
ク
ス
と
い
う
会
社
の
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
で
ア
メ
リ
カ
の
特
許
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
通
産
省
は
、
い
か
に
ア
メ
リ
カ
に
頼
ら
な
い
国
産
品
を
つ
く
る
か
、
競
争
力
の
あ
る
も
の
を
つ
く
る
か
を
必
死
に
な
っ
て
追
求
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
特
許
を
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
私
が
担
当
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
特
許
で
は
、
交
渉
し
て
特
許
を
と
っ
て
、
そ
れ
を
元
に
富
士
通
や
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
東
芝
が
自
前
の
も
の
を
つ
く
り
は
じ
め
て
、
私
が
通
産
省
の
電
子
工
業
課
に
い
る
時
に
、
国
産
の
第
１
号
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
輸
出
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
 
こ
の
時
、
電
子
工
業
課
で
は
財
投
資
金
を
集
め
て
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
と
い
う
リ
ー
ス
会
社
を
設
立
し
、
国
産
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
買
っ
て
そ
れ
を
貸
す
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
。
東
電
な
ど
は
ア
メ
リ
カ
の
優
秀
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
車
を
欲
し
が
る
の
で
、
そ
の
中
で
国
産
品
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
う
い
う
仕
組
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
き
追
い
越
せ
と
い
う
時
代
で
し
た
。
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こ
う
し
て
モ
ノ
の
自
由
化
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ
の
後
は
カ
ネ
、
通
貨
の
自
由
化
が
問
題
に
な
る
。
そ
の
次
は
ヒ
ト
、
労
働
力
の
自
由
化
、
最
後
は
文
化
の
自
由
化
と
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
一
歩
ず
つ
や
っ
て
い
っ
た
。
一
つ
に
数
年
か
ら
10年
は
か
か
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
そ
う
い
う
過
程
を
経
て
Ｅ
Ｕ
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
。
 
 
ち
ょ
う
ど
私
が
外
務
省
に
入
っ
た
時
の
外
交
官
試
験
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
共
同
市
場
が
で
き
た
頃
で
し
た
か
ら
、
集
団
討
論
の
テ
ー
マ
が
ア
ジ
ア
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
も
の
は
で
き
る
か
と
い
う
も
の
で
し
た
。
集
団
討
論
と
い
う
の
は
、
５
～
６
人
ず
つ
受
験
生
を
集
め
て
議
論
を
さ
せ
、
そ
れ
を
試
験
官
が
ず
っ
と
見
て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。
あ
ま
り
出
し
ゃ
ば
り
過
ぎ
て
も
い
け
な
い
し
、
ロ
ジ
カ
ル
に
議
論
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
、
私
は
、
そ
ん
な
も
の
は
当
分
ア
ジ
ア
で
は
で
き
な
い
、
宗
教
も
文
化
も
全
然
違
う
上
に
、
経
済
的
発
展
の
度
合
い
も
違
う
と
主
張
し
ま
し
た
。
 
 
そ
れ
で
も
通
産
省
に
私
が
出
向
す
る
頃
に
な
る
と
、
自
由
化
は
進
み
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
仕
事
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
 
白
鳥
 
外
務
本
省
で
勤
務
す
る
前
に
ま
ず
通
産
省
に
行
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
組
織
の
雰
囲
気
や
人
の
違
い
は
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
あ
り
ま
し
た
。
通
産
省
で
は
新
し
い
分
野
で
や
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
若
手
が
活
気
づ
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
若
手
が
集
ま
っ
て
勉
強
会
を
し
た
り
、
集
ま
っ
て
飲
ん
だ
り
し
て
い
て
、
下
の
力
が
大
き
い
。
そ
の
点
、
外
務
省
だ
と
上
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ
る
。
通
産
省
は
い
ま
で
言
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
は
大
蔵
省
が
通
貨
の
自
由
化
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
次
は
労
働
省
な
ど
が
ヒ
ト
の
自
由
化
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。
 
白
鳥
 
同
僚
や
上
司
で
印
象
に
残
っ
て
い
た
り
、
そ
の
後
お
つ
き
合
い
の
あ
る
方
な
ど
は
お
ら
れ
ま
す
か
。
 
数
原
 
通
産
省
時
代
で
は
、
私
の
す
ぐ
上
が
総
括
班
長
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
課
長
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
出
身
の
技
官
で
、
さ
き
ほ
ど
触
れ
た
特
許
の
話
な
ど
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 
そ
れ
か
ら
少
し
後
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
大
蔵
省
で
私
が
仕
え
た
の
が
相
澤
英
之
主
計
局
長
。
女
優
の
司
葉
子
さ
ん
と
結
婚
さ
れ
た
方
で
す
。
彼
は
そ
の
後
政
治
家
に
な
っ
て
、
私
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
使
に
な
っ
た
時
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
 
岩
間
 
通
産
省
に
は
１
９
６
３
年
か
ら
約
１
年
間
で
す
か
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
私
が
結
婚
し
た
の
は
１
９
６
５
年
で
す
け
れ
ど
も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
も
家
内
が
東
京
に
来
た
の
で
す
。
西
ド
イ
ツ
で
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
私
も
開
会
式
に
行
き
ま
し
た
。
当
時
日
本
国
内
で
は
買
え
な
か
っ
た
。
 
そ
の
時
、
家
内
の
父
親
は
日
本
を
見
て
こ
い
と
言
っ
て
送
り
出
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
頃
の
日
本
と
言
え
ば
、
水
洗
便
所
も
な
い
、
コ
ー
ヒ
ー
と
言
っ
て
も
ネ
ス
カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
し
か
な
い
、
チ
ー
ズ
と
言
っ
て
も
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
し
か
な
い
、
ワ
イ
ン
と
言
っ
て
も
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
し
か
な
い
、
家
族
は
10人
く
ら
い
で
一
つ
の
五
右
衛
門
風
呂
を
使
う
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
父
親
は
繊
維
関
係
の
会
社
を
経
営
し
て
い
て
日
本
に
一
度
だ
け
来
た
こ
第 1 回  2017 年 7 月 11 日 
29 
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
諦
め
て
帰
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
行
か
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家
内
は
違
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
。
 
そ
の
後
、
１
９
６
５
年
に
な
っ
て
国
連
局
政
治
課
に
い
た
私
が
国
連
総
会
で
３
ヵ
月
間
、
東
京
か
ら
出
張
に
行
っ
た
後
の
帰
り
に
、
ド
イ
ツ
に
飛
ん
で
結
婚
し
た
。
そ
の
後
２
人
で
生
活
を
始
め
て
、
３
年
後
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
代
表
部
に
行
っ
た
わ
け
で
す
。
 
岩
間
 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
景
気
が
良
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
じ
は
あ
り
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
す
ご
か
っ
た
。
新
幹
線
が
で
き
て
、
駅
の
名
前
に
も
全
部
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
つ
い
た
。
も
う
日
本
中
で
土
を
掘
り
返
し
て
工
事
を
し
て
い
ま
し
た
よ
。
 
白
鳥
 
街
の
様
子
も
す
ご
く
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
 
数
原
 
変
わ
っ
た
。
通
訳
を
は
じ
め
、
人
が
い
っ
ぱ
い
日
本
を
訪
れ
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
が
外
に
開
か
れ
て
、
若
い
人
た
ち
が
英
語
を
喋
る
よ
う
に
な
り
、
経
済
も
開
か
れ
た
。
外
国
で
言
え
ば
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
で
す
。
そ
う
や
っ
て
自
分
に
目
覚
め
て
、
外
国
の
も
の
が
怖
く
な
く
な
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
契
機
の
一
つ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。
 
 
う
ち
の
家
族
も
そ
う
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
後
に
ド
イ
ツ
人
の
嫁
さ
ん
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
最
初
の
頃
の
生
活
は
ひ
ど
く
て
、
四
畳
半
一
部
屋
が
私
ど
も
の
生
活
の
場
で
す
。
寝
台
一
つ
入
れ
た
ら
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
す
る
の
に
布
団
か
ら
何
か
ら
荷
物
を
全
部
庭
に
運
び
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
生
活
で
す
。
 
 
 ■
 
国
連
局
政
治
課
／
国
連
代
表
部
 
 岩
間
 
国
連
局
に
移
ら
れ
る
の
は
そ
の
直
前
の
１
９
６
４
年
11月
な
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
11月
で
す
。
国
連
局
の
政
治
課
で
課
長
は
吉
田
長
雄
さ
ん
と
い
う
人
で
し
た
。
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
彼
に
お
願
い
し
て
、
国
連
総
会
の
後
に
ド
イ
ツ
に
回
る
許
可
を
も
ら
っ
て
、
結
婚
し
て
連
れ
て
帰
っ
た
わ
け
で
す
。
 
白
鳥
 
そ
の
時
に
担
当
さ
れ
て
い
た
お
仕
事
と
い
う
の
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
で
し
た
か
。
 
数
原
 
国
連
局
政
治
課
で
一
番
大
き
い
仕
事
は
中
国
代
表
権
問
題
で
す
。
台
湾
が
中
国
を
代
表
し
て
い
て
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
な
っ
て
毎
年
の
国
連
総
会
で
そ
れ
を
擁
護
し
て
い
た
。
中
国
課
は
将
来
の
日
中
関
係
の
た
め
に
そ
こ
ま
で
で
き
な
い
の
で
、
外
務
省
の
中
で
は
国
連
局
が
一
番
台
湾
を
守
ろ
う
と
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
随
分
無
理
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
１
９
６
８
年
４
月
か
ら
１
９
７
１
年
ま
で
私
は
国
連
代
表
部
に
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
間
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
大
陸
の
中
華
人
民
共
和
国
の
方
が
中
国
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
岩
間
 
少
し
戻
り
ま
す
が
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
中
に
中
国
が
行
っ
た
核
実
験
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
記
憶
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
 
数
原
 
ち
ょ
う
ど
国
連
局
政
治
課
に
移
っ
た
直
後
で
す
ね
。
地
震
波
な
ど
で
核
実
験
を
し
た
こ
と
は
わ
か
る
わ
け
で
す
が
、
あ
ま
り
記
憶
に
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
１
９
７
４
年
の
イ
ン
ド
核
実
験
の
方
が
大
変
で
し
た
。
 
 30 
 
当
時
中
国
課
は
、
経
済
が
発
展
し
て
、
日
本
が
核
兵
器
に
関
す
る
技
術
も
ど
れ
だ
け
抑
え
た
と
こ
ろ
で
伝
播
す
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
核
は
特
に
、
平
和
利
用
と
軍
事
利
用
の
区
別
が
つ
か
な
い
で
す
か
ら
。
た
と
え
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
で
保
障
措
置
を
し
て
も
、
５
年
か
10年
で
必
ず
伝
わ
り
ま
す
よ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
 
話
し
合
い
で
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
国
際
政
治
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
後
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
１
９
８
０
年
代
の
イ
ラ
ン
＝
イ
ラ
ク
戦
争
で
イ
ラ
ク
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
調
達
し
た
化
学
兵
器
を
使
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
１
９
９
１
年
の
湾
岸
戦
争
の
後
、
ハ
ン
ス
・
ブ
リ
ク
ス
の
国
際
連
合
監
視
検
証
査
察
委
員
会
が
１
９
９
９
年
か
ら
イ
ラ
ク
に
よ
る
大
量
破
壊
兵
器
の
廃
棄
を
検
証
し
よ
う
と
し
た
が
査
察
が
妨
害
さ
れ
て
う
ま
く
い
か
な
い
。
結
局
ア
メ
リ
カ
も
強
硬
で
、
私
も
委
員
会
の
一
員
だ
っ
た
の
で
す
が
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
な
っ
て
引
き
上
げ
ま
し
た
。
 
岩
間
 
１
９
６
０
年
代
は
ず
っ
と
国
連
関
係
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
ず
っ
と
国
連
関
係
だ
っ
た
で
す
ね
。
 
岩
間
 
そ
れ
は
、
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
は
割
合
に
よ
く
あ
る
パ
タ
ー
ン
で
。
 
数
原
 
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私
と
し
て
は
国
連
局
政
治
課
や
国
連
代
表
部
に
勤
務
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
で
も
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
や
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
に
関
す
る
協
定
に
携
わ
っ
て
、
１
９
９
０
年
代
に
は
さ
き
ほ
ど
触
れ
た
査
察
委
員
会
に
加
わ
っ
て
と
、
確
か
に
国
際
機
関
関
係
の
仕
事
が
多
い
で
す
ね
。
 
 
そ
れ
と
私
が
政
治
課
に
い
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
１
９
６
４
年
の
第
19回
国
連
総
会
は
、
こ
れ
ま
で
で
唯
一
、
実
質
的
な
流
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
問
題
は
国
連
の
分
担
金
で
、
収
め
な
い
場
合
に
は
投
票
権
が
な
い
と
い
う
規
定
が
国
連
憲
章
第
19条
に
あ
っ
た
。
私
の
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
、
国
連
代
表
権
問
題
で
不
満
を
持
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
分
担
金
を
納
め
な
い
と
言
い
は
じ
め
て
、
そ
う
な
る
と
ア
メ
リ
カ
に
投
票
権
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
揉
め
に
揉
め
た
。
そ
れ
で
結
局
、
実
質
的
に
は
総
会
を
開
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
 
 
当
時
は
ま
だ
軍
縮
室
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
軍
縮
問
題
の
他
に
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
な
ど
、
政
治
問
題
は
全
て
政
治
課
が
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
第
三
次
中
東
戦
争
の
時
、
ち
ょ
う
ど
日
本
は
非
常
任
理
事
国
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
三
木
武
夫
外
務
大
臣
の
時
代
で
す
。
 
数
原
 
僕
の
辞
令
も
三
木
さ
ん
の
も
の
で
す
。
 
白
鳥
 
は
い
。
お
そ
ら
く
大
使
が
政
治
課
に
お
ら
れ
た
頃
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
第
三
次
中
東
戦
争
の
際
に
国
連
で
ど
う
行
動
す
る
か
等
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
動
き
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
文
書
に
大
臣
レ
ベ
ル
で
確
認
し
た
形
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
三
木
さ
ん
自
身
の
関
心
が
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
何
か
政
治
課
で
の
仕
事
で
三
木
大
臣
の
こ
と
は
印
象
に
残
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
 
数
原
 
む
し
ろ
椎
名
（
悦
三
郎
）
大
臣
の
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
彼
の
通
訳
を
や
っ
た
の
で
す
が
、
彼
の
話
は
通
訳
泣
か
せ
な
の
で
す
。
ロ
ジ
カ
ル
じ
ゃ
な
い
う
え
に
、
質
問
し
て
も
「
あ
あ
」
「
う
う
ん
」
「
は
あ
」
だ
し
、
そ
も
そ
も
喋
ら
な
い
。
通
訳
は
論
理
的
に
喋
っ
て
く
れ
な
い
と
頭
に
入
ら
な
い
。
政
治
家
は
そ
う
い
う
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
外
国
人
と
話
を
す
る
時
も
そ
う
な
の
で
、
通
訳
泣
か
せ
で
有
名
で
し
た
。
 
も
っ
と
も
、
国
連
関
係
で
は
総
会
や
安
保
理
で
首
脳
や
外
務
大
臣
が
出
席
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し
ま
す
の
で
、
偉
い
人
と
話
す
機
会
は
あ
り
ま
し
た
。
佐
藤
栄
作
総
理
も
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
時
は
割
に
日
が
当
た
り
ま
す
。
 
白
鳥
 
政
治
課
時
代
に
は
、
課
内
で
は
ど
の
よ
う
に
担
当
が
割
り
振
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
私
は
最
初
、
植
民
地
問
題
を
担
当
し
ま
し
た
。
当
時
は
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
次
々
に
植
民
地
か
ら
国
が
独
立
し
て
、
国
連
に
入
っ
て
き
て
い
ま
し
た
の
で
、
植
民
地
24カ
国
委
員
会
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
私
も
話
を
し
ま
し
た
。
 
そ
れ
か
ら
Ｐ
Ｋ
Ｏ
も
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
女
性
の
方
が
国
連
事
務
局
で
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
担
当
さ
れ
た
り
、
日
本
が
人
を
出
す
、
出
さ
な
い
と
い
う
話
も
出
て
き
ま
す
が
、
当
時
は
ま
だ
そ
う
い
う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
委
員
会
で
の
議
論
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
本
省
に
報
告
し
て
い
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
植
民
地
問
題
と
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
２
つ
を
順
番
に
担
当
さ
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
順
番
と
い
う
か
、
そ
の
２
つ
を
担
当
し
つ
つ
、
国
連
総
会
が
始
ま
っ
た
ら
各
国
の
代
表
演
説
を
聞
い
て
東
京
に
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
中
国
代
表
権
問
題
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
国
が
必
ず
触
れ
ま
す
の
で
、
報
告
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
に
関
す
る
討
論
が
あ
れ
ば
安
保
理
に
も
駆
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
で
は
、
こ
の
時
期
は
か
な
り
出
張
が
多
か
っ
た
で
す
か
。
 
数
原
 
多
か
っ
た
。
そ
の
時
、
私
が
初
め
て
お
仕
え
し
た
の
が
緒
方
貞
子
さ
ん
で
す
。
緒
方
貞
子
さ
ん
が
最
初
に
外
務
省
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
、
そ
し
て
国
連
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
、
私
が
国
連
代
表
部
に
行
っ
た
１
９
６
９
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
緒
方
貞
子
さ
ん
が
政
府
代
表
顧
問
で
、
私
は
二
等
書
記
官
で
し
た
。
「
廊
下
ト
ン
ビ
」
と
い
っ
て
、
会
場
の
外
で
ぐ
る
ぐ
る
動
き
回
っ
て
情
報
を
と
る
仕
事
で
す
。
緒
方
さ
ん
は
第
３
委
員
会
と
い
う
文
化
関
係
の
と
こ
ろ
の
担
当
で
、
い
や
あ
、
す
ご
い
人
が
来
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
外
務
省
の
人
は
別
に
し
て
、
民
間
か
ら
来
ら
れ
た
人
で
あ
れ
だ
け
英
語
が
で
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
外
務
大
臣
で
さ
え
、
英
語
が
話
せ
る
の
は
宮
澤
（
喜
一
）
さ
ん
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
。
 
と
に
か
く
貞
子
さ
ん
と
い
う
人
は
す
ば
ら
し
く
て
、
も
う
最
初
か
ら
外
交
官
で
し
た
。
し
か
も
素
晴
ら
し
い
お
母
さ
ん
で
あ
り
、
緒
方
竹
虎
さ
ん
の
息
子
で
あ
る
緒
方
四
十
郎
さ
ん
の
お
嫁
さ
ん
で
も
あ
っ
た
。
代
表
で
３
カ
月
間
、
国
連
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
う
ち
に
呼
ん
で
食
事
を
し
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
女
は
東
京
に
せ
っ
せ
と
手
紙
を
書
い
て
い
ま
し
た
ね
。
お
母
さ
ん
と
し
て
、
奥
さ
ん
と
し
て
、
女
性
と
し
て
、
素
晴
ら
し
い
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 
そ
の
後
、
緒
方
さ
ん
は
国
連
で
培
っ
た
も
の
を
元
に
国
連
代
表
部
の
公
使
に
な
ら
れ
て
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
の
代
表
に
な
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
だ
い
ぶ
後
の
こ
と
で
す
が
、
外
務
大
臣
に
な
っ
て
く
れ
と
い
う
依
頼
さ
え
あ
っ
た
の
で
す
が
、
彼
女
は
あ
っ
さ
り
断
ら
れ
ま
し
た
。
あ
あ
い
っ
た
出
処
進
退
は
見
事
な
も
の
で
す
。
 
そ
の
後
も
仲
良
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
私
が
ウ
ィ
ー
ン
に
行
っ
た
時
に
は
、
緒
方
ご
夫
妻
が
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
理
事
も
し
ま
し
た
し
、
随
分
緒
方
先
生
と
は
つ
き
合
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
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大
蔵
省
出
向
 
 岩
間
 
代
表
部
に
お
ら
れ
た
の
は
１
９
７
１
年
ま
で
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ニ
ク
ソ
ン
＝
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
ね
。
 
数
原
 
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
す
ご
か
っ
た
で
す
。
日
本
は
あ
れ
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
と
ツ
ー
カ
ー
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
何
も
知
ら
さ
れ
ず
に
中
国
に
行
か
れ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
方
が
日
本
も
か
え
っ
て
楽
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
行
く
ぞ
、
行
く
ぞ
と
言
わ
れ
た
ら
ま
た
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
 
そ
の
後
も
金
ド
ル
兌
換
停
止
で
、
変
動
相
場
制
に
な
っ
て
、
１
ド
ル
３
６
０
円
だ
っ
た
の
が
す
ぐ
に
２
２
０
円
、
２
１
０
円
と
下
が
っ
て
い
っ
た
。
私
は
そ
の
頃
に
な
る
と
、
大
蔵
省
の
主
計
局
に
出
向
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
同
じ
主
計
官
補
佐
だ
っ
た
柿
澤
弘
治
さ
ん
と
ひ
ど
い
な
、
す
ご
い
な
と
言
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
こ
の
時
期
に
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
が
二
つ
続
き
ま
し
た
。
米
中
接
近
と
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
す
が
、
仕
事
と
し
て
関
わ
ら
れ
た
の
は
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
僕
は
大
蔵
省
主
計
局
で
す
か
ら
、
為
替
は
全
然
関
係
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
経
済
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
 
 
大
蔵
省
で
私
が
一
番
学
ん
だ
こ
と
は
、
日
本
の
国
内
政
治
と
い
う
の
は
予
算
編
成
で
決
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
９
月
１
日
か
ら
一
斉
に
各
省
庁
の
予
算
要
求
を
受
け
取
り
、
私
は
主
査
で
郵
政
省
と
電
電
公
社
の
担
当
で
し
た
。
郵
政
省
は
一
般
会
計
も
あ
り
ま
す
し
、
郵
政
特
会
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
も
の
に
関
す
る
要
求
を
各
省
庁
の
主
計
担
当
か
ら
聞
い
て
、
１
カ
月
く
ら
い
で
要
ら
な
い
も
の
を
削
り
、
半
分
く
ら
い
に
す
る
。
そ
う
い
っ
た
査
定
の
作
業
を
年
末
ま
で
や
っ
て
、
翌
年
１
月
に
国
会
に
提
出
す
る
。
国
会
で
３
月
の
終
わ
り
ま
で
に
そ
れ
を
通
す
と
予
算
が
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
の
半
年
間
は
、
政
治
の
世
界
が
予
算
で
回
る
。
い
ま
で
も
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
他
の
省
庁
と
同
じ
く
外
務
省
も
国
内
政
治
と
は
無
関
係
じ
ゃ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
国
内
政
治
に
関
わ
り
ま
す
。
 
 
半
年
間
の
予
算
編
成
の
間
、
い
わ
ゆ
る
族
議
員
な
ど
か
ら
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
わ
け
で
す
。
郵
政
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
が
。
今
度
の
文
部
科
学
省
の
森
友
・
加
計
問
題
も
そ
の
一
種
で
す
よ
ね
。
後
ろ
で
見
て
い
る
政
治
家
や
官
邸
の
意
向
と
い
う
の
は
す
ご
い
効
果
を
持
ち
ま
す
。
そ
れ
で
み
な
さ
ん
、
御
百
度
を
踏
ん
で
政
治
家
の
と
こ
ろ
に
頼
み
に
い
く
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
受
け
と
め
る
の
が
主
計
局
の
主
査
や
主
計
官
。
そ
う
い
う
政
治
と
予
算
の
世
界
は
、
外
か
ら
見
た
ら
何
も
わ
か
ら
な
い
。
 
予
算
と
い
う
の
は
お
も
し
ろ
く
て
、
い
ま
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
当
時
は
も
う
何
を
も
ら
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
す
。
電
電
公
社
や
郵
政
省
の
人
た
ち
と
一
緒
に
ス
キ
ー
に
行
っ
た
り
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
電
気
毛
布
の
差
し
入
れ
が
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
い
ま
な
ら
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
主
計
局
だ
け
で
な
く
役
所
が
、
何
を
も
ら
っ
て
も
怖
く
な
い
。
実
際
、
あ
の
頃
の
右
肩
上
が
り
の
役
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
権
限
が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
通
産
省
で
あ
れ
ば
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
特
許
を
日
本
の
メ
ー
カ
ー
に
提
供
す
る
し
、
東
電
な
ど
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
入
れ
た
い
と
言
っ
て
も
、
僕
ら
が
「
う
ん
」
と
言
わ
な
き
ゃ
だ
め
な
の
で
す
。
外
務
省
に
は
そ
う
い
う
お
も
し
ろ
い
こ
と
は
全
然
な
く
て
、
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中
国
代
表
権
問
題
も
揉
め
は
し
ま
す
が
、
中
国
か
ら
お
金
を
も
ら
う
わ
け
で
も
何
で
も
な
い
。
 
 ■
 
南
東
ア
ジ
ア
第
一
課
 
 武
田
 
そ
の
後
、
外
務
省
に
戻
ら
れ
て
南
東
ア
ジ
ア
一
課
に
着
任
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
南
東
ア
ジ
ア
一
課
の
時
は
首
席
事
務
官
が
英
正
道
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
課
長
が
三
宅
和
助
さ
ん
と
い
う
、
北
ベ
ト
ナ
ム
へ
飛
ん
だ
こ
と
で
有
名
な
人
で
す
。
そ
の
後
三
宅
さ
ん
が
出
て
、
英
さ
ん
が
課
長
、
私
が
首
席
事
務
官
に
な
っ
た
。
 
そ
の
時
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
続
い
て
い
る
の
に
、
北
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
無
償
援
助
の
予
算
を
つ
け
た
こ
と
で
し
た
。
三
宅
さ
ん
と
い
う
大
物
が
課
長
だ
っ
た
か
ら
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
 
当
時
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
軍
が
ず
っ
と
森
の
中
を
通
っ
て
南
へ
降
り
て
き
ま
す
の
で
、
ア
メ
リ
カ
が
上
空
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
木
の
枝
を
つ
け
て
ど
ん
ど
ん
移
動
し
て
い
る
様
子
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
そ
の
写
真
を
外
務
省
に
も
持
っ
て
く
る
。
 
白
鳥
 
１
９
７
３
年
１
月
に
ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
が
調
印
さ
れ
て
、
７
月
に
大
使
が
南
東
ア
ジ
ア
一
課
に
着
任
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
撤
退
し
始
め
る
頃
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
が
動
い
て
い
た
頃
で
し
た
。
 
岩
間
 
当
時
、
ベ
ト
ナ
ム
に
は
邦
人
は
そ
ん
な
に
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
い
や
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
は
い
た
と
思
い
ま
す
よ
。
 
岩
間
 
そ
の
後
、
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
の
問
題
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
 
白
鳥
 
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
関
係
で
言
う
と
、
や
は
り
三
宅
課
長
に
よ
る
北
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
接
近
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
話
は
課
内
で
は
ど
れ
く
ら
い
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
外
務
省
の
一
課
長
と
し
て
は
か
な
り
大
胆
な
動
き
で
す
よ
ね
。
 
数
原
 
も
の
す
ご
く
大
胆
で
す
。
内
部
で
は
通
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
け
通
し
て
い
ま
し
た
。
三
宅
さ
ん
は
先
を
見
越
し
て
、
も
う
南
ベ
ト
ナ
ム
は
陥
落
す
る
と
考
え
て
い
た
の
で
す
ね
。
上
の
方
で
決
ま
っ
た
こ
と
で
、
僕
は
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
等
へ
の
根
回
し
だ
け
で
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 
岩
間
 
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
国
内
の
反
米
感
情
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
盾
突
け
な
い
。
中
国
代
表
権
問
題
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
最
後
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
日
米
安
保
条
約
で
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
い
ま
も
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
も
っ
と
赤
裸
々
に
ア
メ
リ
カ
に
つ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
 
岩
間
 
そ
う
す
る
と
、
南
東
ア
ジ
ア
一
課
の
頃
は
国
連
関
係
の
仕
事
か
ら
は
離
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
軍
縮
室
長
に
着
任
さ
れ
て
再
び
関
わ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
椎
名
裁
定
で
、「
青
天
の
霹
靂
」
で
総
理
に
な
っ
た
三
 34 
木
さ
ん
が
、
１
９
７
５
年
１
月
に
核
不
拡
散
条
約
、
日
韓
大
陸
棚
協
定
、
日
中
平
和
友
好
条
約
の
３
つ
の
批
准
を
推
進
す
る
と
ぶ
ち
上
げ
た
。
そ
の
直
後
に
私
は
軍
縮
室
長
に
命
じ
ら
れ
て
、
そ
の
後
の
１
年
半
は
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う
で
し
た
。
間
違
っ
た
こ
と
を
言
い
た
く
な
い
の
で
、
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
や
日
記
、
手
帳
な
ど
を
基
に
お
話
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
白
鳥
 
手
帳
を
拝
見
し
ま
す
と
、
非
常
に
細
か
く
、
な
か
な
か
見
な
い
貴
重
な
史
料
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
政
官
関
係
と
い
う
の
は
、
外
か
ら
は
な
か
な
か
見
え
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
た
り
が
詳
細
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
回
以
降
、
そ
れ
に
従
っ
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。
 
岩
間
 
そ
れ
で
は
、
今
日
は
こ
の
辺
で
。
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■
 
軍
縮
室
長
就
任
 
 白
鳥
 
細
か
な
と
こ
ろ
に
入
る
前
に
私
か
ら
質
問
し
て
、
そ
の
後
細
か
な
と
こ
ろ
な
ど
を
補
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
軍
縮
室
長
に
な
る
経
緯
で
す
。
１
９
７
５
年
１
月
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
こ
の
時
は
私
に
と
っ
て
も
青
天
の
霹
靂
で
し
た
。
椎
名
裁
定
で
三
木
武
夫
さ
ん
が
首
相
と
な
っ
て
、
し
か
も
自
分
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
を
や
る
と
い
う
明
確
な
意
思
表
示
を
さ
れ
た
。
 
 
私
は
、
そ
の
前
、
南
東
ア
ジ
ア
第
一
課
と
い
う
と
こ
ろ
で
ベ
ト
ナ
ム
関
係
の
問
題
を
担
当
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
に
突
如
三
木
内
閣
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
三
木
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
す
る
と
言
っ
た
途
端
に
、
軍
縮
室
長
を
や
れ
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
頃
は
軍
縮
室
が
事
実
上
、
国
連
局
の
政
治
課
の
中
に
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
た
後
に
予
算
が
つ
い
て
、
軍
縮
室
と
い
う
の
が
正
式
に
で
き
て
、
そ
れ
か
ら
２
、
３
年
で
軍
縮
課
に
な
っ
た
。
 
白
鳥
 
省
内
で
は
普
通
に
軍
縮
室
長
と
い
う
言
い
方
で
す
か
。
 
数
原
 
軍
縮
室
長
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
正
式
に
機
構
上
、
軍
縮
課
と
い
う
形
で
認
め
ら
れ
た
の
は
そ
の
後
で
す
。
当
時
は
ま
だ
国
連
局
の
政
治
課
の
中
だ
っ
た
。
 
岩
間
 
１
９
７
５
年
１
月
に
着
任
さ
れ
た
時
点
で
は
、
省
内
的
に
は
軍
縮
室
長
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
は
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
が
俄
然
動
き
始
め
ま
し
た
か
ら
、
ず
っ
と
そ
れ
だ
け
で
引
っ
張
り
回
さ
れ
ま
し
た
。
 
岩
間
 
ほ
ぼ
こ
の
批
准
問
題
だ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
も
う
批
准
問
題
だ
け
で
す
よ
。
 
岩
間
 
お
仕
事
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
が
。
 
数
原
 
ほ
と
ん
ど
で
す
。
も
ち
ろ
ん
軍
縮
問
題
で
会
議
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
あ
っ
た
ら
行
き
ま
す
し
、
そ
れ
以
外
に
も
軍
縮
関
係
の
こ
と
は
全
部
取
り
仕
切
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
そ
れ
か
ら
国
連
総
会
が
始
ま
っ
た
ら
第
一
委
員
会
に
も
出
席
し
ま
し
た
。
 
 
し
か
し
一
番
の
役
目
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
関
係
で
、
批
准
の
た
め
の
根
回
し
、
説
得
を
政
治
家
、
メ
デ
ィ
ア
、
産
業
界
と
や
っ
て
回
る
こ
と
で
し
た
。
国
連
局
長
は
大
川
美
雄
さ
ん
、
政
治
課
長
は
吉
田
長
雄
さ
ん
で
す
。
私
は
そ
の
下
に
い
た
。
 
白
鳥
 
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
関
係
で
は
課
長
に
も
指
示
を
仰
い
で
い
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
い
や
、
こ
の
批
准
ア
イ
テ
ム
は
三
木
さ
ん
が
や
ろ
う
と
言
っ
て
始
め
た
の
で
、
東
郷
文
彦
事
務
次
官
、
有
田
圭
輔
外
務
審
議
官
、
大
川
国
連
局
長
の
３
人
が
直
接
全
部
取
り
仕
切
っ
た
。
だ
か
ら
私
は
い
つ
も
こ
の
３
人
、
特
に
有
田
外
務
審
議
官
に
く
っ
つ
い
て
国
内
の
政
治
家
た
ち
の
間
を
走
り
回
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
原
子
力
産
業
界
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
言
い
歩
い
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
国
内
で
の
説
明
に
ほ
と
ん
ど
か
か
り
っ
き
り
で
し
た
。
私
が
１
月
20日
に
軍
縮
室
長
に
な
っ
た
途
端
に
そ
う
し
た
仕
事
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
 
20日
に
発
令
に
な
っ
て
、
前
任
の
野
村
忠
清
さ
ん
か
ら
引
き
継
ぎ
を
し
て
、
い
ま
ど
う
い
う
状
況
で
ど
の
よ
う
に
こ
こ
ま
で
来
た
の
か
と
い
う
説
明
を
私
が
ま
ず
受
け
た
。
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椎
名
裁
定
が
あ
っ
て
発
足
し
た
三
木
内
閣
で
は
、
宮
澤
喜
一
外
務
大
臣
、
坂
田
道
太
防
衛
庁
長
官
、
佐
々
木
義
武
科
学
技
術
庁
長
官
、
井
出
一
太
郎
官
房
長
官
、
そ
れ
か
ら
党
の
方
は
中
曽
根
康
弘
幹
事
長
、
灘
尾
弘
吉
総
務
会
長
、
松
野
頼
三
政
調
会
長
と
い
う
陣
容
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
全
党
的
に
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
 
 
日
本
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
は
１
９
７
０
年
に
署
名
し
て
、
そ
の
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
も
批
准
国
が
規
定
の
43カ
国
を
超
え
て
発
効
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
は
ま
だ
署
名
し
た
だ
け
で
批
准
は
せ
ず
、
省
内
で
も
い
ろ
い
ろ
と
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
白
鳥
 
手
帳
に
は
「
野
村
室
長
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
野
村
さ
ん
も
省
内
的
に
は
軍
縮
室
長
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
機
構
上
は
ま
だ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
 
白
鳥
 
た
だ
実
態
と
し
て
は
室
長
だ
っ
た
と
。
 
数
原
 
は
い
、
野
村
室
長
で
す
ね
。
 
武
田
 
省
外
に
対
し
て
も
室
長
と
し
て
御
説
明
に
い
か
れ
た
と
。
 
数
原
 
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。
 
白
鳥
 
た
だ
、
『
職
員
録
』
み
た
い
な
も
の
に
は
載
ら
な
い
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
 
 ■
 
外
務
省
内
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
方
針
の
確
認
 
 数
原
 
そ
れ
で
ブ
リ
ー
フ
の
中
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
大
臣
と
幹
部
の
間
の
協
議
の
記
録
が
あ
り
ま
し
た
。
幹
部
と
い
う
の
は
東
郷
次
官
、
有
田
外
務
審
議
官
、
大
川
国
連
局
長
、
そ
れ
か
ら
国
連
局
の
野
田
英
二
郎
参
事
官
や
吉
田
課
長
で
す
。
他
に
は
大
臣
官
房
の
本
野
盛
幸
参
事
官
と
い
う
、
沖
縄
返
還
の
時
に
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
話
で
大
分
活
躍
さ
れ
た
方
が
い
て
、
国
会
関
係
の
担
当
を
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
一
緒
に
な
っ
て
あ
っ
ち
こ
っ
ち
へ
行
っ
た
。
 
 
そ
の
幹
部
間
の
協
議
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
署
名
か
ら
５
年
経
っ
て
い
て
、
放
っ
た
ら
か
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
も
日
本
は
核
を
持
と
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
不
信
感
も
だ
ん
だ
ん
出
て
く
る
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
し
た
。
 
 
日
本
の
安
全
に
つ
い
て
も
、
日
米
安
全
保
障
条
約
が
あ
っ
た
。
１
９
６
０
年
の
安
保
改
定
も
経
て
、
日
本
に
と
っ
て
は
日
米
安
保
が
し
っ
か
り
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
て
核
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
決
め
て
も
安
全
は
保
た
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
 
ま
た
産
業
界
は
、
核
燃
料
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
賛
成
し
ま
し
た
。
日
本
は
自
国
に
ウ
ラ
ン
資
源
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
に
ウ
ラ
ン
を
輸
出
し
て
も
問
題
な
い
と
い
う
状
態
に
し
た
か
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
下
で
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
保
障
措
置
を
受
け
る
の
だ
か
ら
問
題
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
 
そ
れ
か
ら
、
日
本
が
核
兵
器
を
持
つ
ぞ
と
言
う
こ
と
が
脅
し
に
な
る
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
な
ら
な
い
と
い
う
話
も
し
ま
し
た
。
自
前
の
核
を
持
た
な
い
と
言
う
の
で
す
か
ら
、
核
を
持
て
る
と
い
う
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
維
持
で
き
ず
抑
止
力
の
よ
う
な
も
の
が
効
か
な
く
な
る
と
い
う
主
張
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が
当
時
あ
っ
た
の
で
す
が
、
私
ど
も
は
日
本
が
持
っ
て
い
る
の
は
サ
ー
ベ
ル
じ
ゃ
な
く
て
竹
光
だ
と
い
う
話
を
し
た
の
で
す
。
寄
ら
ば
切
る
と
竹
の
刀
を
振
り
回
し
て
も
何
の
効
果
も
な
い
。
 
こ
の
議
論
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
て
、
日
本
は
核
を
持
と
う
と
思
え
ば
技
術
的
に
は
す
ぐ
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
共
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
井
隆
吉
さ
ん
は
い
つ
も
そ
う
言
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
産
業
技
術
、
そ
れ
か
ら
核
の
技
術
を
考
え
れ
ば
、
核
を
持
つ
こ
と
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
 
し
か
し
本
当
に
意
味
の
あ
る
核
戦
力
を
持
と
う
と
思
っ
た
ら
、
運
搬
手
段
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
潜
水
艦
も
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
も
自
前
で
や
る
と
な
れ
ば
相
当
の
予
算
が
必
要
だ
し
、
国
内
的
に
も
い
ろ
い
ろ
難
し
い
問
題
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
し
た
。
し
か
も
実
験
す
る
場
所
も
な
い
し
、
そ
の
他
に
い
ろ
ん
な
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
何
よ
り
ア
メ
リ
カ
に
不
信
を
抱
か
せ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
め
ぐ
る
日
米
間
の
や
り
と
り
の
中
で
、
こ
れ
は
一
番
大
事
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が
日
本
は
核
を
持
と
う
と
し
て
い
る
と
思
っ
た
時
、
同
盟
関
係
に
ひ
び
が
入
る
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
。
 
 
こ
う
い
っ
た
理
由
か
ら
批
准
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
の
が
外
務
省
の
中
で
の
一
般
的
な
見
方
で
し
た
。
必
死
に
な
っ
て
、
積
極
的
に
や
ろ
う
と
い
う
よ
り
も
、
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
当
時
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
せ
よ
と
言
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
り
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
国
会
審
議
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
在
京
ア
メ
リ
カ
大
使
館
か
ら
い
ま
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
頻
繁
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
 
 
で
す
か
ら
私
の
名
前
が
在
京
ア
メ
リ
カ
大
使
館
発
国
務
省
宛
の
電
報
の
中
に
出
て
き
ま
す
。
朝
日
新
聞
が
核
と
日
本
に
関
す
る
取
材
を
し
た
時
、
記
者
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
公
開
に
な
っ
た
文
書
を
見
て
、
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
私
の
名
前
が
随
分
出
て
き
ま
す
。
 
 
た
だ
我
々
も
、
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
も
、
直
接
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
デ
マ
ル
シ
ュ
し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
し
た
く
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
も
一
生
懸
命
に
な
っ
て
日
本
の
動
き
を
見
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
向
こ
う
も
ア
メ
リ
カ
に
言
わ
れ
た
か
ら
日
本
が
や
る
と
い
う
形
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
の
見
返
り
に
日
米
安
保
で
日
本
を
守
る
、
あ
る
い
は
原
子
力
の
平
和
利
用
の
面
で
日
本
に
何
か
便
宜
を
図
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
日
本
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
た
い
か
ら
批
准
す
る
と
い
う
立
場
で
、
私
自
身
は
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
 
 
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
ド
イ
ツ
と
日
本
が
一
番
の
対
象
だ
っ
た
の
は
御
承
知
の
通
り
で
す
。
 
白
鳥
 
大
臣
・
幹
部
間
の
協
議
と
い
う
の
は
、
三
木
内
閣
、
宮
澤
外
務
大
臣
に
な
っ
た
の
で
改
め
て
協
議
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
宮
澤
外
務
大
臣
が
や
は
り
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
三
木
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
よ
う
と
い
う
決
定
に
踏
み
切
っ
た
か
ら
で
す
。
 
当
時
は
外
務
省
の
中
に
も
反
対
論
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
核
を
持
た
な
い
と
言
え
ば
お
手
上
げ
だ
、
周
り
の
国
に
対
す
る
外
交
上
の
重
要
な
レ
バ
40 
レ
ッ
ジ
、
武
器
が
な
く
な
る
と
い
う
議
論
で
す
。
そ
れ
に
は
日
本
が
持
っ
て
い
る
の
は
竹
光
だ
と
い
う
説
得
を
し
た
。
さ
き
ほ
ど
触
れ
た
理
由
か
ら
本
当
に
意
味
の
あ
る
核
戦
力
を
持
つ
の
は
難
し
い
で
す
し
、
１
９
６
７
年
に
は
佐
藤
栄
作
内
閣
で
非
核
三
原
則
が
発
表
さ
れ
て
、
こ
れ
も
一
つ
の
縛
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 
 
た
だ
し
、
そ
の
三
原
則
の
う
ち
、
核
の
持
ち
込
み
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
下
で
も
可
能
で
す
。
核
を
持
と
う
と
思
っ
た
時
に
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
る
。
自
国
の
核
兵
器
と
し
て
保
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
て
も
決
し
て
ハ
ン
デ
ィ
に
は
な
り
ま
せ
ん
と
い
う
説
明
を
し
ま
し
た
。
は
っ
き
り
言
っ
て
し
ま
え
ば
西
ド
イ
ツ
が
そ
う
で
し
た
。
 
岩
間
 
そ
う
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
Ｎ
Ｐ
Ｔ
署
名
時
に
大
変
な
議
論
に
な
り
ま
し
た
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
 
岩
間
 
そ
れ
は
、
核
の
持
ち
込
み
を
公
に
は
認
め
な
い
け
れ
ど
も
、
黙
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
こ
は
全
然
別
の
次
元
の
話
で
す
。
沖
縄
返
還
の
時
、
核
持
ち
込
み
の
議
論
が
あ
れ
だ
け
内
政
上
の
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
。
で
す
か
ら
寝
た
子
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
く
な
い
。
国
内
の
政
局
と
外
交
と
い
う
の
が
本
当
に
密
接
に
絡
ん
で
い
ま
す
。
 
岩
間
 
持
ち
込
み
は
可
能
と
い
う
説
明
は
、
外
務
省
内
に
あ
っ
た
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
論
に
対
し
て
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
い
や
、
政
治
家
に
対
し
て
。
そ
れ
か
ら
日
本
の
安
全
保
障
は
日
米
安
保
が
あ
る
以
上
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
て
も
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
説
明
し
ま
し
た
。
 
 
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
て
も
、
脱
退
の
権
利
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
国
益
が
著
し
く
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
時
に
は
日
本
も
脱
退
を
す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
言
い
方
で
説
明
し
ま
し
た
。
真
剣
に
脱
退
を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
 
岩
間
 
核
の
持
ち
込
み
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
有
事
の
米
軍
の
核
の
持
ち
込
み
と
い
う
話
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
 
岩
間
 
そ
れ
を
日
本
が
使
う
と
か
使
わ
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
で
の
話
で
は
な
い
。
 
数
原
 
そ
う
で
は
な
い
。
決
定
的
に
ド
イ
ツ
の
場
合
と
違
う
の
は
、
ド
イ
ツ
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
と
い
う
安
全
保
障
上
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
核
兵
器
国
が
入
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
自
身
も
核
の
引
き
金
に
は
関
与
し
て
い
る
。
 
岩
間
 
半
分
だ
け
で
す
が
。
 
数
原
 
半
分
で
す
け
れ
ど
も
ね
。
日
本
は
何
も
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
一
方
的
に
頼
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
 
 
こ
の
省
内
で
の
議
論
で
は
、
東
郷
次
官
が
も
っ
と
歯
切
れ
の
良
い
説
明
理
由
は
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
正
直
ベ
ー
ス
で
言
う
と
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
よ
う
な
４
つ
の
理
由
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
非
常
に
歯
切
れ
が
悪
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
正
直
ベ
ー
ス
で
は
こ
の
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。
有
田
外
務
審
議
官
が
、
後
で
揚
げ
足
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
こ
れ
ぐ
ら
い
が
精
一
杯
だ
と
言
わ
れ
た
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と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
白
鳥
 
積
極
的
に
批
准
す
る
理
由
と
い
う
の
は
見
出
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
原
爆
を
投
下
さ
れ
た
か
ら
、
あ
る
い
は
非
核
三
原
則
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
た
積
極
的
に
す
ぱ
り
と
国
民
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
説
明
ぶ
り
が
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
事
務
的
に
正
直
ベ
ー
ス
だ
と
こ
の
ぐ
ら
い
。
 
た
と
え
ば
自
民
党
内
の
タ
カ
派
に
説
明
に
行
く
時
に
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
な
脱
退
条
項
も
あ
る
、
核
兵
器
国
に
は
核
軍
縮
の
努
力
義
務
も
あ
る
、
日
本
に
は
日
米
安
保
も
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
言
い
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
源
田
実
議
員
や
青
嵐
会
の
人
た
ち
を
説
得
で
き
な
い
。
特
に
源
田
さ
ん
は
、
俺
が
ア
メ
リ
カ
兵
な
ら
、
戦
車
を
横
須
賀
に
運
ぼ
う
と
し
た
時
に
街
頭
に
出
て
き
て
そ
れ
を
阻
止
す
る
よ
う
な
国
民
の
た
め
に
命
を
落
と
し
て
守
っ
た
り
は
し
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
他
に
も
青
嵐
会
に
は
、
中
川
一
郎
を
は
じ
め
元
気
の
い
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
随
分
根
回
し
し
ま
し
た
。
 
 
自
宅
の
周
り
に
も
右
翼
の
宣
伝
カ
ー
が
来
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
反
対
を
叫
ん
で
い
た
の
で
、
警
察
の
警
備
が
つ
き
ま
し
た
。
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
が
。
 
岩
間
 
外
務
省
に
も
常
に
抗
議
が
来
て
い
る
状
態
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
よ
、
来
て
い
ま
し
た
。
 
   
■
 
三
木
内
閣
の
外
交
方
針
 
 武
田
 
そ
う
す
る
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
は
三
木
首
相
の
政
治
的
な
決
断
で
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
は
い
。
そ
れ
と
、
宮
澤
さ
ん
が
三
木
さ
ん
を
支
え
て
批
准
し
ま
し
ょ
う
と
。
 
武
田
 
宮
澤
大
臣
と
し
て
も
批
准
し
た
い
。
 
数
原
 
宮
澤
大
臣
も
三
木
総
理
は
本
気
だ
と
外
務
省
の
中
で
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
 
 
宮
澤
さ
ん
は
本
当
に
ハ
ト
派
で
す
か
ら
根
回
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
大
臣
も
そ
の
気
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ
は
次
官
も
外
務
審
議
官
も
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
た
だ
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
必
死
に
な
っ
て
や
る
の
は
国
連
局
し
か
な
か
っ
た
。
軍
縮
室
、
そ
れ
か
ら
科
学
課
も
産
業
界
と
の
関
係
で
重
要
で
し
た
。
し
か
し
地
域
局
は
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
、
本
気
に
な
っ
て
旗
振
り
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
外
務
省
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
本
気
で
取
り
組
ん
だ
の
は
、
総
理
と
宮
澤
大
臣
が
批
准
を
す
る
と
い
う
方
針
を
明
示
し
て
、
そ
の
下
に
い
る
外
務
省
の
ト
ッ
プ
が
そ
の
意
を
受
け
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
下
に
降
り
て
き
た
か
ら
で
す
。
 
 
つ
ま
り
こ
の
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
政
治
的
に
微
妙
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
進
め
れ
ば
政
権
が
吹
っ
飛
ぶ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
く
ら
い
で
し
た
。
私
が
外
務
省
に
入
っ
た
年
に
安
保
改
定
が
あ
っ
て
、
樺
美
智
子
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
岸
信
介
政
権
が
倒
れ
て
い
ま
す
。
時
の
首
相
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
こ
と
に
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な
っ
て
せ
っ
か
く
得
た
ト
ッ
プ
の
座
を
渡
す
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
問
題
に
は
慎
重
に
な
る
。
 
 
し
か
も
三
木
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
だ
け
で
は
な
く
て
、
日
韓
大
陸
棚
条
約
と
日
中
平
和
友
好
条
約
も
国
会
で
取
り
上
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
三
つ
も
一
遍
に
や
る
の
か
と
い
う
批
判
は
省
内
に
も
あ
り
ま
し
た
。
外
務
省
の
中
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
な
ん
か
よ
り
日
韓
大
陸
棚
条
約
や
日
中
平
和
友
好
条
約
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
大
事
だ
と
い
う
見
方
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
空
気
の
中
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
を
進
め
た
わ
け
で
す
ね
。
 
 
一
番
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
の
は
自
民
党
の
中
が
一
本
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
木
さ
ん
自
身
が
ハ
ト
派
と
い
う
こ
と
で
、
快
く
思
っ
て
い
な
い
タ
カ
派
か
ら
は
格
好
い
い
こ
と
ば
っ
か
り
言
っ
て
、
そ
ん
な
や
つ
に
点
稼
ぎ
を
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
反
発
が
出
た
。
最
終
的
に
１
年
目
に
批
准
で
き
な
い
と
な
っ
た
の
は
、
中
曽
根
幹
事
長
が
そ
の
断
を
下
し
た
か
ら
で
す
。
党
内
が
一
本
に
な
ら
な
い
中
で
批
准
を
進
め
て
自
民
党
が
分
裂
す
る
と
困
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
も
国
会
審
議
を
始
め
た
と
き
に
は
、
社
会
党
や
公
明
党
も
態
度
を
決
め
て
い
な
い
状
態
で
し
た
。
 
白
鳥
 
一
つ
確
認
し
た
い
の
で
す
が
、
三
木
首
相
の
演
説
、
そ
れ
か
ら
宮
澤
外
相
の
演
説
が
国
会
の
冒
頭
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
推
進
が
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
ど
う
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で
入
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
三
木
さ
ん
が
自
分
で
鉛
筆
を
な
め
て
入
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
の
政
治
的
な
意
思
が
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 
武
田
 
誰
か
三
木
総
理
に
入
れ
知
恵
し
た
と
い
う
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
す
べ
き
だ
と
助
言
し
た
人
は
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
私
は
そ
こ
ま
で
は
知
り
ま
せ
ん
。
た
だ
私
の
頭
の
中
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
が
急
に
出
て
き
て
、
施
政
方
針
演
説
に
も
入
っ
た
。
そ
れ
が
鶴
の
一
声
に
な
っ
て
、
宮
澤
さ
ん
も
三
木
さ
ん
が
そ
う
言
う
な
ら
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
や
は
り
ト
ッ
プ
の
意
思
決
定
が
外
務
省
内
で
も
自
民
党
内
で
も
重
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 
岩
間
 
個
人
的
に
こ
の
早
い
時
点
で
総
理
も
し
く
は
外
務
大
臣
と
お
話
し
さ
れ
た
御
記
憶
は
あ
り
ま
す
か
。
 
数
原
 
既
に
前
任
の
野
村
室
長
の
時
に
、
政
権
内
部
で
も
外
務
省
内
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
批
准
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
空
気
は
で
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
 
 ■
 
省
外
へ
の
働
き
か
け
と
役
割
分
担
 
 数
原
 
で
す
か
ら
あ
と
は
外
に
向
か
っ
て
ど
う
働
き
か
け
る
か
で
す
。
つ
ま
り
自
民
党
や
野
党
各
党
に
根
回
し
を
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
働
き
か
け
て
世
論
を
つ
く
り
上
げ
て
、
そ
れ
か
ら
産
業
界
に
も
根
回
し
を
す
る
と
い
う
作
業
が
始
ま
っ
た
。
 
 
こ
こ
で
重
要
に
な
っ
た
の
が
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
の
扱
い
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
は
原
子
力
平
和
利
用
の
面
で
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
た
ち
で
あ
る
程
度
査
察
が
で
き
る
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
全
て
何
で
も
見
せ
ず
に
自
分
た
ち
で
あ
る
程
度
査
察
が
で
き
る
、
と
い
う
待
遇
を
求
め
た
。
施
設
を
全
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
見
せ
る
と
、
様
々
な
国
の
査
察
官
を
通
じ
て
産
業
秘
密
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が
漏
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
自
分
た
ち
で
あ
る
程
度
査
察
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
は
天
然
ウ
ラ
ン
が
乏
し
い
で
す
し
、
そ
れ
を
濃
縮
す
る
技
術
も
遅
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
批
准
し
た
方
が
得
だ
、
と
い
う
論
理
で
産
業
界
に
も
根
回
し
を
し
て
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 
武
田
 
説
明
を
し
て
回
る
時
に
は
軍
縮
室
が
中
心
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
国
連
局
に
は
科
学
課
が
あ
り
ま
す
ね
。
 
数
原
 
原
子
力
平
和
利
用
の
方
は
科
学
課
。
 
武
田
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
は
軍
縮
室
な
わ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
、
軍
縮
室
で
す
。
 
武
田
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
関
す
る
平
和
利
用
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
保
障
措
置
な
ど
が
問
題
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
。
 
数
原
 
保
障
措
置
協
定
は
科
学
課
の
方
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
の
扱
い
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
は
、
科
学
課
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
出
か
け
て
い
っ
て
交
渉
し
た
。
し
か
し
そ
の
上
に
国
連
局
担
当
の
官
房
審
議
官
が
い
る
の
は
同
じ
で
す
。
科
学
課
長
は
私
の
同
期
の
太
田
博
で
し
た
。
 
岩
間
 
そ
う
す
る
と
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
担
当
す
る
軍
縮
室
で
は
、
条
約
自
体
は
条
文
が
全
部
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
国
際
的
な
交
渉
を
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
く
て
、
国
会
を
通
す
た
め
の
国
内
対
策
が
中
心
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
た
だ
そ
の
前
の
署
名
の
段
階
、
私
が
室
長
に
な
る
前
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
へ
の
日
本
の
関
与
は
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
条
文
案
を
提
示
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
側
が
出
し
た
要
望
は
大
体
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
に
批
准
し
て
も
ら
い
た
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い
意
思
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
要
望
の
最
た
る
も
の
が
、
条
約
に
つ
い
て
５
年
ご
と
に
再
検
討
会
議
を
行
い
、
見
直
し
の
機
会
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 
 
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
永
遠
の
条
約
に
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
有
効
期
限
を
切
る
の
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
結
局
25年
に
な
り
、
そ
の
後
も
期
限
を
延
長
す
る
か
ど
う
か
が
再
検
討
会
議
の
た
び
に
出
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
岩
間
 
こ
れ
は
矢
田
部
課
長
時
代
に
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
矢
田
部
さ
ん
は
科
学
課
長
で
す
ね
。
 
 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
「
核
を
求
め
た
日
本
」
と
い
う
番
組
を
放
映
し
て
か
ら
、
外
務
省
の
中
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
た
前
後
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
聞
き
取
り
を
し
て
、
私
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
他
に
は
太
田
科
学
課
長
、
署
名
を
し
た
時
に
条
約
の
締
結
書
面
を
確
認
す
る
国
際
協
定
課
の
山
田
中
正
課
長
な
ど
に
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
彼
は
国
際
協
定
課
長
を
１
９
６
９
年
か
ら
１
９
７
２
年
ま
で
務
め
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
野
村
さ
ん
の
前
の
沢
井
昭
之
軍
縮
室
長
に
も
話
を
聞
い
て
い
る
。
 
白
鳥
 
今
後
時
系
列
順
に
お
話
を
お
聞
き
す
る
前
に
、
最
後
に
室
の
中
で
は
ど
う
い
う
役
割
分
担
を
し
て
い
た
の
か
、
ど
う
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。
 
数
原
 
私
の
右
腕
に
な
っ
て
や
っ
て
く
れ
た
事
務
官
が
い
ま
し
た
。
 
そ
れ
で
細
か
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
が
軍
縮
室
長
に
な
っ
た
１
９
７
５
年
の
１
月
か
ら
ず
っ
と
メ
モ
帳
を
つ
け
て
い
ま
し
て
、
そ
れ
を
全
部
と
っ
て
44 
あ
り
ま
す
。
 
 
そ
れ
を
見
て
い
る
と
、
た
と
え
ば
核
防
条
約
の
批
准
に
対
し
て
、
自
民
党
で
は
中
曽
根
さ
ん
が
こ
れ
は
不
平
等
条
約
じ
ゃ
な
い
か
と
言
う
。
そ
れ
は
私
だ
っ
て
も
ち
ろ
ん
、
い
ま
で
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
５
カ
国
だ
け
は
核
兵
器
を
持
っ
て
い
い
と
さ
れ
、
そ
の
核
兵
器
国
の
一
つ
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ン
や
北
朝
鮮
に
対
し
て
核
兵
器
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
た
時
、
公
平
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
ど
こ
に
モ
ラ
ル
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
の
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
よ
う
に
モ
ラ
ル
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
い
る
、
自
分
で
は
核
兵
器
を
持
た
な
い
国
が
声
を
大
き
く
し
て
核
兵
器
を
持
つ
べ
き
で
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
も
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
守
ら
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
が
あ
る
か
ら
核
兵
器
を
持
つ
な
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
た
ら
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
前
書
き
ま
し
た
。
 
ま
た
メ
モ
の
他
の
と
こ
ろ
を
見
て
み
ま
す
と
、
た
と
え
ば
第
一
次
戦
略
兵
器
制
限
交
渉
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
で
ア
メ
リ
カ
の
首
席
代
表
を
務
め
て
い
た
Ｕ
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
が
ブ
リ
ー
フ
を
し
に
来
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
国
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
不
平
等
性
を
指
摘
し
て
核
軍
縮
を
推
進
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
強
か
っ
た
か
ら
で
す
。
特
に
タ
カ
派
の
た
め
に
は
、
米
ソ
間
で
核
軍
縮
に
つ
い
て
随
分
協
議
を
し
て
い
る
、
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
を
目
指
し
て
交
渉
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
。
当
時
彼
ら
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
６
条
が
定
め
る
核
軍
縮
義
務
が
本
当
に
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
主
張
を
す
る
の
で
す
。
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に
、
駐
日
大
使
か
ら
核
軍
縮
交
渉
担
当
の
大
使
に
転
じ
ら
れ
て
い
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 
武
田
 
先
ほ
ど
の
話
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
軍
縮
室
は
ど
の
く
ら
い
の
規
模
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
電
話
番
の
人
や
コ
ピ
ー
を
と
っ
た
り
す
る
女
の
子
は
い
ま
し
た
け
ど
、
実
質
的
に
仕
事
を
担
当
す
る
の
は
三
、
四
人
で
す
。
 
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
関
す
る
資
料
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
自
民
党
、
野
党
含
め
て
あ
ち
こ
ち
に
ば
ら
ま
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
根
回
し
だ
け
で
も
大
変
で
し
た
。
私
は
随
分
、
有
田
審
議
官
に
く
っ
つ
い
て
回
り
ま
し
た
。
有
田
外
審
は
気
難
し
い
人
で
、
叱
ら
れ
た
人
が
大
勢
い
ま
す
。
で
も
私
か
ら
見
た
有
田
外
審
は
お
と
な
し
か
っ
た
。
そ
の
彼
と
二
人
三
脚
で
、
自
民
党
の
三
役
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な
方
へ
の
説
明
に
行
き
ま
し
た
。
 
 
で
す
の
で
後
に
、
私
が
軍
縮
室
長
を
辞
め
て
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
時
、
外
務
省
で
行
っ
た
私
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
政
界
の
人
た
ち
が
大
勢
来
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自
民
党
だ
け
で
な
く
、
社
会
党
か
ら
や
民
社
党
か
ら
も
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
有
田
さ
ん
と
一
緒
に
あ
ち
こ
ち
根
回
し
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
白
鳥
 
軍
縮
室
で
キ
ャ
リ
ア
の
方
は
大
使
だ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
室
長
の
下
に
１
人
、
立
派
な
部
下
が
い
ま
し
た
。
辻
本
甫
君
で
す
ね
。
 
武
田
 
当
時
の
科
学
課
で
は
専
門
的
な
問
題
も
扱
っ
て
い
た
の
で
、
た
と
え
ば
電
力
会
社
や
動
燃
か
ら
出
向
の
方
が
来
ら
れ
て
い
た
み
た
い
で
す
け
れ
ど
も
、
軍
縮
室
の
方
は
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
 
数
原
 
軍
縮
室
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
も
ち
ろ
ん
今
井
隆
吉
さ
ん
は
お
ら
れ
ま
し
た
し
、
三
木
さ
ん
の
下
で
自
民
党
内
の
根
回
し
を
す
る
時
に
ア
ド
バ
イ
ス
第 2 回  2017 年 9 月 14 日 
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を
し
て
く
れ
た
大
学
の
先
生
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
そ
れ
は
、
外
部
か
ら
助
言
な
ど
を
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
今
井
隆
吉
さ
ん
か
ら
は
、
随
分
と
技
術
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 
武
田
 
今
井
さ
ん
は
当
時
日
本
原
子
力
発
電
に
お
ら
れ
て
、
保
障
措
置
協
定
に
関
す
る
交
渉
の
時
に
は
参
与
と
し
て
臨
時
で
外
務
省
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
恒
常
的
に
外
務
省
に
来
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
特
に
産
業
界
へ
の
根
回
し
は
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
他
に
私
は
産
業
界
や
新
聞
、
放
送
関
係
の
方
々
に
よ
く
お
願
い
を
し
に
行
き
ま
し
た
。
読
売
新
聞
の
石
井
一
さ
ん
や
、
朝
日
新
聞
の
岸
田
純
之
助
論
説
委
員
な
ど
で
す
。
国
内
世
論
を
考
え
た
と
き
、
そ
う
し
た
方
を
味
方
に
つ
け
る
こ
と
は
重
要
で
し
た
。
 
武
田
 
大
使
が
軍
縮
室
長
だ
っ
た
時
の
お
仕
事
と
い
う
の
は
、
省
内
と
い
う
よ
り
は
省
外
の
い
ろ
ん
な
方
と
の
折
衝
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
ま
だ
協
議
が
必
要
な
点
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
 
 
た
と
え
ば
核
軍
縮
で
す
が
、
特
に
中
曽
根
さ
ん
が
、
や
は
り
不
平
等
条
約
で
あ
る
以
上
は
、
せ
め
て
対
米
交
渉
は
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
で
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
と
の
間
で
や
り
合
っ
た
の
で
す
。
日
本
は
核
を
持
た
な
い
と
自
分
か
ら
言
う
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
見
返
り
を
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
。
特
に
自
民
党
の
タ
カ
派
は
、
日
本
が
原
爆
を
投
下
さ
れ
た
国
だ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
リ
ア
リ
ズ
ム
の
立
場
に
立
っ
て
、
日
本
の
主
権
を
そ
こ
ま
で
制
限
す
る
以
上
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
も
の
を
日
米
安
保
の
他
に
得
る
べ
き
だ
と
言
う
。
そ
こ
で
一
番
問
題
に
な
っ
た
の
が
、
非
核
兵
器
国
の
安
全
保
障
で
し
た
。
 
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
安
保
理
決
議
２
５
５
が
既
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
非
核
保
有
国
が
核
兵
器
で
攻
撃
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
威
嚇
さ
れ
た
時
に
は
、
他
の
核
保
有
国
が
こ
れ
に
対
抗
し
て
支
援
す
る
と
い
う
決
議
で
す
。
 
 
し
か
し
そ
の
決
議
に
は
抜
け
道
が
あ
っ
て
、
「
国
連
憲
章
に
従
っ
て
」
と
書
い
て
あ
る
。
た
と
え
ば
核
兵
器
で
日
本
が
脅
か
さ
れ
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
支
援
は
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
「
国
連
憲
章
に
従
っ
て
」
と
い
う
文
字
が
ち
ゃ
ん
と
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
抜
け
穴
と
も
言
え
ま
す
が
、
し
か
し
こ
の
文
言
が
な
け
れ
ば
日
本
も
賛
成
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
 
 
そ
れ
は
御
承
知
の
よ
う
に
、
冷
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
力
は
、
通
常
戦
力
で
圧
倒
的
優
位
に
立
つ
共
産
圏
に
対
抗
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
い
ま
の
中
国
も
そ
う
で
す
が
、
当
時
は
特
に
ソ
連
の
通
常
戦
力
が
問
題
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
対
抗
す
る
に
は
量
的
に
劣
っ
て
い
ま
す
し
、
地
理
的
に
も
遠
い
で
す
か
ら
、
核
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。
通
常
戦
力
で
は
西
側
が
劣
勢
で
も
、
核
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
抑
止
力
が
効
い
て
い
る
。
 
そ
う
い
う
状
況
で
核
兵
器
は
使
え
ま
せ
ん
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
困
る
わ
け
で
す
。
日
米
安
保
に
よ
っ
て
安
全
を
確
保
し
て
い
て
も
、
核
兵
器
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
意
味
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
も
昨
今
問
題
に
な
っ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
国
内
的
に
は
評
判
が
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
現
実
46 
と
あ
る
べ
き
姿
の
間
の
ジ
レ
ン
マ
で
す
。
 
白
鳥
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
時
間
で
す
の
で
、
こ
こ
で
一
回
切
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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■
 
軍
縮
室
長
就
任
前
後
の
状
況
 
 白
鳥
 
質
問
項
目
は
お
お
む
ね
時
系
列
順
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
お
話
し
し
や
す
い
順
番
で
お
話
し
い
た
だ
く
の
が
い
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。
 
数
原
 
結
構
で
す
。
１
９
７
５
年
ま
で
は
こ
れ
ま
で
に
私
が
書
い
た
も
の
を
中
心
に
、
覚
え
て
い
る
範
囲
で
で
き
る
だ
け
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
岩
間
 
着
任
さ
れ
た
当
時
の
こ
と
を
前
回
伺
っ
た
の
で
す
が
。
 
武
田
 
前
回
は
着
任
さ
れ
る
ま
で
を
伺
い
ま
し
た
。
質
問
１
の
と
こ
ろ
で
す
。
今
日
は
２
か
ら
で
す
が
、
ま
ず
は
前
回
ま
で
の
こ
と
に
関
し
て
何
か
追
加
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
 
数
原
 
そ
の
時
期
の
こ
と
を
俯
瞰
し
て
考
え
ま
す
と
、
横
軸
は
内
政
で
自
民
党
、
野
党
を
含
め
て
左
右
両
派
が
い
る
。
縦
軸
は
外
政
で
対
米
関
係
や
国
際
政
治
、
国
際
平
和
、
人
類
益
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
様
々
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
こ
う
し
た
要
素
に
関
し
て
異
な
る
思
惑
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
 
私
も
80歳
を
超
え
て
昔
の
こ
と
は
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
幸
い
当
時
の
メ
モ
が
あ
り
ま
す
し
、
以
前
作
成
し
た
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
公
開
さ
れ
た
当
時
の
在
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
電
報
な
ど
も
結
構
お
も
し
ろ
い
。
私
の
喋
っ
た
こ
と
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
早
く
批
准
し
て
も
ら
い
た
い
わ
け
で
す
が
、
同
時
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
た
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
豪
州
や
カ
ナ
ダ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
保
障
措
置
協
定
で
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
が
確
保
で
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
再
検
討
会
議
で
も
日
本
の
主
張
が
反
映
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 
岩
間
 
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
豪
州
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
日
本
と
ド
イ
ツ
を
入
れ
る
こ
と
が
一
番
の
狙
い
で
し
た
か
ら
。
 
私
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
不
平
等
条
約
だ
け
れ
ど
も
、
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
負
け
た
こ
と
を
い
ま
だ
に
引
き
ず
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
や
、
そ
れ
か
ら
国
連
も
、
前
の
大
戦
の
結
果
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
 
ポ
イ
ン
ト
は
い
か
に
平
和
利
用
や
核
軍
縮
を
進
め
、
不
平
等
性
を
な
く
し
て
い
く
か
で
す
。
ま
た
日
本
に
と
っ
て
は
安
全
保
障
を
い
か
に
確
保
す
る
か
も
重
要
で
、
こ
の
点
で
は
日
米
関
係
に
つ
い
て
は
我
々
も
苦
労
し
ま
し
た
。
 
岩
間
 
自
民
党
の
中
で
も
右
派
が
特
に
強
く
反
対
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
主
張
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
彼
ら
も
国
益
を
考
え
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
の
で
す
が
、
三
木
政
権
と
い
う
特
異
な
政
権
に
対
す
る
権
力
闘
争
と
い
う
面
が
非
常
に
強
か
っ
た
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
青
嵐
会
な
ど
を
中
心
に
右
派
の
立
場
か
ら
の
反
対
は
あ
り
ま
し
た
が
。
 
白
鳥
 
そ
の
権
力
闘
争
と
い
う
の
は
、
軍
縮
室
長
に
な
ら
れ
た
直
後
の
１
９
７
５
年
１
月
か
ら
４
月
頃
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
も
っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 
50 
数
原
 
自
民
党
の
総
務
会
を
通
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
段
階
で
か
な
り
目
処
は
た
っ
て
い
ま
す
。
 
問
題
は
そ
の
前
の
自
民
党
の
中
を
通
す
時
で
す
。
も
ち
ろ
ん
野
党
や
産
業
界
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
大
変
な
の
は
総
務
会
で
、
源
田
実
さ
ん
や
、
中
川
一
郎
さ
ん
ら
青
嵐
会
の
人
た
ち
が
い
た
。
核
を
持
た
な
く
て
日
本
の
安
全
保
障
は
大
丈
夫
か
、
核
を
持
た
な
い
と
い
う
の
は
三
等
国
で
は
な
い
か
、
日
本
は
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
て
い
い
の
か
、
ア
メ
リ
カ
の
言
い
な
り
に
な
る
の
は
受
け
入
れ
が
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
入
っ
て
い
な
い
国
も
数
多
く
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
、
そ
れ
か
ら
中
国
や
フ
ラ
ン
ス
で
す
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
日
本
は
入
る
の
か
、
と
い
う
議
論
で
す
。
戦
争
に
負
け
た
日
本
が
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
が
右
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
歯
が
ゆ
い
の
で
す
ね
。
こ
の
主
張
に
は
一
番
苦
労
し
ま
し
た
。
 
結
局
、
最
後
は
継
続
審
議
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
強
行
す
る
と
自
民
党
が
割
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
三
木
政
権
自
体
が
椎
名
裁
定
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
青
天
の
霹
靂
の
政
権
で
、
絶
対
安
定
政
権
で
は
な
い
、
し
か
も
１
９
７
６
年
に
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
が
出
て
く
る
。
し
か
も
三
木
政
権
が
国
民
を
相
手
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
政
策
を
と
り
、
こ
の
国
会
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
他
に
日
韓
大
陸
棚
条
約
と
日
朝
平
和
友
好
条
約
も
提
出
し
て
い
た
。
そ
こ
で
三
木
政
権
に
そ
こ
ま
で
点
稼
ぎ
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
、
相
当
低
い
次
元
で
の
政
権
に
対
す
る
不
満
を
ぶ
つ
け
る
場
に
な
っ
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
問
題
だ
っ
た
。
 
白
鳥
 
合
同
部
会
が
い
ま
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
不
満
が
出
る
場
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
も
う
全
て
で
す
。
外
交
調
査
会
も
そ
う
で
す
し
、
う
る
さ
方
が
多
い
総
務
会
も
そ
う
。
右
の
人
た
ち
も
い
ま
す
し
、
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
を
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ろ
と
い
う
科
学
技
術
関
係
の
意
見
も
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
内
政
上
の
左
右
の
間
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
只
中
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
が
あ
っ
た
の
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
は
日
本
の
安
全
保
障
や
原
子
力
平
和
利
用
と
い
っ
た
国
益
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
国
際
的
に
は
、
外
政
的
に
は
日
本
は
そ
こ
ま
で
大
き
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
は
な
い
し
、
む
し
ろ
問
題
は
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
だ
っ
た
。
し
か
し
内
政
的
に
は
問
題
に
な
り
、
そ
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
の
が
事
務
方
だ
っ
た
と
い
う
の
が
我
々
の
実
感
で
す
。
 
武
田
 
当
時
、
政
府
の
側
だ
と
三
木
首
相
と
宮
澤
外
相
が
こ
の
問
題
の
主
な
担
当
者
で
す
ね
。
党
の
側
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
な
方
と
い
う
の
は
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
一
番
は
三
木
派
で
す
。
政
府
の
側
で
は
宮
澤
外
相
、
党
で
は
外
交
部
会
長
の
坂
本
三
十
次
さ
ん
。
 
白
鳥
 
質
問
票
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。
他
の
方
々
に
つ
い
て
何
か
ご
記
憶
の
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
 
数
原
 
一
人
一
人
会
っ
て
説
得
す
る
わ
け
で
す
が
、
た
と
え
ば
宮
澤
さ
ん
が
訪
米
し
て
日
米
安
保
体
制
は
も
う
絶
対
揺
る
が
な
い
と
い
う
言
質
を
と
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
が
評
価
さ
れ
て
、
次
第
に
み
な
さ
ん
の
態
度
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
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国
会
提
出
に
向
け
た
外
務
省
内
の
議
論
 
 白
鳥
 
１
月
末
く
ら
い
ま
で
は
前
回
詳
細
な
話
が
あ
り
、
い
ま
は
安
保
調
査
会
の
前
く
ら
い
ま
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
の
で
す
ね
。
メ
モ
や
手
帳
を
見
返
し
た
上
で
ご
説
明
い
た
だ
け
る
と
、
記
録
と
し
て
も
い
い
か
な
と
思
う
の
で
す
が
。
 
数
原
 
私
も
メ
モ
を
頼
り
な
が
ら
で
す
ね
。
す
こ
し
戻
り
ま
す
が
、
前
年
の
12月
頃
ま
で
に
、
反
対
も
あ
っ
た
外
務
省
内
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
わ
け
で
す
。
大
臣
の
前
で
の
「
御
前
会
議
」
を
や
り
、
提
出
を
決
め
ま
し
た
。
手
帳
に
よ
り
ま
す
と
三
木
政
権
発
足
後
で
、
宮
澤
さ
ん
が
最
後
に
こ
の
案
件
を
前
に
進
め
ま
し
ょ
う
と
裁
定
し
て
い
る
。
 
武
田
 
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
使
は
前
任
の
野
村
室
長
か
ら
ブ
リ
ー
フ
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
数
原
 
ブ
リ
ー
フ
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
翌
年
１
月
20日
に
軍
縮
室
長
に
な
り
ま
し
た
か
ら
。
 
 
宮
澤
大
臣
の
「
御
前
会
議
」
は
１
９
７
５
年
１
月
で
す
ね
。
３
回
大
臣
の
前
で
会
議
を
し
た
。
松
永
（
信
雄
）
条
約
局
長
、
国
連
局
、
そ
れ
か
ら
西
堀
正
弘
軍
縮
大
使
ら
が
出
席
し
て
、
署
名
を
し
て
も
う
５
年
も
経
ち
、
こ
れ
以
上
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
、
日
本
の
信
用
や
日
本
が
核
を
持
と
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
に
も
関
わ
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
批
准
す
べ
き
だ
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
 
白
鳥
 
こ
れ
は
課
長
ク
ラ
ス
だ
と
大
使
の
他
に
ど
の
部
局
の
方
が
出
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
ユ
ー
ラ
ト
ム
や
原
子
力
平
和
利
用
の
関
係
で
太
田
科
学
課
長
、
そ
れ
か
ら
地
域
局
は
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
が
自
ら
三
流
国
に
な
る
の
を
認
め
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
省
内
で
根
回
し
は
必
要
だ
っ
た
。
 
白
鳥
 
こ
う
し
た
会
議
の
場
で
は
な
く
、
非
公
式
に
話
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
非
公
式
と
い
う
か
、
こ
れ
以
外
の
次
官
会
議
や
局
長
級
の
会
議
で
す
。
た
だ
し
批
准
を
推
進
す
る
の
は
国
連
局
し
か
い
ま
せ
ん
。
軍
縮
室
の
所
管
事
項
で
す
か
ら
。
他
の
部
局
は
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
お
手
並
み
拝
見
と
い
う
ぐ
ら
い
の
感
じ
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 
大
臣
の
会
議
、
い
ろ
い
ろ
な
会
議
が
あ
る
わ
け
だ
し
、
局
長
同
士
が
集
ま
る
会
議
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
の
根
回
し
は
必
要
で
す
け
れ
ど
も
、
批
准
を
推
進
し
て
い
く
の
は
国
連
局
し
か
な
い
の
で
す
よ
ね
、
平
和
利
用
も
含
め
て
。
で
す
か
ら
、
一
緒
に
「
御
前
会
議
」
な
ん
か
に
は
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
完
全
に
こ
れ
は
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
い
ろ
い
ろ
。
 
岩
間
 
時
期
的
に
は
少
し
前
で
す
が
、
岡
崎
久
彦
さ
ん
、
村
田
良
平
さ
ん
は
国
際
資
料
部
に
お
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
し
か
し
報
道
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
核
を
求
め
た
日
本
」
）
が
あ
っ
た
時
に
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
所
管
し
て
い
な
い
の
で
す
。
自
由
に
研
究
し
て
議
論
を
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
 
岩
間
 
特
に
相
談
を
受
け
た
り
注
文
を
つ
け
ら
れ
た
り
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
中
国
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
の
は
52 
聞
い
た
り
は
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
で
は
な
い
。
基
本
的
に
は
三
木
総
理
が
や
ろ
う
と
言
い
、
宮
澤
大
臣
が
や
ろ
う
と
言
っ
た
の
で
役
人
と
し
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
を
進
め
た
。
 
岩
間
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
が
１
９
６
７
年
に
署
名
開
放
さ
れ
た
後
、
日
本
は
非
核
三
原
則
が
で
き
、
沖
縄
も
「
核
抜
き
本
土
並
み
」
と
い
う
こ
と
で
返
還
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
へ
の
印
象
は
あ
ま
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
地
域
局
か
ら
見
る
と
、
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
は
、
沖
縄
返
還
の
後
も
繊
維
摩
擦
や
石
油
危
機
が
あ
っ
て
右
往
左
往
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
す
ぐ
に
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
を
進
め
る
の
は
何
事
か
、
と
い
う
の
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ア
ジ
ア
と
の
関
係
で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
よ
り
日
韓
大
陸
棚
条
約
や
日
中
平
和
友
好
条
約
の
方
が
早
く
進
め
て
ほ
し
い
。
国
会
運
営
で
足
か
せ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
い
ま
や
ら
な
く
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
米
関
係
も
万
全
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
 
白
鳥
 
最
近
の
研
究
で
は
、
前
年
の
１
９
７
４
年
11月
に
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
が
現
職
の
大
統
領
と
し
て
初
め
て
来
日
し
、
日
米
関
係
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 
数
原
 
こ
れ
は
１
９
７
５
年
２
月
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
が
、
日
米
間
に
は
い
ろ
い
ろ
と
摩
擦
の
火
種
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
対
し
て
、
防
衛
努
力
が
足
り
な
い
、
通
貨
や
石
油
の
問
題
で
も
非
協
力
的
で
あ
る
、
他
に
も
ベ
ト
ナ
ム
問
題
な
ど
に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
形
で
不
満
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
は
直
接
関
係
が
な
い
日
本
の
安
全
保
障
、
ア
メ
リ
カ
の
関
与
の
問
題
を
右
派
の
人
た
ち
が
出
し
て
く
る
。
そ
れ
で
無
理
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
に
な
る
わ
け
で
す
。
 
武
田
 
そ
う
す
る
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
は
国
内
政
治
上
の
コ
ス
ト
が
結
構
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
た
だ
、
現
実
的
に
は
平
和
利
用
や
日
米
関
係
、
国
際
的
な
信
用
を
考
え
る
と
批
准
し
た
方
が
い
い
と
我
々
は
判
断
し
、「
御
前
会
議
」
で
の
決
定
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
。
 
白
鳥
 
「
御
前
会
議
」
は
前
任
の
野
村
室
長
の
時
代
に
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
手
帳
に
は
１
月
と
あ
り
ま
す
ね
。
会
議
に
出
て
い
た
ら
覚
え
て
い
る
は
ず
で
す
け
れ
ど
も
。
 
岩
間
 
20日
以
降
に
３
回
と
い
う
の
は
な
か
な
か
な
ペ
ー
ス
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
木
総
理
の
演
説
が
本
格
化
す
る
直
接
の
契
機
で
す
ね
。
 
 ■
 
自
民
党
へ
の
根
回
し
 
 岩
間
 
所
信
表
明
演
説
も
外
交
演
説
も
１
月
20日
で
す
ね
。
そ
の
前
に
は
普
通
、
党
内
議
論
を
す
る
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。
 
数
原
 
僕
も
よ
く
記
憶
し
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
自
民
党
に
説
明
が
な
か
っ
た
の
は
確
か
で
す
。
そ
れ
で
「
聞
い
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
荒
れ
に
荒
れ
た
わ
け
で
す
。
三
木
さ
ん
も
宮
澤
さ
ん
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
批
准
を
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進
め
る
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
党
内
で
の
根
回
し
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
総
務
会
な
ど
が
大
荒
れ
に
な
り
ま
し
た
。
 
武
田
 
中
曽
根
幹
事
長
は
ど
う
い
う
態
度
を
と
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
も
ち
ろ
ん
党
を
ま
と
め
る
の
が
仕
事
で
す
か
ら
、
最
後
は
結
局
継
続
審
議
に
す
る
わ
け
で
す
が
、
一
方
で
こ
の
段
階
で
は
、
総
理
と
外
務
大
臣
が
そ
う
言
う
の
で
あ
れ
ば
反
対
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
党
と
し
て
は
慎
重
に
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。（
副
総
裁
の
）
椎
名
さ
ん
も
同
じ
で
す
。
署
名
か
ら
５
年
間
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
い
た
も
の
を
始
動
さ
せ
る
た
め
に
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
始
め
る
段
階
で
す
。
 
岩
間
 
安
保
調
査
会
が
１
月
の
末
と
い
う
順
番
が
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
１
月
20日
の
両
演
説
の
後
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
メ
モ
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
31日
の
安
保
調
査
会
で
す
。
 
数
原
 
そ
れ
は
形
の
問
題
で
、
や
は
り
党
を
通
さ
な
い
と
条
約
は
通
せ
な
い
。
 
も
っ
と
大
変
だ
っ
た
の
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
保
障
措
置
協
定
を
め
ぐ
る
交
渉
で
す
。
こ
れ
も
一
種
の
条
約
案
件
で
す
か
ら
、
事
前
に
党
の
了
承
を
得
る
べ
き
だ
と
、
中
曽
根
さ
ん
は
じ
め
自
民
党
の
方
々
が
主
張
し
た
。
し
か
し
や
ぶ
蛇
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
交
渉
が
１
９
７
５
年
２
月
に
妥
結
し
た
と
こ
ろ
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
問
題
が
出
て
き
た
わ
け
で
す
。
 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
我
々
は
５
月
の
再
検
討
会
議
ま
で
に
は
何
と
か
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
、
締
約
国
と
し
て
会
議
に
参
加
し
た
い
、
そ
れ
を
一
つ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
す
。
 
白
鳥
 
少
し
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
党
へ
の
根
回
し
な
ど
は
１
月
20日
の
両
演
説
以
降
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
、
私
が
動
い
た
の
は
そ
の
後
で
す
。
 
白
鳥
 
前
任
の
野
村
室
長
も
、
大
使
の
よ
う
に
自
民
党
と
は
や
り
と
り
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
 
武
田
 
１
９
７
０
年
に
署
名
し
た
後
、
１
９
７
５
年
に
本
格
的
に
動
き
始
め
る
ま
で
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
静
観
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
間
は
私
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
無
理
し
て
進
め
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 
白
鳥
 
手
帳
を
拝
見
し
て
お
り
ま
す
と
、
１
月
20日
の
両
演
説
以
降
、
31日
に
安
保
調
査
会
、
そ
の
後
に
中
曽
根
派
説
明
会
な
ど
が
あ
っ
て
、
２
月
８
日
に
な
る
と
外
交
・
安
保
・
科
学
技
術
の
合
同
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
青
嵐
会
へ
の
言
及
も
あ
り
ま
す
が
、
４
月
半
ば
ま
で
に
こ
の
合
同
部
会
が
６
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
同
部
会
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
は
、
党
と
外
務
省
の
間
で
も
協
議
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
１
月
初
め
の
段
階
で
は
、
批
准
よ
り
も
保
障
措
置
協
定
が
問
題
で
し
た
。
原
子
力
平
和
利
用
に
関
し
て
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
が
得
ら
れ
る
か
、
西
ド
イ
ツ
と
同
じ
待
遇
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
主
に
二
つ
あ
り
ま
し
て
、
一
つ
は
査
察
の
間
隔
で
、
何
カ
月
に
一
回
や
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
査
察
の
や
り
方
で
、
西
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
ユ
ー
ラ
ト
ム
に
よ
る
査
察
を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
確
認
す
る
。
他
国
出
身
の
査
察
官
に
施
設
を
見
せ
る
と
産
業
秘
密
を
盗
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
通
産
省
や
科
技
庁
も
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
地
域
の
機
関
で
あ
る
ユ
ー
ラ
ト
ム
が
査
察
を
す
る
。
日
本
に
は
そ
れ
が
54 
な
く
、
そ
れ
ま
で
は
日
米
原
子
力
協
定
の
下
で
、
輸
入
す
る
技
術
や
物
質
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ
の
規
制
を
受
け
て
い
た
。
そ
こ
で
新
し
く
、
ユ
ー
ラ
ト
ム
の
よ
う
に
、
国
内
の
機
関
が
査
察
を
行
っ
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
そ
れ
を
確
認
す
る
と
い
う
構
図
を
基
本
に
し
た
。
 
そ
れ
が
一
段
落
し
て
す
ぐ
、
批
准
の
問
題
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
日
米
安
保
や
核
の
持
ち
込
み
と
い
っ
た
問
題
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
我
々
は
そ
れ
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
は
直
接
関
係
な
い
と
説
明
に
つ
と
め
た
。
 
白
鳥
 
説
明
は
大
使
が
合
同
部
会
等
に
出
席
し
て
さ
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
、
党
の
部
会
や
省
内
の
会
議
な
ど
で
そ
う
い
う
説
明
を
し
ま
し
た
。
た
だ
し
右
派
か
ら
は
、
西
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
な
い
日
本
は
ど
う
す
る
の
か
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
悪
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
た
め
に
す
る
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
論
点
は
こ
の
合
同
部
会
の
時
点
で
す
で
に
出
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
、
合
同
部
会
や
青
嵐
会
へ
の
説
明
で
出
て
い
る
。
し
ゃ
べ
る
人
も
大
体
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
批
准
は
国
際
政
治
全
体
か
ら
考
え
た
ら
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
で
は
な
い
の
で
す
が
。
 
岩
間
 
た
だ
、
産
業
界
に
と
っ
て
は
心
配
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
い
や
、
反
対
の
大
き
な
要
因
は
三
木
政
権
そ
の
も
の
へ
の
態
度
で
す
。
そ
れ
と
た
と
え
ば
源
田
さ
ん
に
言
わ
せ
れ
ば
、
自
分
が
ア
メ
リ
カ
兵
だ
っ
た
ら
安
保
に
反
対
す
る
国
民
を
守
る
た
め
に
命
を
か
け
る
か
、
汗
を
か
く
か
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
 
白
鳥
 
議
論
の
順
番
な
ど
は
自
民
党
で
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 
数
原
 
合
同
部
会
は
党
が
全
部
決
め
て
、
我
々
は
呼
び
出
さ
れ
る
だ
け
で
す
。
た
だ
、
議
論
す
る
内
容
は
そ
の
時
々
の
状
況
や
新
聞
の
報
道
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
で
す
か
ら
議
論
そ
の
も
の
も
筋
道
だ
っ
た
知
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
提
出
す
る
か
ど
う
か
も
、
中
曽
根
幹
事
長
の
態
度
や
三
木
さ
ん
が
ど
こ
ま
で
真
剣
か
、
宮
澤
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
た
。
 
白
鳥
 
大
使
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
、
中
曽
根
＝
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
論
争
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
中
曽
根
さ
ん
か
ら
提
議
を
し
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
国
務
長
官
だ
っ
た
時
、
い
ろ
い
ろ
と
中
曽
根
さ
ん
と
接
点
が
あ
っ
た
。
中
曽
根
＝
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
こ
と
に
つ
い
て
は
手
帳
に
も
書
い
て
い
ま
す
。
 
白
鳥
 
い
つ
頃
、
ど
う
い
う
文
脈
で
中
曽
根
＝
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
論
争
が
あ
っ
た
の
か
は
非
常
に
重
要
か
な
と
思
い
ま
す
。
 
数
原
 
１
９
７
５
年
の
４
月
で
す
ね
。
幹
事
長
と
し
て
会
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
日
本
は
核
を
持
た
な
い
と
決
め
た
こ
と
で
三
流
国
家
に
な
る
と
い
う
意
識
が
彼
に
は
あ
る
。
そ
う
い
う
重
要
な
決
断
を
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
交
渉
段
階
か
ら
、
非
核
兵
器
国
の
安
全
保
障
は
問
題
に
な
り
、
安
保
理
決
議
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
日
本
が
核
を
持
た
な
い
、
不
平
等
な
条
約
を
受
け
入
れ
る
こ
と
へ
の
見
返
り
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
た
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
非
核
保
有
国
に
対
し
て
核
保
有
国
は
威
嚇
や
核
の
使
用
を
し
な
い
と
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
措
置
で
す
。
右
派
は
そ
れ
を
、
中
国
や
ソ
連
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と
二
国
間
で
約
束
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
言
う
の
で
す
。
日
本
が
国
会
決
議
等
で
一
方
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く
、
中
ソ
仏
と
の
二
国
間
の
合
意
な
ど
で
言
質
を
取
れ
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
国
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
締
結
す
る
日
中
平
和
友
好
条
約
で
日
本
に
対
し
て
は
核
で
脅
し
は
し
ま
せ
ん
、
核
兵
器
は
使
い
ま
せ
ん
と
い
う
こ
と
を
一
言
約
束
さ
せ
よ
と
い
っ
た
こ
と
も
議
論
さ
れ
て
い
た
。
 
 
し
か
し
そ
う
は
言
っ
て
も
、
た
と
え
ば
中
国
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
入
っ
て
い
な
い
し
、
お
そ
ら
く
そ
れ
な
ら
日
本
は
日
米
安
保
条
約
を
廃
棄
せ
よ
と
言
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
日
本
の
安
全
保
障
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
で
十
分
だ
と
思
う
の
で
す
が
。
 
岩
間
 
日
ソ
、
日
中
な
ど
で
二
国
間
の
合
意
を
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
米
ソ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
た
め
に
す
る
議
論
で
す
。
少
し
で
も
国
際
関
係
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
が
実
現
す
る
わ
け
が
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
。
 
岩
間
 
中
曽
根
さ
ん
と
し
て
は
、
党
内
の
そ
う
い
う
主
張
を
す
る
人
々
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
論
争
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
僕
は
む
し
ろ
、
中
曽
根
さ
ん
御
自
身
の
プ
ラ
イ
ド
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
批
准
を
す
る
た
め
に
こ
う
い
う
努
力
を
し
て
い
る
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
も
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
を
目
指
し
て
交
渉
し
て
い
る
、
側
面
か
ら
そ
の
促
進
の
た
め
に
動
い
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
話
。
し
か
し
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
わ
か
っ
た
、
後
で
返
事
す
る
と
言
っ
た
後
に
返
事
を
し
な
い
も
の
だ
か
ら
、
彼
は
へ
そ
を
曲
げ
ち
ゃ
っ
て
怒
っ
た
。
こ
こ
に
ま
と
も
に
受
け
取
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
書
い
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
 
白
鳥
 
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
だ
と
提
起
に
反
応
な
し
、
黙
殺
は
け
し
か
ら
ぬ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
桃
井
真
さ
ん
か
ら
聞
い
た
お
話
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
桃
井
さ
ん
が
中
曽
根
さ
ん
の
ブ
レ
ー
ン
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
か
ら
、
桃
井
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
 
武
田
 
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
消
極
的
安
全
保
障
で
す
ね
。
積
極
的
な
安
全
保
障
は
１
９
６
８
年
の
安
保
理
決
議
２
５
５
で
、
消
極
的
安
全
保
障
は
１
９
７
０
年
代
末
に
国
連
で
米
ソ
な
ど
５
ヵ
国
が
そ
れ
ぞ
れ
一
方
的
に
宣
言
す
る
形
で
実
現
し
て
い
ま
す
。
 
数
原
 
消
極
的
安
全
保
障
に
関
し
て
は
、
非
核
兵
器
地
帯
の
取
り
組
み
も
あ
り
ま
し
た
。
冷
戦
下
で
は
日
本
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
依
存
で
き
な
い
、
非
同
盟
諸
国
が
中
心
に
な
っ
て
推
進
し
ま
し
た
。
 
武
田
 
中
曽
根
＝
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
論
争
と
い
う
の
は
、
そ
の
後
の
展
開
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
ま
ま
立
ち
消
え
た
と
い
う
感
じ
な
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
た
だ
、
中
曽
根
さ
ん
の
中
で
は
、
い
く
ら
日
米
安
保
条
約
が
あ
る
か
ら
十
分
だ
と
言
っ
て
も
、
日
本
が
三
流
国
家
に
あ
え
て
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
さ
ん
は
そ
れ
を
理
解
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
不
満
が
あ
っ
た
。
 
武
田
 
中
曽
根
さ
ん
の
場
合
に
は
そ
う
い
う
プ
ラ
イ
ド
の
問
題
が
あ
っ
た
と
。
 
数
原
 
そ
う
僕
は
捉
え
て
い
ま
す
。
 
白
鳥
 
い
ま
中
曽
根
幹
事
長
と
源
田
国
防
部
会
長
に
つ
い
て
お
話
が
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
質
問
票
に
当
時
の
自
民
党
関
係
者
を
何
人
か
挙
げ
て
い
56 
ま
す
。
灘
尾
（
弘
吉
）
総
務
会
長
、
松
野
（
頼
三
）
政
調
会
長
、
宇
野
（
宗
佑
）
国
対
委
員
長
、
栗
原
（
祐
幸
）
外
務
委
員
長
、
そ
れ
か
ら
坂
本
外
交
部
会
長
な
ど
で
す
が
、
何
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
メ
モ
に
は
源
田
さ
ん
、
鯨
岡
（
兵
輔
）
さ
ん
の
お
名
前
が
よ
く
出
て
き
ま
す
。
 
数
原
 
鯨
岡
さ
ん
は
三
木
派
で
す
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
支
持
の
立
場
か
ら
議
論
を
し
た
。
 
白
鳥
 
こ
の
時
は
外
務
委
員
会
の
理
事
で
す
ね
。
 
数
原
 
理
事
で
し
た
か
ね
。
で
す
か
ら
、
何
人
か
推
進
派
の
方
が
い
る
の
で
す
。
事
務
方
は
質
問
さ
れ
れ
ば
答
え
る
、
あ
る
い
は
説
明
を
し
に
行
き
ま
す
が
、
同
じ
立
場
で
議
論
は
で
き
な
い
。
 
岩
間
 
手
帳
に
書
い
て
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
辺
り
は
読
め
ま
す
か
。
 
数
原
 
田
中
龍
夫
、
水
野
清
、
源
田
、
鯨
岡
、
岩
動
（
道
行
）
、
床
次
（
徳
二
）
さ
ん
。
こ
の
頃
は
平
和
利
用
に
関
し
て
、
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
を
取
れ
る
か
を
話
し
て
い
た
。
 
岩
間
 
源
田
さ
ん
も
そ
う
い
う
話
を
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
１
月
31日
で
す
ね
。
合
同
部
会
に
は
何
人
ぐ
ら
い
出
席
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
だ
ん
だ
ん
新
聞
な
ど
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
、
出
席
者
も
増
え
た
。
 
武
田
 
何
十
人
も
並
ん
で
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
。
 
数
原
 
話
題
に
な
る
と
い
う
の
は
反
対
派
の
狙
い
で
あ
り
、
我
々
の
狙
い
で
も
あ
る
の
で
す
。
原
産
会
議
や
メ
デ
ィ
ア
に
も
働
き
か
け
る
と
、
政
治
家
が
そ
う
い
う
周
辺
か
ら
の
圧
力
を
受
け
る
。
そ
う
い
う
形
に
す
る
の
は
我
々
の
狙
い
の
一
つ
で
し
た
。
 
岩
間
 
当
初
の
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。
 
数
原
 
朝
日
新
聞
で
は
岸
田
純
之
助
さ
ん
、
読
売
新
聞
で
は
石
井
一
さ
ん
が
熱
心
で
し
た
。
比
較
的
好
意
的
で
し
た
ね
。
 
武
田
 
合
同
部
会
を
や
る
時
と
い
う
の
は
ど
な
た
が
主
催
さ
れ
る
の
で
す
か
。
部
会
で
い
う
と
国
防
部
会
は
源
田
さ
ん
で
外
交
部
会
は
坂
本
三
十
次
さ
ん
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
れ
は
多
分
、
国
対
で
調
整
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
党
の
中
の
話
に
つ
い
て
は
僕
は
知
り
ま
せ
ん
。
 
白
鳥
 
松
野
政
調
会
長
は
こ
の
件
に
何
か
関
わ
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
い
や
、
私
は
よ
く
記
憶
し
て
い
ま
せ
ん
。
 
武
田
 
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
次
の
質
問
３
で
す
が
、
外
部
の
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
す
。
 
数
原
 
桃
井
さ
ん
は
中
曽
根
さ
ん
の
ブ
レ
ー
ン
で
し
た
か
ら
、
私
も
頻
繁
に
彼
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
手
帳
に
よ
る
と
、
２
月
21日
に
桃
井
さ
ん
と
会
っ
て
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
ま
す
 
白
鳥
 
当
時
、
桃
井
さ
ん
は
防
衛
研
修
所
に
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
桃
井
さ
ん
と
会
う
時
に
は
ど
こ
で
会
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 
数
原
 
こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
行
き
ま
す
。
こ
ち
ら
が
お
願
い
に
行
く
の
で
す
か
ら
。
た
と
え
ば
こ
こ
に
は
、
午
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
 
武
田
 
こ
れ
は
桃
井
先
生
が
こ
の
問
題
の
専
門
家
だ
か
ら
な
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
中
曽
根
さ
ん
の
ブ
レ
ー
ン
だ
か
ら
な
の
で
す
か
。
 
数
原
 
中
曽
根
さ
ん
の
ブ
レ
ー
ン
だ
か
ら
で
す
。
桃
井
さ
ん
く
ら
い
で
す
と
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私
が
直
接
会
い
に
行
き
ま
す
。
灘
尾
さ
ん
な
ど
も
っ
と
上
の
人
で
す
と
外
務
審
議
官
、
中
曽
根
さ
ん
で
す
と
次
官
が
行
き
ま
す
。
 
こ
の
時
に
は
手
帳
に
連
絡
を
取
り
た
い
、
後
に
で
も
電
話
し
ま
す
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
を
取
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
10時
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取
っ
て
、
核
兵
器
の
シ
ス
テ
ム
、
核
弾
頭
や
誘
導
装
置
、
運
搬
手
段
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
戦
術
核
は
重
要
で
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
い
ま
の
技
術
で
は
目
標
に
正
確
に
誘
導
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
強
大
な
破
壊
力
は
不
要
に
な
っ
た
、
い
ま
は
シ
ス
テ
ム
が
抑
止
力
に
な
る
、
広
島
や
長
崎
の
頃
か
ら
技
術
が
進
ん
だ
、
日
本
も
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
ら
１
年
も
か
か
ら
ず
に
い
つ
で
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
核
弾
頭
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
る
と
。
 
数
原
 
つ
く
る
こ
と
は
で
き
る
が
つ
く
ら
な
い
。
そ
れ
が
日
本
の
抑
止
力
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
桃
井
先
生
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
は
反
対
は
し
て
い
な
い
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
桃
井
さ
ん
は
ね
。
 
岩
間
 
手
帳
の
ま
ず
決
断
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
 
数
原
 
三
木
さ
ん
が
決
め
、
宮
澤
さ
ん
も
同
意
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
よ
。
 
岩
間
 
そ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
 
数
原
 
彼
の
頭
の
中
は
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
 
  
■
 
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
 
 数
原
 
そ
れ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
接
触
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
１
９
７
５
年
に
台
湾
の
蔣
介
石
が
亡
く
な
っ
た
時
も
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
団
が
日
本
の
国
会
議
員
に
対
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
民
党
に
、
ア
メ
リ
カ
が
何
も
言
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
問
題
を
気
に
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
、
公
開
さ
れ
た
在
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
電
報
を
私
も
読
み
ま
し
た
が
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
は
い
け
な
い
が
情
報
は
集
め
て
い
る
。
私
の
名
前
も
出
て
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
私
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
が
西
ド
イ
ツ
と
日
本
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
水
面
下
で
必
死
に
情
報
収
集
は
し
て
い
た
の
で
す
。
 
白
鳥
 
ア
メ
リ
カ
側
は
軍
縮
室
長
に
も
会
い
に
来
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
何
回
も
来
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
館
員
が
大
使
の
も
と
に
訪
れ
て
く
る
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
駐
日
大
使
が
次
官
に
会
い
に
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
後
か
ら
お
話
し
し
ま
す
が
、
駐
日
大
使
も
務
め
た
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
交
渉
の
担
当
者
、
Ｕ
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
に
説
明
に
来
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 
武
田
 
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
民
間
レ
ベ
ル
は
い
か
が
で
し
た
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
通
産
省
や
原
産
会
議
、
今
井
隆
吉
さ
ん
た
ち
が
担
当
し
て
い
58 
た
。
彼
ら
と
し
て
も
早
く
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
を
確
保
し
て
平
和
利
用
を
進
め
た
い
し
、
輸
出
国
に
も
な
り
た
か
っ
た
で
す
か
ら
。
 
白
鳥
 
今
井
さ
ん
に
つ
い
て
何
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
 
数
原
 
今
井
隆
吉
さ
ん
は
原
子
力
に
つ
い
て
の
権
威
で
あ
る
と
共
に
、
そ
れ
以
外
に
も
広
く
、
政
治
家
に
対
し
て
も
顔
が
き
き
ま
し
た
。
 
武
田
 
政
治
家
の
方
と
も
よ
く
話
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
も
う
、
中
曽
根
さ
ん
の
ブ
レ
ー
ン
と
い
う
こ
と
で
。
た
だ
、
国
内
で
話
題
と
な
り
ま
す
と
政
治
家
の
方
に
根
回
し
す
る
際
に
は
直
接
言
っ
て
話
に
行
か
な
く
て
は
駄
目
な
の
で
す
。
俺
の
と
こ
ろ
に
ど
う
し
て
来
な
い
の
だ
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
の
で
。
三
木
さ
ん
の
ブ
レ
ー
ン
だ
っ
た
方
に
、
私
は
宇
和
島
出
身
で
あ
な
た
の
選
挙
区
で
、
と
い
う
話
を
し
な
が
ら
説
明
し
た
覚
え
も
あ
り
ま
す
。
 
武
田
 
そ
れ
は
要
請
を
受
け
て
行
く
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
こ
ち
ら
か
ら
説
明
し
に
伺
う
の
で
す
か
。
 
数
原
 
こ
ち
ら
か
ら
行
き
ま
す
。
 
岩
間
 
で
は
し
ら
み
潰
し
に
行
く
わ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
次
官
や
外
務
審
議
官
と
も
相
談
し
な
が
ら
ど
う
い
う
順
番
に
行
く
か
、
誰
が
行
く
か
を
決
め
ま
す
。
偉
い
人
に
な
る
と
僕
が
勝
手
に
行
く
わ
け
に
も
い
か
ぬ
か
ら
、
で
は
外
務
審
議
官
と
一
緒
に
行
こ
う
と
い
う
話
に
な
る
。
お
か
げ
で
私
も
メ
デ
ィ
ア
、
原
産
会
議
、
政
治
家
と
色
々
な
人
に
会
い
ま
し
て
、
随
分
と
顔
が
広
く
な
り
ま
し
た
。
出
馬
し
な
い
か
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
く
ら
い
で
す
。
 
岩
間
 
さ
き
ほ
ど
の
桃
井
さ
ん
に
つ
い
て
の
手
帳
の
記
述
な
の
で
す
が
、
中
曽
根
さ
ん
に
比
べ
る
と
随
分
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
意
見
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
 
数
原
 
中
曽
根
さ
ん
自
身
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
な
い
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
も
。
 
岩
間
 
戦
術
上
そ
う
動
い
て
い
た
だ
け
で
、
こ
う
い
う
こ
と
も
中
曽
根
さ
ん
は
わ
か
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
政
権
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
次
元
の
話
で
す
か
ら
ね
。
 
岩
間
 
な
る
ほ
ど
。
 
数
原
 
た
だ
一
方
で
、
桃
井
さ
ん
は
知
的
に
政
策
判
断
も
す
る
わ
け
で
す
。
 
岩
間
 
桃
井
さ
ん
は
核
戦
力
が
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
爆
弾
だ
け
持
っ
て
も
意
味
が
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
日
本
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
た
上
で
交
渉
を
し
た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
の
段
階
で
は
ま
だ
保
障
措
置
協
定
締
結
交
渉
で
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
を
確
保
で
き
て
は
い
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
と
一
緒
に
、
一
遍
に
進
め
て
し
ま
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
核
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
と
言
っ
て
も
そ
れ
は
竹
光
で
、
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
に
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
何
の
脅
し
に
も
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
 
岩
間
 
桃
井
先
生
自
身
は
早
く
批
准
し
た
方
が
い
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
。
 
数
原
 
だ
ん
だ
ん
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
か
、
中
曽
根
さ
ん
も
次
第
に
そ
の
よ
う
に
腹
を
く
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
 
岩
間
 
ま
た
日
米
関
係
も
こ
じ
れ
て
い
た
と
あ
り
ま
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
、
さ
っ
き
話
し
ま
し
た
と
お
り
、
防
衛
問
題
で
何
も
し
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な
い
、
経
済
問
題
で
も
非
協
力
で
す
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
も
入
ら
な
い
と
な
る
と
ま
す
ま
す
日
米
関
係
が
危
う
い
。
日
本
は
身
勝
手
に
も
ほ
ど
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
し
か
し
自
民
党
に
は
ア
メ
リ
カ
外
交
、
特
に
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
全
般
的
な
不
信
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
通
貨
、
石
油
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
ベ
ト
ナ
ム
と
問
題
が
山
積
み
で
、
ど
こ
ま
で
頼
り
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
こ
こ
で
も
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
＝
中
曽
根
の
議
論
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
相
当
関
係
者
の
中
で
は
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 
岩
間
 
違
い
ま
す
か
。
中
曽
根
さ
ん
自
身
が
桃
井
さ
ん
に
対
し
て
何
か
言
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
最
後
に
非
核
三
原
則
の
話
も
出
て
い
ま
す
。
 
数
原
 
国
会
で
は
三
原
則
の
う
ち
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
が
問
題
に
な
ら
な
い
か
と
議
論
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
は
無
関
係
だ
と
僕
ら
は
整
理
し
て
い
ま
し
た
。
 
岩
間
 
な
る
ほ
ど
。
こ
こ
で
は
sto
ra
g
e、
p
a
ssa
g
e、
d
e
p
lo
y
m
e
n
t
は
違
う
と
い
う
話
も
出
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
辺
の
曖
昧
さ
が
関
係
者
の
間
に
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
国
際
的
に
は
笑
わ
れ
る
議
論
で
す
。
 
武
田
 
質
問
の
３
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
。
 
数
原
 
１
時
間
半
ぐ
ら
い
経
ち
ま
し
た
の
で
、
少
し
休
憩
入
れ
ま
す
か
。
 
 （
休
 
憩
）
 
武
田
 
で
は
、
再
開
と
い
う
こ
と
で
。
 
数
原
 
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
は
、
記
録
が
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
さ
っ
き
言
い
か
け
た
、
蔣
介
石
が
亡
く
な
っ
た
時
に
葬
儀
に
参
加
し
た
日
米
関
係
者
同
士
の
会
見
で
、
外
交
史
料
館
に
関
係
す
る
史
料
が
残
っ
て
い
る
（
国
科
「
わ
が
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
関
す
る
米
側
の
動
き
」
１
９
７
６
年
２
月
21日
、
『
日
・
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
国
際
原
子
力
機
関
と
の
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
）
第
三
条
１
及
び
４
の
実
施
協
定
（
保
障
措
置
協
定
）
／
国
会
審
議
、
批
准
』
（
２
０
１
４
‐
２
７
５
４
）
所
収
）
。
そ
の
時
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
い
つ
日
本
は
批
准
す
る
の
だ
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。
在
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
ブ
ル
ー
ム
参
事
官
か
ら
の
話
で
す
。
 
白
鳥
 
１
９
７
５
年
４
月
５
日
で
す
ね
。
 
数
原
 
４
月
、
台
湾
で
蔣
介
石
総
統
の
葬
儀
の
際
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
副
大
統
領
は
自
民
党
議
員
と
懇
談
し
、
我
が
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
と
。
そ
の
際
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
副
大
統
領
は
自
民
党
議
員
に
対
し
て
、
日
本
は
独
立
国
家
で
あ
る
の
で
米
国
と
し
て
は
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
強
要
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
し
か
し
日
本
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
加
盟
す
る
こ
と
は
極
め
て
歓
迎
す
る
こ
と
で
あ
る
旨
語
っ
た
と
い
う
情
報
で
す
。
 
 
そ
の
後
自
民
党
の
タ
カ
派
か
ら
、
米
国
は
日
本
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
す
る
こ
と
を
そ
れ
ほ
ど
望
ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
噂
が
流
布
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
促
進
に
水
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
米
側
と
し
て
も
困
っ
て
い
る
。
自
民
党
議
員
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
副
大
統
領
の
話
を
言
語
的
な
障
害
の
た
め
に
誤
解
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
故
意
に
米
側
の
意
図
を
曲
げ
て
噂
を
流
し
た
の
か
真
意
は
わ
か
ら
な
い
が
、
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
望
む
気
持
60 
ち
は
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
変
わ
り
な
い
の
で
、
自
民
党
右
派
に
対
し
米
側
の
真
意
を
伝
え
る
べ
く
一
席
設
け
る
つ
も
り
で
あ
る
、
そ
の
際
米
側
と
し
て
は
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
望
む
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、
日
本
の
早
期
批
准
を
極
め
て
歓
迎
す
る
、
も
し
日
本
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
な
け
れ
ば
、
米
国
と
し
て
は
原
子
力
平
和
利
用
面
で
い
つ
ま
で
も
日
本
を
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
加
盟
国
と
し
て
扱
う
の
は
無
理
だ
と
い
う
話
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
も
う
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
在
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
か
ら
本
国
へ
の
電
報
で
す
。
２
月
17日
で
、
時
期
的
に
は
一
つ
目
と
同
じ
こ
ろ
で
す
。
河
野
（
謙
三
）
議
長
、
佐
藤
元
首
相
、
福
田
（
赳
夫
）
さ
ん
ら
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
賛
成
す
る
よ
う
に
動
き
回
っ
て
い
る
と
。
N
a
k
a
so
n
e
 
a
p
p
a
re
n
tly
 
le
a
st 
p
o
sitiv
e
 b
u
t e
v
e
n
 h
e
 a
g
re
e
d
 to
 c
o
n
sid
e
r m
a
tte
r v
e
ry
 se
rio
u
sly
と
も
あ
り
ま
す
。
自
民
党
内
の
反
対
に
つ
い
て
は
、
F
o
llo
w
in
g
 su
c
c
e
ssfu
l n
e
g
o
tia
tio
n
s 
w
ith
 IA
E
A
, a
rg
u
m
e
n
ta
tio
n
 b
y
 "h
a
w
k
s" h
a
s sh
ifte
d
 fro
m
 e
q
u
a
l tre
a
tm
e
n
t 
b
y
 IA
E
A
 to
 u
su
a
lly
 e
m
o
tio
n
a
l a
rg
u
m
e
n
t th
a
t Ja
p
a
n
's n
a
tio
n
a
l se
c
u
rity
 
w
o
u
ld
 
b
e
 
je
o
p
a
rd
iz
e
d
 
b
y
 
e
a
rly
 
ra
tific
a
tio
n
 
o
f 
N
P
T
と
あ
る
。
そ
し
て
n
u
c
le
a
r o
p
tio
n
を
な
く
す
こ
と
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
次
第
に
fu
tu
re
 th
re
a
t 
to
 
n
a
tio
n
a
l 
se
c
u
rity
の
問
題
に
関
心
が
移
る
。
K
a
z
u
h
a
ra
 
sa
id
 
fo
llo
w
in
g
 
th
a
t 
m
e
e
tin
g
 
M
ik
i 
in
stru
c
te
d
 
M
iy
a
z
a
w
a
 
to
 
p
re
p
a
re
 
n
e
w
 
th
e
sis 
to
 
c
a
m
p
a
ig
n
 fo
r ra
tific
a
tio
n
と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
私
が
問
題
は
安
全
保
障
だ
と
い
う
認
識
を
示
し
た
と
。
 
そ
れ
か
ら
さ
き
ほ
ど
触
れ
た
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
保
障
措
置
協
定
締
結
交
渉
に
つ
い
て
は
党
の
了
解
を
と
る
の
は
や
ぶ
蛇
だ
と
い
う
話
が
続
き
ま
す
。
そ
し
て
S
tre
ssin
g
 
p
e
rso
n
a
l 
n
a
tu
re
 
o
f 
q
u
e
stio
n
, 
K
a
z
u
h
a
ra
 
th
e
n
 
a
sk
e
d
 
if 
U
S
G
 in
te
n
d
e
d
 to
 ta
k
e
 a
n
y
 a
c
tio
n
 re
g
a
rd
in
g
 Ja
p
a
n
's ra
tific
a
tio
n
 o
f N
P
T
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
ア
メ
リ
カ
側
の
意
向
を
聞
い
た
。
R
e
c
a
llin
g
 
p
a
st 
in
d
ic
a
tio
n
s o
f h
ig
h
-le
v
e
l U
S
G
 in
te
re
st in
 e
a
rly
 Ja
p
a
n
e
se
 ra
tific
a
tio
n
, h
e
 
sa
id
 th
a
t L
D
P
 o
p
p
o
n
e
n
ts a
re
, n
e
v
e
rth
e
le
ss, e
ffe
c
tiv
e
ly
 u
sin
g
 a
rg
u
m
e
n
t 
th
a
t U
S
G
 h
a
s sh
o
w
n
 n
o
 re
c
e
n
t c
o
n
c
e
rn
 w
h
e
th
e
r Ja
p
a
n
 ra
tifie
s o
r n
o
t
と
い
う
こ
と
で
、
当
初
は
タ
カ
派
が
ア
メ
リ
カ
の
関
心
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
と
触
れ
回
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
p
re
ssu
re
は
 
w
o
u
ld
 
b
e
 
sig
n
ific
a
n
t 
c
o
n
trib
u
tio
n
 to
 G
O
J
と
私
が
言
っ
た
と
も
報
告
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
大
使
が
次
官
に
会
い
に
来
た
時
の
模
様
で
す
。
こ
う
し
て
日
米
両
政
府
が
、
批
准
に
向
け
て
水
面
下
で
協
力
し
て
い
た
。
 
白
鳥
 
大
使
の
御
記
憶
と
も
一
致
し
ま
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
結
局
、
国
際
政
治
上
の
知
的
な
議
論
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
ち
ら
は
筋
を
通
し
て
話
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
政
治
家
は
全
然
次
元
の
違
う
判
断
基
準
で
行
動
さ
れ
て
い
る
。
 
 ■
 
宮
澤
外
相
訪
米
（
１
９
７
５
年
４
月
）
 
 武
田
 
そ
う
す
る
と
、
宮
澤
訪
米
は
そ
う
い
う
意
味
で
か
な
り
重
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
訪
米
の
結
果
を
部
会
で
報
告
し
た
の
は
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。
外
務
省
は
国
会
に
対
し
て
批
准
し
ろ
と
言
う
だ
け
で
汗
を
か
い
て
い
な
い
と
い
う
低
次
元
の
話
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
北
沢
（
直
吉
）
さ
ん
な
ど
は
よ
く
や
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。
い
わ
ば
我
々
は
不
満
の
は
け
口
に
な
っ
て
い
て
、
何
か
第 3 回  2017 年 12 月 14 日 
61 
対
応
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
宮
澤
さ
ん
が
訪
米
し
て
、
４
月
の
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
に
よ
る
「
日
米
安
保
条
約
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
全
の
要
」
と
い
う
演
説
に
続
い
て
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
間
で
日
米
安
保
は
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
の
要
だ
と
再
確
認
し
た
。
そ
れ
で
よ
く
や
っ
た
と
な
り
、
前
へ
進
み
始
め
た
と
い
う
だ
け
の
話
な
の
で
す
。
 
白
鳥
 
少
し
戻
る
の
で
す
が
、
宮
澤
訪
米
の
報
告
が
あ
っ
た
合
同
部
会
が
第
６
回
で
、
そ
の
前
の
４
月
７
日
に
第
５
回
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
数
原
 
手
帳
を
見
ま
す
と
記
述
が
あ
り
ま
す
。
党
本
部
に
行
っ
て
い
ま
し
て
、
率
直
に
話
し
て
ほ
し
い
と
。
北
沢
会
長
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
入
る
と
日
本
の
安
全
保
障
へ
影
響
が
あ
る
か
、
日
本
に
は
安
保
条
約
が
あ
る
、
し
か
し
日
米
間
の
長
期
維
持
の
保
障
が
欲
し
い
、
そ
れ
が
あ
る
と
党
内
を
説
得
し
や
す
い
、
充
分
話
し
て
き
て
ほ
し
い
、
と
話
し
て
い
ま
す
ね
。
 
白
鳥
 
党
か
ら
の
要
望
で
す
か
。
 
数
原
 
党
側
。
訪
米
し
て
そ
の
よ
う
な
話
を
し
て
き
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
次
に
２
番
と
書
い
て
あ
る
。
核
持
ち
込
み
の
問
題
で
す
。
外
か
ら
見
る
と
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
解
釈
に
食
い
違
い
が
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
は
持
ち
込
み
と
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
関
係
な
い
と
言
う
が
、
日
本
国
民
は
そ
う
は
思
わ
な
い
、
そ
れ
か
ら
日
本
側
は
領
海
の
通
過
も
で
き
な
い
と
解
釈
し
て
い
て
、
岸
内
閣
以
来
十
分
話
し
合
っ
て
食
い
違
い
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
タ
カ
派
は
問
題
に
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
は
直
接
関
係
な
い
の
で
す
が
、
非
核
三
原
則
の
う
ち
持
ち
込
ま
せ
な
い
が
有
事
に
問
題
と
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。
津
軽
海
峡
と
い
う
書
き
込
み
も
海
に
つ
い
て
は
持
ち
込
み
禁
止
と
は
関
係
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
有
田
審
議
官
の
発
言
。
総
理
は
そ
う
説
明
さ
れ
た
と
大
臣
が
言
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
総
理
は
三
原
則
で
い
い
、
米
と
密
約
す
る
の
も
問
題
と
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
て
も
全
然
問
題
は
な
い
の
だ
と
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
 
岩
間
 
そ
の
下
の
有
田
審
議
官
の
話
は
何
に
つ
い
て
で
し
ょ
う
。
 
数
原
 
海
洋
法
会
議
、
津
軽
海
峡
の
問
題
、
海
の
上
ま
で
持
ち
込
み
に
な
る
か
ら
通
過
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
い
う
、
持
ち
込
み
の
話
を
ど
こ
ま
で
広
く
解
釈
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
領
海
ま
で
延
長
、
非
常
識
か
、
米
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
は
理
不
尽
だ
、
ソ
は
仕
方
が
な
い
。
こ
れ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
。
 
武
田
 
ソ
連
の
核
搭
載
艦
船
が
通
る
の
は
仕
方
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
核
搭
載
艦
船
は
入
る
べ
か
ら
ず
と
い
う
の
は
理
不
尽
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
で
す
か
。
止
め
よ
う
が
な
い
と
。
 
数
原
 
そ
う
ね
、
な
る
ほ
ど
。
し
か
し
内
水
は
残
る
と
い
う
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
。
ご
め
ん
ね
、
私
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
 
武
田
 
こ
の
頃
問
題
に
な
っ
て
い
た
国
連
海
洋
法
条
約
で
領
海
を
12海
里
に
延
ば
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
関
係
し
た
議
論
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
ま
す
と
政
策
的
な
議
論
も
こ
の
合
同
部
会
で
は
し
て
い
る
印
象
が
あ
る
の
で
す
が
。
 
数
原
 
そ
の
次
の
ペ
ー
ジ
は
社
会
党
で
す
ね
。
 
岩
間
 
北
沢
さ
ん
が
結
構
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
 
数
原
 
抑
止
力
で
守
る
と
言
っ
た
こ
と
な
し
、
あ
ら
ゆ
る
武
器
を
使
っ
て
こ
の
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
と
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
正
面
で
の
通
常
兵
力
の
劣
勢
を
補
う
意
味
が
あ
る
の
で
、
核
兵
器
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
62 
の
基
本
線
を
守
ら
ず
核
兵
器
は
使
わ
な
い
と
な
る
と
片
手
落
ち
で
、
通
常
兵
力
で
席
捲
さ
れ
て
し
ま
う
。
 
 
北
沢
さ
ん
は
守
る
意
思
が
大
事
、
条
約
上
の
義
務
で
な
く
信
頼
関
係
が
大
切
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
中
ソ
条
約
で
両
国
が
核
の
傘
に
つ
い
て
取
極
め
を
し
た
よ
う
に
。
坂
本
さ
ん
も
そ
こ
は
一
歩
足
り
な
い
と
。
有
田
さ
ん
は
非
核
三
原
則
を
二
原
則
に
落
と
せ
と
言
っ
て
い
る
。
日
本
の
態
度
を
変
え
な
い
と
ア
メ
リ
カ
と
の
信
頼
関
係
は
あ
り
え
な
い
、
い
ま
は
事
前
協
議
が
建
前
で
持
ち
込
む
こ
と
が
あ
り
得
る
状
態
だ
と
。
 
白
鳥
 
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
の
新
聞
報
道
で
も
、
国
会
で
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
、
宮
澤
外
相
が
こ
う
い
っ
た
形
の
答
弁
を
し
て
い
る
と
い
う
の
が
出
て
き
ま
し
た
。
 
数
原
 
大
臣
は
常
に
ノ
ー
と
言
う
の
で
は
困
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
白
鳥
 
三
木
さ
ん
は
ノ
ー
も
あ
り
得
る
、
宮
澤
さ
ん
は
理
論
的
に
は
そ
う
だ
け
れ
ど
も
と
い
う
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
 
数
原
 
な
る
ほ
ど
ね
。
そ
れ
で
合
同
部
会
で
腹
を
割
っ
て
米
と
話
し
て
く
れ
と
有
田
さ
ん
が
言
い
、
大
臣
が
党
内
で
議
論
と
言
っ
て
い
る
。
 
白
鳥
 
そ
の
新
聞
報
道
は
宮
澤
訪
米
後
で
す
。
訪
米
前
の
合
同
部
会
で
の
議
論
が
日
米
間
の
協
議
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
条
約
上
の
解
釈
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
議
論
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
 
そ
れ
か
ら
、
イ
ン
ド
核
爆
発
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
り
ま
す
ね
。
や
り
者
勝
ち
、
制
裁
も
何
も
な
い
と
。
確
か
に
い
ま
ア
メ
リ
カ
が
イ
ン
ド
と
原
子
力
協
定
を
結
ん
で
、
現
実
的
に
ア
メ
リ
カ
は
ど
ん
ど
ん
や
る
の
だ
か
ら
現
状
で
は
日
本
が
損
を
す
る
だ
け
だ
と
い
う
話
は
私
も
外
務
次
官
に
問
題
提
起
し
ま
し
た
。
 
武
田
 
一
番
下
の
記
述
で
す
ね
。
 
数
原
 
た
だ
日
本
が
核
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
時
に
我
々
事
務
方
で
も
そ
れ
は
無
理
だ
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
一
番
い
い
の
は
み
ん
な
に
核
を
持
た
せ
て
互
い
に
牽
制
し
合
う
こ
と
だ
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
し
た
が
。
北
朝
鮮
は
自
分
が
核
を
持
っ
て
相
手
を
牽
制
す
る
と
い
う
態
度
で
す
し
、
ア
メ
リ
カ
が
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
に
核
を
持
つ
な
と
い
う
の
は
不
平
等
な
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
思
い
は
当
時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現
実
的
に
は
、
日
本
が
核
を
持
つ
と
言
っ
て
も
そ
れ
は
竹
の
刀
で
し
か
な
い
。
 
 
そ
れ
で
宮
澤
大
臣
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
改
め
て
約
束
を
と
っ
て
き
て
、
評
価
さ
れ
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
が
国
会
に
提
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
 
白
鳥
 
宮
澤
訪
米
の
場
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
が
議
題
の
一
つ
で
す
が
、
軍
縮
室
長
に
は
ど
の
よ
う
に
情
報
が
回
っ
て
く
る
の
で
す
か
。
 
数
原
 
普
通
に
電
報
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
 
武
田
 
宮
澤
訪
米
自
体
は
以
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
な
の
で
す
か
。
 
数
原
 
外
務
省
と
し
て
は
外
務
省
が
何
も
や
っ
て
な
い
で
は
な
い
か
、
核
の
不
使
用
に
つ
い
て
何
か
言
質
を
取
っ
て
く
る
べ
き
だ
、
と
い
っ
た
不
満
は
承
知
し
て
い
ま
し
た
。
 
武
田
 
こ
れ
が
一
つ
の
決
め
手
に
な
っ
て
、
党
内
が
何
と
か
お
さ
ま
っ
て
条
約
が
提
出
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
の
約
束
し
た
こ
と
は
我
々
と
し
て
も
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
な
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
一
言
と
っ
て
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き
た
、
汗
を
か
い
た
と
い
う
の
が
役
に
立
っ
た
の
で
す
。
 
武
田
 
こ
れ
は
前
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
訪
米
を
う
ま
く
使
え
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
そ
う
、
そ
の
た
め
に
行
っ
た
。
 
武
田
 
日
程
的
に
す
ご
く
あ
り
が
た
い
時
期
に
訪
米
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。
新
し
い
政
権
が
出
来
る
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
行
っ
て
い
ま
す
が
。
 
数
原
 
だ
け
ど
、
こ
れ
は
や
は
り
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
の
た
め
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
も
日
本
の
批
准
を
期
待
し
て
い
る
の
で
、
当
然
議
題
に
な
る
。
 
武
田
 
ア
メ
リ
カ
と
し
て
も
、
こ
う
い
う
形
で
日
本
に
保
障
を
与
え
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
後
押
し
す
る
の
は
問
題
な
い
わ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
だ
け
ど
も
、
す
で
に
言
っ
た
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
が
批
准
を
や
れ
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
の
は
恩
を
買
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
い
ま
あ
る
批
准
と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
と
い
う
図
式
で
す
。
そ
れ
が
外
交
と
い
う
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
は
新
し
い
取
り
組
み
や
成
果
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
が
何
か
新
し
い
責
任
を
追
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
外
交
で
す
よ
ね
。
 
武
田
 
訪
米
で
は
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
確
認
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
国
内
政
治
上
は
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
数
原
 
日
米
関
係
の
あ
う
ん
の
呼
吸
と
い
う
の
は
一
番
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
た
だ
、
日
本
は
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
国
内
世
論
は
そ
う
認
識
し
て
い
な
い
の
で
、
僕
ら
は
い
つ
も
そ
こ
で
内
外
の
板
挟
み
に
な
り
ま
す
。
内
外
の
違
い
を
説
明
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
二
枚
舌
だ
と
言
わ
れ
る
。
 
白
鳥
 
２
月
に
入
っ
て
か
ら
、
最
初
の
合
同
部
会
が
２
月
８
日
、
最
後
の
合
同
部
会
が
４
月
18日
で
宮
澤
訪
米
報
告
、
政
調
で
決
定
を
す
る
の
が
４
月
23
日
で
す
が
総
務
会
は
保
留
、
４
月
25日
に
総
務
会
提
出
決
定
と
い
う
流
れ
で
す
ね
。
約
３
カ
月
弱
の
間
は
、
基
本
的
に
は
自
民
党
と
の
や
り
と
り
が
一
番
中
心
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
い
や
、
野
党
、
産
業
界
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
も
説
明
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
こ
の
時
期
か
ら
。
 
数
原
 
こ
の
時
期
か
ら
。
自
民
党
内
の
議
論
も
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い
て
報
道
さ
れ
ま
す
し
、
産
業
界
な
ど
も
そ
れ
を
見
守
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
そ
れ
に
自
民
党
で
総
務
会
ま
で
通
し
た
の
に
野
党
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
い
た
の
で
は
、
今
度
は
野
党
が
む
く
れ
ま
す
。
政
治
家
と
い
う
の
は
俺
の
と
こ
ろ
に
説
明
に
来
た
、
来
な
い
と
い
う
の
を
一
番
気
に
す
る
人
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
ち
ら
は
走
り
回
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
重
要
な
の
で
す
。
 
白
鳥
 
実
際
の
批
准
ま
で
に
は
さ
ら
に
１
年
以
上
か
か
る
わ
け
で
す
が
、
い
ま
振
り
返
ら
れ
て
国
会
提
出
ま
で
の
時
期
を
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
 
数
原
 
最
終
的
に
は
継
続
審
議
に
持
ち
込
ま
れ
た
わ
け
で
、
権
力
闘
争
の
中
で
の
仕
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
木
政
権
へ
の
反
発
も
あ
っ
て
、
自
民
党
が
分
裂
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
、
権
力
闘
争
の
次
元
の
問
題
に
な
り
ま
し
た
か
ら
。
 
白
鳥
 
こ
れ
ほ
ど
の
密
度
で
、
自
民
党
内
で
議
論
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
後
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。
根
回
し
を
や
り
続
け
て
、
国
会
提
出
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
継
続
審
議
と
い
っ
て
も
山
を
一
つ
超
え
て
い
ま
す
か
64 
ら
、
後
は
そ
れ
を
ど
う
最
後
ま
で
持
っ
て
い
く
か
と
い
う
話
に
な
る
わ
け
で
す
。
 
武
田
 
こ
の
段
階
で
は
今
国
会
は
も
う
通
ら
な
い
と
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
最
終
的
に
は
中
曽
根
幹
事
長
が
判
断
す
る
の
で
す
ね
。
 
武
田
 
中
曽
根
さ
ん
が
そ
う
い
う
判
断
に
至
る
前
は
い
か
が
で
し
た
か
。
 
数
原
 
そ
の
段
階
で
は
ま
だ
一
生
懸
命
や
っ
て
い
て
、
外
に
も
そ
う
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
ま
た
お
話
し
す
る
再
検
討
会
議
で
は
、
日
本
の
主
張
が
数
多
く
取
り
込
ま
れ
ま
し
た
か
ら
ね
。
 
武
田
 
で
は
、
今
日
は
こ
れ
ぐ
ら
い
で
。
次
回
は
再
検
討
会
議
の
お
話
か
ら
再
開
す
る
と
い
う
こ
と
で
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
、
そ
う
し
て
く
だ
さ
い
。
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■
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
１
回
再
検
討
会
議
 
 武
田
 
大
使
、
今
日
も
先
週
に
引
き
続
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
週
は
、
お
渡
し
し
た
質
問
事
項
の
４
、
１
９
７
５
年
４
月
に
宮
澤
外
相
が
訪
米
し
て
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
側
と
会
談
し
た
と
こ
ろ
ま
で
お
聞
き
し
ま
し
た
。
 
 
今
日
は
そ
の
次
の
５
、
前
回
の
一
番
最
後
に
少
し
だ
け
さ
わ
り
を
お
話
い
た
だ
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
第
１
回
再
検
討
会
議
か
ら
で
す
。
初
め
て
の
再
検
討
会
議
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
後
５
年
ご
と
に
や
る
会
議
よ
り
も
か
な
り
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
会
議
に
ど
の
よ
う
な
対
処
方
針
で
臨
ま
れ
た
の
か
、
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
国
会
に
提
出
し
た
日
本
政
府
が
こ
の
会
議
に
何
を
求
め
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
日
本
は
第
１
回
再
検
討
会
議
か
ら
締
約
国
と
し
て
出
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
審
議
を
促
進
し
、
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
国
内
政
治
上
の
理
由
か
ら
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
再
検
討
会
議
の
前
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
 
武
田
 
そ
の
直
後
に
会
議
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
れ
で
、
そ
の
再
検
討
会
議
の
開
幕
直
前
に
急
に
加
盟
国
が
増
え
て
全
部
で
92カ
国
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
中
に
ド
イ
ツ
も
入
り
ま
し
た
し
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
は
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
が
入
り
ま
し
た
。
 
武
田
 
い
ま
大
使
が
ご
覧
に
な
ら
れ
て
い
る
の
は
手
帳
の
ど
こ
で
し
ょ
う
。
 
数
原
 
再
検
討
会
議
と
い
う
こ
と
で
、
手
帳
４
の
真
ん
中
よ
り
す
こ
し
前
で
す
。
会
議
開
幕
時
に
は
92カ
国
と
な
っ
た
と
書
い
て
あ
っ
て
、
主
な
国
は
大
体
入
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
核
保
有
国
で
は
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ン
ド
が
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
他
に
パ
キ
ス
タ
ン
、
南
米
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
す
。
 
 
条
約
の
加
盟
国
が
増
え
、
そ
の
意
義
が
だ
ん
だ
ん
と
国
際
社
会
で
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
日
本
も
そ
う
し
た
国
際
的
な
動
き
に
参
加
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
、
国
内
で
も
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
条
約
を
強
化
し
、
核
を
持
つ
国
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
よ
う
訴
え
て
い
く
の
が
い
い
、
核
軍
縮
の
推
進
や
原
子
力
平
和
利
用
の
促
進
と
い
っ
た
批
准
の
条
件
も
整
っ
た
、
我
が
国
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
も
日
米
同
盟
が
あ
る
、
と
い
う
議
論
で
す
。
そ
う
い
う
中
で
開
催
さ
れ
た
の
が
第
１
回
の
再
検
討
会
議
で
し
た
。
 
日
本
に
と
っ
て
こ
の
会
議
に
臨
む
ポ
イ
ン
ト
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
前
か
ら
言
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
対
す
る
基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
、
特
に
日
本
に
と
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
大
体
も
う
出
尽
く
し
て
い
る
。
日
本
の
安
全
保
障
、
不
平
等
条
約
と
い
う
性
格
、
そ
れ
か
ら
平
和
利
用
の
３
点
セ
ッ
ト
で
す
。
で
す
か
ら
再
検
討
会
議
に
も
こ
の
３
点
で
臨
む
と
い
う
戦
略
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
い
ま
言
い
ま
し
た
よ
う
に
加
盟
国
が
増
え
、
国
際
的
な
モ
ー
メ
ン
タ
ム
が
増
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
日
本
の
主
張
が
ど
こ
ま
で
反
映
さ
れ
る
か
を
、
国
内
で
自
民
党
が
見
て
い
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。
 
68 
日
本
と
し
て
何
よ
り
求
め
た
の
は
条
約
の
見
直
し
や
有
効
期
限
に
関
す
る
事
項
で
す
。
日
本
と
し
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
軍
縮
や
平
和
利
用
の
促
進
と
い
っ
た
自
分
た
ち
の
主
張
が
本
当
に
実
現
し
て
い
く
の
か
を
注
視
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
定
期
的
に
レ
ビ
ュ
ー
を
す
る
機
会
を
設
け
る
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
永
久
の
条
約
と
し
て
固
定
化
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
 
そ
う
い
っ
た
日
本
の
主
張
が
、
こ
の
会
議
の
最
終
宣
言
に
は
全
て
入
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
ア
メ
リ
カ
に
は
日
本
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
国
際
社
会
で
も
、
西
ド
イ
ツ
に
続
い
て
日
本
に
も
早
く
入
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
自
身
の
重
み
が
違
っ
て
き
ま
す
か
ら
。
 
武
田
 
再
検
討
会
議
そ
の
も
の
は
、
日
本
の
提
案
も
あ
っ
て
条
約
の
形
成
段
階
で
入
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
参
加
す
る
国
の
範
囲
や
資
格
は
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
再
検
討
会
議
は
基
本
的
に
締
約
国
の
会
議
で
す
。
 
武
田
 
し
か
し
日
本
は
、
署
名
は
し
た
け
れ
ど
も
批
准
は
し
て
い
な
い
。
他
に
も
そ
う
い
う
国
が
多
数
い
ま
す
ね
。
 
数
原
 
し
か
し
特
に
日
本
に
は
入
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
い
う
形
で
の
出
席
に
な
り
ま
し
た
。
 
武
田
 
こ
れ
は
何
か
規
定
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
い
や
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
な
ど
に
つ
い
て
特
に
規
定
は
何
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
日
本
の
主
張
も
で
き
る
だ
け
聞
く
と
い
う
こ
と
で
参
加
で
き
た
。
 
も
と
も
と
条
約
の
形
成
段
階
で
も
、
東
京
で
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
協
議
し
た
の
で
す
。
そ
の
頃
、
我
々
は
軍
縮
問
題
に
関
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
人
数
も
少
な
く
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
出
か
け
て
い
っ
て
協
議
で
き
る
ほ
ど
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
状
態
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
側
が
東
京
に
来
て
米
ソ
が
作
成
し
た
条
約
の
原
案
に
つ
い
て
協
議
し
、
日
本
側
の
考
え
も
聞
い
た
。
 
ま
た
我
々
も
、
再
検
討
会
議
で
成
果
を
出
し
て
国
内
の
批
准
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
特
に
再
検
討
会
議
の
最
後
の
段
階
に
な
る
と
、
採
択
文
書
に
日
本
の
提
案
や
主
張
が
ど
の
ぐ
ら
い
入
っ
て
い
る
か
と
か
い
う
こ
と
を
、
会
議
が
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
も
連
絡
し
合
っ
て
確
認
す
る
。
一
方
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
か
ら
は
、
日
本
の
批
准
の
見
通
し
を
聞
か
れ
る
の
で
そ
れ
を
説
明
す
る
。
最
後
は
電
話
で
文
言
を
確
認
し
、
批
准
の
状
況
を
説
明
す
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。
私
の
手
帳
を
見
た
ら
わ
か
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
５
月
末
の
採
択
直
前
は
連
日
電
話
し
て
、
土
日
も
出
勤
し
て
、
結
果
が
わ
か
れ
ば
す
ぐ
国
内
の
関
係
方
面
に
情
報
を
流
し
て
い
ま
す
。
 
白
鳥
 
こ
の
時
、
再
検
討
会
議
に
実
際
に
出
席
し
て
い
た
の
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
軍
縮
代
表
部
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
他
に
東
京
か
ら
何
人
か
出
席
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
。
 
白
鳥
 
数
原
軍
縮
室
長
の
役
割
と
い
う
の
は
、
こ
の
会
議
に
関
し
て
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
私
の
役
割
は
い
ま
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
、
東
京
で
方
針
を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
平
和
利
用
の
確
保
、
不
平
等
性
の
解
消
、
そ
れ
か
ら
日
本
の
安
全
保
障
な
ど
に
つ
い
て
日
本
の
主
張
が
ど
こ
ま
で
反
映
さ
れ
る
か
、
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再
検
討
会
議
で
ど
こ
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
 
武
田
 
と
い
う
こ
と
は
、
現
場
で
は
別
の
方
が
指
揮
を
と
っ
て
お
ら
れ
て
、
大
使
は
軍
縮
室
長
と
し
て
東
京
で
全
体
の
調
整
、
出
先
と
の
連
絡
、
政
策
の
形
成
と
い
っ
た
全
体
を
見
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
全
体
を
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
関
心
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
国
内
の
反
対
派
を
い
か
に
説
得
す
る
か
で
し
た
。
 
白
鳥
 
会
議
の
前
に
、
日
本
の
案
が
ど
れ
く
ら
い
最
終
宣
言
に
挿
入
さ
れ
る
か
、
と
い
う
見
通
し
は
あ
り
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
い
や
、
そ
れ
は
や
っ
て
み
な
き
ゃ
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
当
時
国
内
で
は
、
外
務
省
は
国
内
で
国
会
に
向
か
っ
て
早
く
批
准
し
ろ
と
言
う
だ
け
で
な
く
外
に
向
か
っ
て
汗
を
か
け
、
と
い
う
の
が
基
本
的
な
空
気
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
日
本
が
重
視
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
解
決
し
た
、
と
い
う
形
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
再
検
討
会
議
で
は
、
そ
こ
で
の
議
論
な
り
最
終
宣
言
な
り
の
行
方
を
常
に
見
て
、
そ
れ
を
国
会
や
自
民
党
に
逐
一
報
告
を
す
る
。
つ
ま
り
国
内
と
国
際
の
間
の
接
点
に
立
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
武
田
 
日
本
は
会
議
開
催
直
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
国
会
に
提
出
で
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
も
し
で
き
な
か
っ
た
ら
再
検
討
会
議
で
は
日
本
は
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
日
本
は
少
な
く
と
も
５
年
前
に
署
名
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
な
ら
ば
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
い
う
形
で
参
加
は
で
き
ま
す
。
た
だ
し
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
い
ま
言
っ
た
よ
う
に
日
本
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
の
意
図
が
あ
っ
た
。
 
岩
間
 
署
名
し
た
が
批
准
し
て
い
な
い
国
は
７
ヵ
国
参
加
し
て
い
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
、
日
本
、
パ
ナ
マ
、
ス
イ
ス
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
ト
ル
コ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
す
。
全
く
署
名
し
て
い
な
く
て
参
加
し
た
国
も
あ
る
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
点
日
本
は
堂
々
と
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
 
岩
間
 
会
議
の
直
前
、
日
本
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
保
障
措
置
予
備
交
渉
が
妥
結
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
大
使
は
直
接
立
ち
会
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 
数
原
 
直
接
は
関
係
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
科
学
課
の
担
当
で
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
と
交
渉
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
私
ど
も
も
交
渉
は
注
視
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
が
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
の
保
障
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
保
障
措
置
を
実
施
す
る
主
体
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
変
わ
る
こ
と
で
日
本
の
技
術
が
漏
れ
か
ね
な
い
よ
う
な
形
で
査
察
が
行
わ
れ
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
。
つ
ま
り
新
た
な
保
障
措
置
で
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
の
待
遇
を
得
る
、
西
ド
イ
ツ
と
同
じ
待
遇
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
原
子
力
産
業
に
と
っ
て
も
、
批
准
の
た
め
に
も
重
要
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
外
務
省
か
ら
は
科
学
課
が
、
他
に
通
産
省
や
科
技
庁
か
ら
も
関
係
者
が
出
て
交
渉
を
し
、
満
足
の
い
く
成
果
が
出
て
、
批
准
を
後
押
し
し
た
と
い
う
図
式
で
す
。
 
武
田
 
そ
れ
以
外
の
要
素
と
し
て
、
先
ほ
ど
次
第
に
批
准
国
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
批
准
す
る
国
の
数
以
外
に
、
た
と
え
ば
大
使
の
作
成
さ
れ
た
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
、
１
９
７
４
年
３
月
に
西
ド
イ
70 
ツ
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
西
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
個
々
の
国
の
動
向
と
い
う
の
は
影
響
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
ろ
そ
ろ
日
本
も
批
准
し
な
い
と
、
と
い
う
空
気
に
は
な
り
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
そ
う
で
す
。
国
際
社
会
が
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
も
日
本
で
は
、
中
国
や
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
は
な
ぜ
入
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
不
平
等
条
約
に
日
本
が
入
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
際
社
会
の
モ
ー
メ
ン
タ
ム
が
も
う
こ
れ
以
上
核
兵
器
を
持
つ
国
が
増
え
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
方
向
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
日
本
も
そ
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い
ほ
う
が
国
益
の
た
め
に
な
る
と
い
う
判
断
だ
っ
た
。
 
岩
間
 
中
国
が
初
め
て
核
実
験
し
て
か
ら
約
10年
経
っ
た
頃
で
す
ね
。
日
中
関
係
も
核
実
験
当
時
と
は
ず
い
ぶ
ん
空
気
が
変
わ
っ
て
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
国
内
で
中
国
、
特
に
そ
の
核
兵
器
が
脅
威
だ
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
不
平
等
条
約
だ
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
、
中
国
に
対
し
て
抱
か
れ
て
い
る
ほ
ど
の
懸
念
は
な
か
っ
た
と
僕
は
思
い
ま
す
。
当
時
は
む
し
ろ
デ
タ
ン
ト
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
主
た
る
脅
威
は
米
ソ
の
戦
争
だ
っ
た
わ
け
で
す
、
30年
前
の
中
国
は
い
ま
ほ
ど
大
き
な
脅
威
で
は
な
か
っ
た
し
、
核
保
有
国
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
北
朝
鮮
も
同
じ
で
す
。
全
然
そ
う
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
問
題
は
圧
倒
的
な
核
戦
力
を
持
つ
米
ソ
が
ど
う
す
る
か
で
し
た
。
 
岩
間
 
別
の
方
の
研
究
に
よ
る
と
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
ユ
ー
ラ
ト
ム
の
間
の
保
障
措
置
協
定
締
結
交
渉
は
難
航
し
て
１
９
７
３
年
ま
で
か
か
り
、
そ
れ
を
受
け
て
よ
う
や
く
ユ
ー
ラ
ト
ム
諸
国
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
を
始
め
て
い
ま
す
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
か
。
私
も
西
ド
イ
ツ
に
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
行
き
ま
し
た
が
、
ユ
ー
ラ
ト
ム
で
守
ら
れ
て
い
る
西
ド
イ
ツ
と
日
本
で
は
、
安
全
保
障
の
面
で
も
平
和
利
用
の
面
で
も
違
う
と
い
う
こ
と
を
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
言
い
ま
し
た
。
日
本
は
裸
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
た
だ
西
ド
イ
ツ
に
も
そ
れ
な
り
に
、
ア
メ
リ
カ
に
見
捨
て
ら
れ
る
不
安
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
結
局
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
い
う
枠
組
み
が
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に
ア
メ
リ
カ
が
本
当
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
 
数
原
 
そ
れ
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
そ
れ
で
も
、
単
独
で
ア
メ
リ
カ
だ
け
に
全
部
頼
っ
て
い
る
日
本
と
、
ユ
ー
ラ
ト
ム
で
平
和
利
用
を
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
安
全
保
障
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
西
ド
イ
ツ
で
は
違
い
ま
す
。
 
も
ち
ろ
ん
当
時
は
、
ま
だ
発
展
途
上
の
日
本
の
原
子
力
産
業
を
育
て
る
必
要
は
あ
っ
た
。
し
か
し
中
曽
根
さ
ん
で
は
な
い
で
す
が
、
他
の
国
は
ま
だ
入
っ
て
い
な
い
の
に
な
ぜ
日
本
だ
け
が
そ
の
不
平
等
条
約
に
喜
々
と
し
て
入
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
の
問
題
が
あ
っ
た
。
 
岩
間
 
ド
イ
ツ
で
も
同
様
に
、
保
守
の
右
派
は
不
平
等
条
約
だ
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
並
み
だ
と
主
張
す
る
政
治
家
が
い
ま
し
た
。
 
数
原
 
日
本
と
同
根
で
す
ね
。
 
岩
間
 
そ
れ
が
次
第
に
少
数
派
に
な
っ
て
い
き
、
や
が
て
社
民
党
主
導
の
政
権
に
交
代
し
て
空
気
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
ず
っ
と
自
民
党
で
す
ね
。
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数
原
 
そ
の
後
も
。
し
か
し
党
内
で
は
三
木
派
と
タ
カ
派
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
た
。
日
本
で
は
党
の
間
で
は
な
く
て
自
民
党
内
の
軋
轢
に
な
っ
た
。
 
岩
間
 
三
木
さ
ん
は
国
民
に
は
人
気
が
あ
り
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
も
う
。
た
だ
、
三
木
政
権
が
誕
生
し
た
の
は
椎
名
裁
定
を
は
じ
め
と
し
て
内
政
上
の
理
由
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
も
内
政
問
題
に
な
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
も
あ
る
程
度
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
。
 
武
田
 
大
使
が
作
成
さ
れ
た
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
の
中
で
、
再
検
討
会
議
の
後
、
説
明
に
行
っ
た
自
民
党
の
合
同
会
議
や
外
交
委
員
会
で
す
ご
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
っ
た
方
が
評
価
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
全
体
的
に
そ
う
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
日
本
の
主
張
が
数
多
く
取
り
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
評
価
さ
れ
て
国
会
に
提
出
さ
れ
る
。
た
だ
そ
の
後
も
、
ま
だ
ま
だ
党
内
で
は
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
 
岩
間
 
質
問
５
の
参
考
に
入
れ
た
国
会
会
議
録
で
は
社
会
党
の
河
上
民
雄
さ
ん
が
質
問
に
立
た
れ
て
い
ま
す
ね
。
 
数
原
 
今
井
さ
ん
も
衆
議
院
外
務
参
考
委
員
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
批
准
に
賛
成
の
立
場
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
完
全
で
は
な
い
け
れ
ど
も
国
益
か
ら
見
て
批
准
が
プ
ラ
ス
に
な
る
、
デ
タ
ン
ト
に
よ
っ
て
核
が
事
実
上
使
え
な
く
な
っ
て
い
く
と
い
っ
た
広
い
観
点
か
ら
の
考
慮
に
基
づ
け
ば
安
全
保
障
上
も
批
准
に
問
題
は
な
い
、
ア
メ
リ
カ
が
守
っ
て
く
れ
て
い
る
、
原
子
力
平
和
利
用
も
国
際
的
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
議
論
で
す
。
 
こ
れ
は
要
す
る
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
署
名
し
て
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
国
際
情
勢
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
本
来
、
日
本
の
安
全
保
障
や
軍
縮
の
見
地
か
ら
さ
ほ
ど
論
争
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
不
平
等
条
約
だ
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
を
前
提
の
上
で
米
ソ
は
こ
の
条
約
を
つ
く
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
国
内
で
の
議
論
は
、
そ
の
原
点
に
帰
っ
て
日
本
の
安
全
保
障
を
洗
い
直
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
点
で
は
日
本
と
国
際
社
会
の
議
論
が
ず
れ
て
い
る
。
 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
再
検
討
会
議
で
は
日
本
の
主
張
が
よ
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
認
識
も
あ
っ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
批
准
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識
が
自
民
党
、
民
社
党
、
社
会
党
な
ど
に
広
ま
っ
た
。
や
は
り
広
島
・
長
崎
の
経
験
が
あ
る
中
で
、
核
を
持
と
う
と
い
う
立
場
か
ら
国
内
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
 
岩
間
 
90カ
国
ぐ
ら
い
が
出
席
し
て
い
る
再
検
討
会
議
と
い
う
の
は
、
ど
の
国
が
仕
切
る
の
で
す
か
。
や
は
り
米
英
ソ
で
す
か
。
 
数
原
 
国
連
総
会
の
一
般
討
論
と
同
じ
で
、
最
初
に
参
加
国
全
て
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
表
明
し
、
そ
の
中
で
方
向
性
が
決
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
時
に
は
ま
だ
最
終
宣
言
の
文
言
を
め
ぐ
る
交
渉
で
は
な
い
で
す
か
ら
、
各
国
が
何
を
重
視
し
て
い
る
か
を
ぶ
つ
け
合
う
。
そ
の
後
、
宣
言
の
ド
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
も
で
き
、
議
長
国
を
中
心
に
交
渉
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
 
岩
間
 
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
い
ろ
い
ろ
な
委
員
会
の
議
長
を
し
て
い
ま
す
ね
。
特
に
日
本
に
配
慮
を
し
た
国
と
い
う
の
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
、
豪
州
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。
日
本
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
は
熱
心
な
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
推
進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
、
豪
州
で
す
。
そ
う
い
う
国
々
に
日
本
国
内
で
は
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
詳
し
く
説
明
し
つ
つ
、
再
検
討
会
議
で
の
こ
ち
ら
の
主
張
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
か
72 
ら
、
先
方
も
聞
く
耳
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
 
岩
間
 
か
な
り
広
範
な
ロ
ビ
イ
ン
グ
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
主
要
ポ
ス
ト
の
ほ
と
ん
ど
を
と
っ
て
い
ま
す
ね
。
 
数
原
 
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
、
そ
れ
か
ら
カ
ナ
ダ
が
熱
心
に
活
動
し
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
原
点
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
す
。
国
連
総
会
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
毎
年
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
決
議
案
と
い
う
の
を
出
し
て
く
る
。
そ
れ
が
日
の
目
を
見
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
原
点
に
な
り
ま
す
。
 
武
田
 
欧
州
の
中
小
国
が
主
導
し
た
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
う
国
は
ド
イ
ツ
等
と
違
っ
て
小
回
り
が
き
き
ま
す
。
た
と
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
先
ん
じ
て
原
子
力
発
電
を
始
め
、
先
ん
じ
て
原
子
力
発
電
を
や
め
た
国
で
す
。
さ
ら
に
政
治
的
に
も
、
大
国
が
動
く
と
国
際
政
治
上
の
影
響
が
大
変
大
き
い
で
す
が
、
中
小
国
な
ら
次
々
と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
核
問
題
に
限
ら
ず
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
よ
う
に
思
い
つ
い
た
ら
何
で
も
出
し
て
く
る
。
 
武
田
 
カ
ナ
ダ
と
か
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
資
源
国
で
す
ね
。
で
き
れ
ば
ウ
ラ
ン
を
輸
出
し
た
い
と
い
う
経
済
的
な
思
惑
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
核
不
拡
散
上
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
入
っ
て
い
る
国
で
な
い
と
ま
ず
い
が
、
同
時
に
経
済
上
は
日
本
も
大
事
な
客
だ
と
い
う
事
情
で
す
。
 
数
原
 
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
現
実
的
な
利
益
と
い
う
よ
り
も
、
い
わ
ば
小
国
の
生
き
が
い
と
し
て
、
大
国
を
相
手
に
国
際
政
治
の
場
で
丁
々
発
止
の
や
り
と
り
を
し
、
存
在
価
値
を
高
め
る
と
い
う
図
式
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 
武
田
 
再
検
討
会
議
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
日
本
の
提
案
の
中
で
、
一
番
国
内
で
受
け
が
よ
か
っ
た
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
大
使
作
成
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
だ
と
非
核
保
有
国
の
安
全
保
障
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
 
数
原
 
安
保
理
決
議
２
５
５
も
そ
う
で
す
が
、
国
際
的
に
重
要
だ
っ
た
の
が
こ
の
問
題
で
す
。
日
本
は
ま
だ
ア
メ
リ
カ
に
依
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
西
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
あ
り
、
ユ
ー
ラ
ト
ム
が
あ
る
。
し
か
し
た
と
え
ば
ス
イ
ス
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
い
っ
た
中
立
国
は
そ
れ
が
な
い
で
す
し
、
他
の
多
く
の
国
も
そ
う
で
す
。
 
白
鳥
 
自
民
党
内
で
は
、
有
田
圭
輔
外
務
委
員
長
か
ら
80点
と
れ
た
と
い
う
評
価
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
使
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
れ
ば
日
本
の
主
張
は
全
面
的
に
最
終
宣
言
に
挿
入
さ
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
外
務
省
事
務
当
局
と
し
て
は
む
し
ろ
１
０
０
点
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
よ
。
自
画
自
賛
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
１
０
０
点
と
言
っ
て
説
明
し
た
。
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
ア
メ
リ
カ
な
ど
関
係
国
に
も
日
本
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
思
が
強
か
っ
た
。
 
白
鳥
 
こ
れ
は
外
務
省
と
し
て
は
期
待
ど
お
り
、
も
し
く
は
期
待
以
上
の
成
果
が
と
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
期
待
ど
お
り
で
し
た
。
そ
れ
で
日
本
国
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
何
が
何
で
も
阻
止
し
た
い
人
た
ち
が
い
る
わ
け
で
、
何
で
も
反
対
の
口
実
に
は
な
り
ま
す
が
。
 
白
鳥
 
と
は
い
え
４
月
の
宮
澤
外
相
訪
米
、
５
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
１
回
再
検
討
会
議
と
、
２
つ
外
務
省
の
大
き
な
努
力
が
あ
っ
た
。
 
数
原
 
そ
れ
が
評
価
さ
れ
た
。
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■
 
通
常
国
会
で
の
審
議
 
 数
原
 
そ
れ
で
も
内
政
上
は
、
自
民
党
が
分
裂
す
る
と
い
う
懸
念
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
野
党
が
文
句
を
言
う
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
公
明
党
で
は
、
あ
れ
ほ
ど
自
民
党
が
、
中
曽
根
幹
事
長
が
批
准
し
て
く
れ
と
頼
ん
で
き
て
、
党
内
を
ま
と
め
た
と
思
っ
た
ら
延
期
が
決
ま
っ
て
後
ろ
か
ら
銃
撃
さ
れ
た
格
好
に
な
っ
た
。
私
の
手
帳
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
中
曽
根
さ
ん
も
、
来
国
会
で
は
必
ず
通
す
と
一
生
懸
命
言
い
訳
を
し
て
い
る
。
社
会
党
に
は
公
職
選
挙
法
を
優
先
さ
せ
た
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
不
満
が
残
っ
た
。
 
 
結
局
の
と
こ
ろ
、
三
木
さ
ん
が
最
後
に
説
得
を
諦
め
た
の
で
す
。
そ
し
て
中
曽
根
さ
ん
に
も
う
ち
ょ
っ
と
待
て
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ
に
素
直
に
従
っ
た
。
と
は
い
え
自
民
党
内
の
情
勢
を
一
番
見
て
い
る
の
は
中
曽
根
幹
事
長
で
、
無
理
押
し
し
て
党
を
分
裂
さ
せ
た
ら
政
権
が
危
う
か
っ
た
。
 
武
田
 
今
国
会
で
は
駄
目
だ
と
い
う
感
じ
に
な
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
。
最
初
に
国
会
に
提
出
し
た
時
は
、
今
国
会
で
通
す
と
い
う
見
通
し
は
一
応
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
一
応
見
通
し
は
あ
り
ま
し
た
。
総
理
と
外
務
大
臣
が
や
ろ
う
と
い
う
決
定
を
し
ま
し
た
し
ね
。
し
か
し
出
し
て
み
た
ら
喧
々
諤
々
の
議
論
に
な
っ
た
。
 
岩
間
 
４
月
の
外
相
訪
米
、
５
月
の
再
検
討
会
議
で
80点
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
と
は
言
え
、
６
月
の
外
務
委
員
会
で
延
べ
34時
間
の
審
議
と
い
う
の
は
相
当
な
も
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
国
会
で
の
条
約
の
審
議
に
は
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
何
時
間
も
審
議
を
し
た
上
で
、
最
後
の
締
め
く
く
り
総
括
質
問
に
総
理
が
出
て
、
発
言
し
て
そ
れ
で
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
と
手
を
打
っ
て
条
約
を
採
択
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
も
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
し
た
。
十
分
審
議
時
間
を
と
っ
て
、
衆
議
院
の
外
務
委
員
会
で
も
党
で
も
議
論
を
し
た
。
後
は
総
理
が
来
て
最
後
の
総
括
質
問
を
や
れ
ば
い
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
。
共
産
党
を
除
く
各
党
の
間
で
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
上
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
自
民
党
の
中
が
最
後
ま
で
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
そ
う
す
る
と
、
野
党
対
策
も
や
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
よ
。
 
岩
間
 
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
説
明
に
行
っ
た
が
、
帰
っ
て
く
る
と
自
民
党
の
中
が
け
ん
か
し
て
い
た
と
。
 
数
原
 
と
い
う
よ
り
、
中
曽
根
幹
事
長
が
い
ま
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
や
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
こ
れ
は
も
う
神
の
一
言
で
す
。
 
岩
間
 
そ
れ
は
ど
の
段
階
で
す
か
。
 
数
原
 
も
う
最
後
の
段
階
で
す
。
最
後
ま
で
み
ん
な
や
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
我
々
も
、
そ
れ
か
ら
他
の
野
党
や
。
こ
こ
ま
で
根
回
し
を
し
て
、
議
論
を
し
て
、
野
党
ま
で
引
き
込
ん
で
批
准
し
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
と
言
っ
て
い
た
自
民
党
が
、
党
内
事
情
か
ら
継
続
審
議
に
す
る
と
言
い
出
し
た
。
当
然
野
党
は
反
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
手
帳
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。
 
武
田
 
手
帳
５
の
最
初
の
方
で
し
ょ
う
か
。
継
続
審
議
確
定
と
い
う
タ
ブ
を
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
 
数
原
 
衆
議
院
、
継
続
審
議
確
定
と
い
う
の
が
６
月
18日
で
す
ね
。
こ
こ
に
も
書
い
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
日
中
平
和
友
好
条
約
と
日
韓
大
陸
棚
条
約
も
こ
74 
の
時
、
審
議
さ
れ
て
い
た
。
 
岩
間
 
非
核
三
原
則
と
あ
る
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
非
核
三
原
則
の
実
効
性
と
い
う
の
は
、
社
会
党
の
楢
崎
弥
之
助
さ
ん
が
、
持
ち
込
ま
せ
ず
に
関
し
て
具
体
的
な
努
力
を
す
べ
き
だ
、
実
際
に
は
持
ち
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
を
し
て
い
た
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
政
策
を
と
っ
て
い
て
、
核
兵
器
の
配
備
に
つ
い
て
否
定
も
肯
定
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
わ
か
れ
ば
そ
こ
を
狙
わ
れ
ま
す
か
ら
。
 
 
そ
の
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
が
継
続
審
議
に
な
っ
た
時
の
メ
モ
で
す
。
社
会
党
の
石
橋
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
中
曽
根
さ
ん
が
一
度
は
批
准
へ
の
賛
成
を
依
頼
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
一
生
懸
命
党
内
を
ま
と
め
た
の
に
、
今
度
は
党
内
事
情
か
ら
今
国
会
で
は
や
め
て
く
れ
、
来
国
会
は
必
ず
通
そ
う
と
言
わ
れ
て
怒
っ
た
わ
け
だ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
河
野
洋
平
さ
ん
も
条
約
案
を
た
く
さ
ん
出
し
過
ぎ
た
と
言
っ
て
い
る
。
 
白
鳥
 
こ
れ
は
各
議
員
の
事
務
所
に
行
か
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
行
っ
て
話
を
聞
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｔ
云
々
と
い
う
よ
り
、
国
会
運
営
の
方
法
に
反
発
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
外
務
省
の
各
担
当
課
と
し
て
は
、
条
約
の
採
択
な
い
し
批
准
が
積
み
残
さ
れ
た
ら
次
に
回
さ
れ
る
わ
け
で
、
当
然
自
分
の
担
当
の
も
の
を
優
先
し
て
く
れ
と
言
う
。
 
武
田
 
そ
の
次
、
河
野
洋
平
さ
ん
の
下
は
外
交
部
会
長
の
坂
本
三
十
次
さ
ん
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
石
橋
・
中
曽
根
会
談
で
、
中
曽
根
さ
ん
が
来
国
会
で
は
批
准
す
る
と
説
明
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
三
木
事
務
所
で
は
、
三
木
首
相
が
最
後
は
も
う
や
る
気
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
 
武
田
 
力
尽
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
と
い
う
よ
り
、
中
曽
根
さ
ん
が
そ
う
言
っ
て
、
か
つ
党
を
割
っ
た
ら
三
木
政
権
が
倒
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
内
政
の
問
題
で
す
。
 
白
鳥
 
来
国
会
と
い
う
の
は
次
の
年
の
通
常
国
会
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
い
う
意
味
で
す
。
 
武
田
 
臨
時
国
会
で
は
な
い
。
 
数
原
 
そ
の
時
に
は
そ
れ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
次
は
公
明
党
の
渡
部
一
郎
。
行
き
づ
ま
っ
た
理
由
を
公
明
党
が
説
明
し
て
い
る
。
社
会
党
は
公
職
選
挙
法
を
ぜ
ひ
通
し
た
か
っ
た
と
。
 
白
鳥
 
公
明
党
の
渡
部
さ
ん
は
先
ほ
ど
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
中
曽
根
幹
事
長
が
後
ろ
か
ら
銃
撃
し
た
と
言
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
数
原
 
公
明
党
は
た
と
え
ば
社
会
党
ほ
ど
左
の
立
場
に
立
つ
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
。
た
だ
派
閥
次
元
の
問
題
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
見
送
る
の
は
け
し
か
ら
ん
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
民
社
党
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
も
う
こ
の
段
階
で
は
賛
成
に
踏
み
切
っ
て
い
た
、
で
も
政
治
的
な
思
惑
も
あ
っ
て
、
政
府
の
お
願
い
に
な
か
な
か
う
ん
と
は
言
い
ま
せ
ん
、
し
か
し
ど
こ
か
で
も
う
「
う
ん
」
と
言
わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
う
言
っ
て
い
た
後
で
、
自
民
党
の
派
閥
争
い
で
見
送
り
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
野
党
が
怒
っ
た
ん
で
す
。
 
そ
れ
と
こ
こ
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
予
算
や
条
約
も
含
め
、
外
務
省
は
国
会
対
策
が
下
手
で
す
。
外
務
省
は
国
際
交
渉
ば
か
り
。
私
も
大
蔵
省
主
計
局
で
予
算
を
や
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
他
省
庁
は
予
算
を
通
す
た
め
に
大
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変
な
根
回
し
を
し
て
い
て
、
予
算
を
ど
う
つ
け
る
か
で
争
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
族
も
い
る
。
し
か
し
外
務
省
は
外
交
や
安
全
保
障
と
い
っ
た
国
益
が
あ
る
と
い
う
事
情
か
ら
か
、
そ
う
い
う
交
渉
が
下
手
で
す
。
 
岩
間
 
日
韓
、
日
中
に
つ
い
て
は
外
務
省
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
が
い
る
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
地
域
局
で
す
。
 
岩
間
 
そ
れ
以
外
に
全
体
、
国
会
の
状
況
を
見
る
人
た
ち
も
い
る
わ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
も
う
次
官
で
あ
り
、
条
約
局
で
す
。
 
白
鳥
 
官
房
長
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
両
方
で
す
。
た
だ
そ
れ
も
外
務
省
が
ど
う
こ
う
で
き
る
話
で
は
な
い
。
各
党
の
国
会
対
策
委
員
長
や
幹
事
長
が
内
政
の
見
地
か
ら
判
断
し
ま
す
の
で
、
外
務
省
は
あ
ま
り
動
か
な
い
。
 
白
鳥
 
そ
の
時
は
大
河
原
良
雄
さ
ん
が
官
房
長
で
、
翌
年
１
月
に
松
永
信
雄
さ
ん
に
代
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
条
約
局
長
は
松
永
さ
ん
、
翌
１
９
７
６
年
に
中
島
敏
次
郎
さ
ん
で
す
ね
。
 
数
原
 
条
約
の
批
准
と
い
う
の
は
条
約
局
長
が
取
り
仕
切
り
ま
す
。
国
会
答
弁
も
全
部
条
約
局
長
で
す
。
 
武
田
 
松
永
さ
ん
が
条
約
局
長
、
官
房
長
と
い
う
形
で
幹
部
の
中
で
は
重
要
な
ポ
ス
ト
に
い
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
一
方
で
自
民
党
で
は
、
国
対
委
員
長
が
宇
野
宗
佑
さ
ん
で
す
。
宇
野
さ
ん
に
つ
い
て
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。
 
数
原
 
い
ま
と
同
じ
よ
う
に
、
各
党
と
の
調
整
は
国
対
が
取
り
仕
切
る
わ
け
で
す
。
 
白
鳥
 
こ
の
時
の
審
議
の
中
身
に
つ
い
て
当
時
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
 
数
原
 
宮
澤
さ
ん
の
答
弁
は
完
璧
で
し
た
。
普
通
、
外
務
大
臣
は
後
ろ
か
ら
さ
さ
や
か
な
い
と
答
弁
で
な
か
な
か
思
う
と
お
り
に
言
っ
て
く
れ
な
い
。
外
務
大
臣
が
何
と
言
う
か
は
一
言
で
あ
っ
て
も
決
定
的
で
す
。
そ
の
点
、
宮
澤
さ
ん
は
頭
脳
明
晰
で
す
し
英
語
を
あ
れ
だ
け
し
ゃ
べ
ら
れ
る
人
は
い
な
い
。
彼
が
答
弁
し
て
く
れ
る
か
ら
、
事
務
方
は
安
心
し
て
い
ま
し
た
。
出
勤
し
て
く
る
時
に
車
の
中
で
読
ん
で
も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
で
す
。
そ
の
か
わ
り
秘
書
官
と
は
常
に
連
絡
し
て
い
ま
し
た
が
。
 
 
一
番
や
っ
た
の
は
三
木
さ
ん
に
こ
ん
に
ゃ
く
版
を
毎
朝
届
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
版
と
い
う
の
は
、
国
会
の
前
の
日
に
質
問
と
り
を
す
る
の
で
す
。
社
会
党
の
こ
の
議
員
が
こ
う
い
う
質
問
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
、
こ
ん
に
ゃ
く
版
と
い
う
、
ガ
リ
版
を
切
っ
た
よ
う
な
も
の
を
夜
に
僕
ら
が
作
成
し
て
、
朝
に
は
官
邸
に
届
け
る
。
そ
の
と
き
の
秘
書
官
が
北
村
汎
さ
ん
で
す
。
総
理
は
そ
れ
を
見
て
答
弁
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
武
田
 
１
時
間
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
の
で
、
少
し
休
憩
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
。
 
 （
休
 
憩
）
 
 ■
 
通
常
国
会
後
の
議
論
 
 数
原
 
そ
の
後
の
国
会
も
同
じ
く
、
モ
ー
メ
ン
タ
ム
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
76 
に
一
生
懸
命
に
根
回
し
を
続
け
ま
し
た
。
政
治
家
は
す
ぐ
忘
れ
る
の
で
、
ま
た
一
か
ら
説
明
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
、
情
報
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
い
な
い
と
駄
目
な
の
で
す
。
 
岩
間
 
こ
れ
は
三
木
さ
ん
が
直
接
関
係
し
た
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
し
か
し
最
後
は
、
青
嵐
会
を
含
め
て
、
反
対
派
も
次
第
に
た
め
に
す
る
議
論
は
言
わ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
辺
が
矛
の
収
め
時
だ
と
思
う
ま
で
や
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
世
論
づ
く
り
も
重
要
で
し
た
。
 
岩
間
 
た
だ
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
Ｎ
Ｐ
Ｔ
か
ら
脱
退
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
説
明
は
か
な
り
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
た
め
に
す
る
議
論
で
す
し
、
脱
退
す
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
入
ら
な
け
れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
、
と
切
り
返
さ
れ
ま
し
た
よ
。
 
い
ま
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は
日
本
の
安
全
保
障
、
外
交
上
の
一
つ
の
節
目
で
あ
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
核
を
持
つ
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
は
っ
き
り
と
認
識
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
し
か
し
国
際
的
に
は
日
本
は
す
ぐ
持
て
る
だ
ろ
う
と
い
つ
も
言
わ
れ
ま
す
。
 
数
原
 
今
井
さ
ん
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
持
て
る
技
術
は
あ
る
。
問
題
は
こ
の
前
言
っ
た
よ
う
に
弾
頭
で
は
な
く
て
誘
導
技
術
や
運
搬
体
で
あ
り
、
核
戦
力
を
ど
う
築
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
国
際
的
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
発
効
の
後
は
デ
タ
ン
ト
が
本
格
化
す
る
時
期
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
転
機
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
時
期
に
、
日
本
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
加
わ
ら
な
い
と
い
う
選
択
は
な
か
っ
た
と
僕
は
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
不
平
等
条
約
で
あ
り
、
日
本
の
安
全
保
障
を
ど
う
確
保
す
る
か
、
平
和
利
用
で
い
か
に
ハ
ン
デ
ィ
を
持
た
な
い
よ
う
に
す
る
か
と
い
っ
た
課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
が
。
 
岩
間
 
こ
の
時
の
議
論
は
、
歴
史
研
究
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
署
名
し
た
と
こ
ろ
で
大
体
記
述
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
後
の
批
准
の
過
程
が
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ
う
し
て
検
証
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
数
原
 
そ
う
い
う
意
味
が
あ
る
な
ら
、
僕
も
来
る
価
値
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。
 
白
鳥
 
日
本
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
調
印
す
る
時
、
批
准
す
る
時
の
議
論
と
い
う
の
は
、
い
ま
も
ま
た
核
に
関
し
て
は
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
 
数
原
 
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
北
朝
鮮
や
中
国
の
問
題
が
あ
り
ま
す
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
不
平
等
条
約
的
な
性
格
も
そ
の
ま
ま
で
す
ね
。
そ
の
点
を
認
識
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
 
武
田
 
１
９
７
５
年
か
ら
１
９
７
６
年
に
か
け
て
の
短
い
間
に
も
同
じ
よ
う
な
議
論
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
１
９
７
６
年
の
国
会
で
の
議
論
は
既
に
な
さ
れ
た
も
の
を
蒸
し
返
し
て
い
ま
す
。
 
武
田
 
基
本
的
に
１
９
７
５
年
ま
で
に
出
た
も
の
以
外
の
論
点
は
な
い
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
ほ
と
ん
ど
な
い
。
例
外
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
そ
の
後
の
核
軍
縮
に
関
し
て
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｖ
弾
頭
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
へ
の
署
名
か
ら
批
准
の
間
に
は
、
平
和
的
核
爆
発
（
Ｐ
Ｎ
Ｅ
：
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e
a
c
e
fu
l n
u
c
le
a
r e
x
p
lo
sio
n
s）
の
問
題
も
出
て
い
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
イ
ン
ド
が
１
９
７
４
年
に
平
和
的
核
爆
発
だ
と
主
張
し
て
核
実
験
を
し
た
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
し
か
し
不
平
等
性
や
平
和
利
用
、
安
全
保
障
と
い
っ
た
基
本
的
な
性
格
や
問
題
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
内
容
的
に
新
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
す
る
、
あ
る
い
は
核
軍
縮
に
つ
い
て
駐
日
大
使
だ
っ
た
Ｕ
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
来
て
も
ら
う
と
い
っ
た
こ
と
く
ら
い
で
す
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
１
９
７
３
年
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
交
渉
の
ア
メ
リ
カ
側
首
席
代
表
を
務
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
僕
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
行
っ
た
時
に
お
願
い
し
て
日
本
に
来
て
も
ら
っ
て
、
直
接
の
担
当
者
か
ら
米
ソ
核
軍
縮
交
渉
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
時
系
列
的
に
は
三
木
＝
フ
ォ
ー
ド
会
談
の
方
が
少
し
前
に
な
る
の
で
す
ね
。
１
９
７
５
年
の
８
月
で
す
。
 
数
原
 
ア
メ
リ
カ
の
関
与
に
つ
い
て
、
宮
澤
さ
ん
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
さ
ん
と
の
間
で
外
相
同
士
の
口
約
束
を
し
た
。
三
木
＝
フ
ォ
ー
ド
会
談
で
は
共
同
声
明
に
挿
入
さ
れ
た
。
 
白
鳥
 
こ
の
時
は
三
木
さ
ん
が
ご
ね
て
、
共
同
声
明
は
日
米
が
個
別
に
作
成
し
、
共
同
新
聞
発
表
が
実
質
的
な
共
同
声
明
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
に
「
核
兵
力
で
あ
れ
通
常
兵
力
で
あ
れ
、
日
本
へ
の
武
力
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
、
米
国
は
日
本
を
防
衛
す
る
と
い
う
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く
誓
約
を
引
き
続
き
守
る
旨
確
言
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
 
数
原
 
「
核
兵
力
で
あ
れ
通
常
兵
力
で
あ
れ
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
重
要
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
ソ
連
に
対
し
て
通
常
兵
力
で
は
劣
勢
で
し
た
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
核
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
「
核
兵
力
で
あ
れ
通
常
兵
力
で
あ
れ
」
、
と
い
う
文
言
が
入
る
。
逆
に
言
え
ば
こ
の
点
に
抵
触
す
る
た
め
に
い
ま
話
題
に
な
っ
て
い
る
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
反
対
し
た
。
端
的
に
核
兵
器
は
使
わ
な
い
と
言
っ
た
の
で
は
、
通
常
兵
力
に
よ
る
侵
攻
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
 
白
鳥
 
こ
の
時
の
日
米
首
脳
会
談
に
は
軍
縮
室
長
と
し
て
何
か
関
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
あ
ま
り
記
憶
に
な
い
。
 
岩
間
 
手
帳
を
見
て
い
ま
す
と
、
１
９
７
５
年
８
月
に
な
っ
て
「
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
」
と
い
う
言
葉
が
突
然
怒
涛
の
ご
と
く
出
て
き
ま
す
。
次
の
質
問
７
で
お
聞
き
す
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
の
訪
日
に
関
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
が
来
た
の
は
９
月
で
す
が
、
私
は
８
月
12日
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
軍
縮
委
員
会
で
行
っ
た
時
に
ア
メ
リ
カ
代
表
部
に
行
っ
て
会
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。
そ
れ
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
の
訪
日
の
時
期
を
調
整
し
ま
し
た
。
米
ソ
間
の
軍
縮
が
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
交
渉
で
ど
の
よ
う
に
い
ま
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、
た
と
え
ば
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｖ
の
問
題
や
オ
ン
サ
イ
ト
の
検
証
、
さ
ら
に
は
中
国
の
核
開
発
能
力
へ
の
評
価
、
ア
メ
リ
カ
の
ソ
連
核
戦
力
に
対
す
る
評
価
な
ど
を
説
明
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
不
平
等
条
約
だ
と
い
う
国
内
の
批
判
に
対
応
し
て
、
軍
縮
へ
の
取
り
組
み
が
い
か
に
進
ん
で
い
る
か
を
示
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
狙
い
で
し
た
。
 
武
田
 
大
使
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
に
依
頼
に
行
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
８
月
12日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 
武
田
 
ア
メ
リ
カ
側
に
別
ル
ー
ト
で
依
頼
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
ま
さ
に
こ
78 
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
の
た
め
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
に
依
頼
を
さ
れ
た
と
。
 
数
原
 
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
外
に
米
ソ
間
で
は
、
デ
タ
ン
ト
の
只
中
で
ブ
レ
ジ
ネ
フ
訪
米
な
ど
他
に
も
大
事
な
国
際
政
治
上
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ド
＝
ブ
レ
ジ
ネ
フ
会
談
が
７
月
末
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 
白
鳥
 
外
交
儀
礼
上
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
の
方
が
か
な
り
格
上
に
な
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す
が
。
 
数
原
 
そ
れ
は
そ
う
で
す
。
 
武
田
 
ど
う
い
う
形
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
に
会
い
に
行
か
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
政
治
家
で
は
な
い
し
、
元
駐
日
大
使
で
し
た
か
ら
話
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
白
鳥
 
こ
の
時
は
ど
う
い
う
メ
ン
バ
ー
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
に
会
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
私
が
誰
と
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
メ
モ
帳
に
書
い
て
な
い
か
な
。
内
容
的
に
は
大
使
の
訪
日
の
時
期
で
、
い
ま
何
か
東
郷
さ
ん
に
伝
え
て
お
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
と
聞
い
て
い
る
。
他
に
ブ
レ
ジ
ネ
フ
訪
米
、
ソ
連
の
核
開
発
能
力
へ
の
評
価
、
米
ソ
の
核
戦
力
バ
ラ
ン
ス
な
ど
で
す
。
 
武
田
 
訪
日
の
時
期
と
い
う
こ
と
は
、
訪
日
自
体
は
そ
の
前
か
ら
調
整
を
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
。
 
岩
間
 
運
搬
手
段
や
ミ
サ
イ
ル
の
数
、
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
爆
撃
機
の
制
限
、
そ
れ
か
ら
査
察
の
問
題
な
ど
が
あ
っ
て
、
ま
だ
米
ソ
間
で
交
渉
を
続
け
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
説
明
に
い
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
し
ょ
う
。
自
民
党
の
中
で
随
分
説
明
し
ま
し
た
。
不
平
等
性
を
ど
う
や
っ
て
解
消
す
る
の
だ
と
い
う
批
判
を
受
け
て
、
核
軍
縮
が
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
、
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
交
渉
が
随
分
進
ん
で
い
る
の
で
す
、
と
い
う
説
明
を
し
た
。
 
白
鳥
 
新
聞
記
事
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
関
連
す
る
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
政
治
レ
ベ
ル
で
の
接
触
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
大
使
の
手
帳
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
防
衛
庁
、
外
務
省
に
は
行
か
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
久
保
（
卓
也
）
防
衛
事
務
次
官
に
も
会
っ
て
い
ま
す
。
 
武
田
 
事
務
方
へ
の
説
明
が
中
心
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
を
基
に
自
民
党
は
じ
め
各
所
で
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
と
、
軍
縮
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
話
の
裏
づ
け
が
と
れ
て
い
る
と
い
う
説
明
を
し
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
を
招
く
と
い
う
案
は
い
つ
頃
浮
上
し
て
き
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
覚
え
て
い
な
い
で
す
。
私
の
手
帳
で
は
８
月
に
な
っ
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
、
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
い
っ
た
単
語
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
ま
す
。
 
岩
間
 
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
は
８
月
３
日
か
ら
随
分
長
い
間
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
の
訪
日
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
８
月
12日
、
米
代
表
部
、
B
o
ta
n
ic
の
向
い
、
1
 R
u
e
 d
e
 L
a
 P
a
ix
と
記
さ
れ
た
左
の
ペ
ー
ジ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
a
n
y
 m
e
ssa
g
e
s to
 M
r. T
o
g
o
と
あ
る
。
 
数
原
 
つ
ま
り
い
つ
来
ら
れ
る
か
、
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
で
き
た
ら
来
る
か
、
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
交
渉
は
い
つ
頃
妥
結
す
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
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岩
間
 
こ
の
時
の
話
が
９
月
に
実
現
し
た
の
で
す
ね
。
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
関
し
て
は
、
日
本
政
府
で
は
ど
こ
が
担
当
し
て
い
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
軍
縮
室
で
す
。
 
岩
間
 
か
な
り
詳
し
い
ブ
リ
ー
フ
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
手
帳
に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
来
日
９
月
22日
ブ
リ
ー
フ
と
書
い
て
あ
る
。
次
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
防
衛
庁
の
久
保
卓
也
次
官
、
丸
山
昂
防
衛
局
長
、
三
好
防
衛
課
長
。
さ
ら
に
そ
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
９
月
22
日
３
時
50分
～
５
時
10分
、
東
郷
、
大
河
原
、
山
崎
、
大
塚
、
数
原
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
、
ホ
ジ
ソ
ン
、
ピ
ー
ト
リ
ー
参
事
官
、
マ
ッ
ケ
ル
ロ
イ
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
。
ジ
ェ
シ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
は
い
つ
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
国
会
で
の
審
議
状
況
や
党
内
の
状
況
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
お
け
る
大
使
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
こ
う
い
う
手
帳
類
が
残
っ
て
い
る
と
、
ビ
ビ
ッ
ド
に
そ
の
時
の
記
憶
が
蘇
っ
て
き
ま
す
ね
。
 
白
鳥
 
雑
談
め
い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
文
書
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
だ
と
読
み
取
れ
な
い
空
気
や
行
間
を
こ
う
し
て
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
補
え
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
常
識
ほ
ど
残
ら
な
い
の
で
、
非
常
に
困
る
の
で
す
。
 
岩
間
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
接
点
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
思
い
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
で
勉
強
し
ま
す
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
で
勉
強
し
ま
す
か
ら
。
 
数
原
 
両
方
と
も
核
兵
器
に
関
す
る
問
題
で
す
か
ら
。
 
武
田
 
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
手
帳
か
ら
外
務
省
と
防
衛
庁
に
行
か
れ
た
こ
と
は
わ
か
る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
は
あ
ま
り
行
か
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
な
い
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
と
か
政
治
家
と
か
に
は
行
っ
て
い
な
い
。
 
武
田
 
で
は
、
や
は
り
実
務
レ
ベ
ル
で
。
 
数
原
 
そ
れ
は
そ
う
で
す
。
や
は
り
先
方
の
当
局
者
か
ら
話
を
聞
く
の
は
失
礼
で
す
か
ら
。
 
 ■
 
臨
時
国
会
で
の
審
議
（
１
）
 
 武
田
 
そ
の
後
、
９
月
か
ら
12月
に
か
け
て
の
臨
時
国
会
で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
関
係
で
動
き
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
大
使
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
の
間
に
軍
縮
関
係
で
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
を
説
明
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
の
必
要
性
を
再
度
訴
え
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 
白
鳥
 
そ
の
間
、
大
使
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
に
も
載
っ
て
い
ま
す
が
、
１
９
７
５
年
11月
１
日
の
新
聞
各
紙
朝
刊
で
、
三
木
・
椎
名
会
談
が
行
わ
れ
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
急
ぐ
と
確
認
さ
れ
た
、
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
質
問
票
に
参
考
と
し
て
付
け
た
と
お
り
、
予
算
委
員
会
で
は
公
明
党
の
渡
部
一
郎
さ
ん
と
三
木
首
相
の
や
り
と
り
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
１
ヵ
月
ほ
ど
前
、
９
月
23日
の
朝
日
新
聞
夕
刊
１
面
に
は
中
曽
根
幹
事
長
が
臨
時
国
会
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
は
見
送
り
へ
、
と
い
う
記
事
も
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
関
し
て
御
記
憶
の
こ
と
な
ど
ご
ざ
い
ま
す
か
。
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数
原
 
三
木
さ
ん
は
党
内
の
こ
と
を
頭
に
置
い
て
い
て
、
政
府
と
し
て
は
や
る
つ
も
り
で
す
と
い
う
一
点
張
り
で
す
ね
。
 
白
鳥
 
公
明
党
の
渡
部
さ
ん
は
10月
24日
の
予
算
委
員
会
で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
推
進
し
な
い
と
い
う
報
道
を
ふ
ま
え
て
質
問
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
三
木
さ
ん
は
外
務
委
員
会
と
し
て
は
き
ち
ん
と
進
め
て
い
く
責
任
を
持
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
渡
部
さ
ん
は
、
外
務
委
員
会
や
議
院
運
営
委
員
会
を
指
揮
し
て
い
る
の
は
自
民
党
で
あ
り
、
自
民
党
の
幹
事
長
だ
と
指
摘
し
、
三
木
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
早
期
に
批
准
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
私
の
考
え
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん
と
お
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
に
渡
部
さ
ん
は
今
国
会
で
や
る
と
い
う
意
味
で
す
か
と
聞
き
、
三
木
さ
ん
が
今
国
会
に
お
い
て
外
務
委
員
会
の
審
議
を
促
進
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い
希
望
を
私
は
持
っ
て
お
り
ま
す
と
答
え
る
。
最
後
に
渡
部
さ
ん
は
、
審
議
を
促
進
す
る
と
い
っ
て
も
、
審
議
を
促
進
し
て
継
続
審
議
を
ま
た
や
る
と
い
う
意
味
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
と
し
か
受
け
取
れ
ま
せ
ん
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
 
数
原
 
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
政
府
が
何
を
言
っ
て
も
党
が
問
題
。
そ
れ
に
対
し
て
三
木
さ
ん
は
言
質
を
与
え
て
い
な
い
の
で
す
ね
。
 
白
鳥
 
こ
の
渡
部
さ
ん
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
何
か
政
府
と
し
て
働
き
か
け
た
り
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
ん
な
も
の
は
な
い
。
国
会
の
先
生
方
に
、
僕
ら
が
何
言
っ
た
っ
て
そ
ん
な
に
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
な
人
は
い
な
い
で
す
。
 
武
田
 
結
果
と
し
て
野
党
の
側
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
進
め
た
い
外
務
省
へ
の
援
護
射
撃
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
で
す
。
公
明
党
は
か
な
り
い
ら
立
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
こ
の
問
題
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
党
内
を
ま
と
め
た
人
は
、
中
で
い
ろ
い
ろ
な
説
明
を
し
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
継
続
審
議
に
な
っ
た
の
で
責
任
を
追
及
さ
れ
る
。
 
武
田
 
公
明
党
に
は
大
使
が
説
明
に
行
か
れ
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
よ
く
行
き
ま
し
た
。
一
番
説
明
し
や
す
か
っ
た
で
す
。
話
に
行
き
や
す
い
人
が
あ
る
程
度
発
言
力
を
持
っ
て
、
党
内
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
河
野
洋
平
さ
ん
も
そ
う
。
 
白
鳥
 
こ
の
後
の
出
来
事
と
し
て
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
に
載
っ
て
い
る
の
は
12
月
15日
の
新
聞
報
道
で
、
社
会
党
の
訪
米
団
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
１
９
５
０
年
代
末
以
来
の
訪
米
団
だ
と
思
う
の
で
す
が
。
 
数
原
 
そ
こ
で
批
准
す
る
と
約
束
し
た
の
で
し
ょ
う
。
 
白
鳥
 
は
い
、
訪
米
団
が
ア
メ
リ
カ
で
批
准
の
約
束
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
河
上
民
雄
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
河
上
さ
ん
は
社
会
党
内
で
も
結
構
反
対
が
あ
っ
た
が
、
自
分
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
の
方
向
で
ま
と
め
る
よ
う
に
努
力
し
た
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
 
数
原
 
彼
は
推
進
派
で
す
ね
。
 
白
鳥
 
は
い
。
公
明
党
の
他
に
社
会
党
に
関
し
て
は
何
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
 
数
原
 
社
会
党
の
中
で
も
左
派
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
反
対
で
す
。
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
核
で
守
ら
れ
る
と
い
う
日
米
安
保
条
約
に
も
反
対
。
共
産
党
の
反
対
も
論
拠
は
そ
こ
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
米
ソ
の
馴
れ
合
い
で
そ
れ
ぞ
れ
に
相
手
の
核
兵
器
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
日
本
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
。
あ
の
頃
、
日
本
第 4 回  2017 年 12 月 21 日 
 
81 
の
左
右
両
派
が
一
つ
に
な
る
問
題
は
安
全
保
障
で
は
無
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
 
武
田
 
最
終
的
に
は
賛
成
す
る
わ
け
で
す
が
、
社
会
党
の
中
の
反
対
意
見
は
何
を
理
由
と
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
、
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
を
認
め
る
こ
と
へ
の
反
対
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
Ｎ
Ｐ
Ｔ
反
対
を
言
い
続
け
る
と
タ
カ
派
と
同
じ
立
場
に
な
っ
て
し
ま
う
。
 
白
鳥
 
そ
の
後
、
12月
17日
に
外
務
委
員
会
で
継
続
審
議
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
結
局
、
臨
時
国
会
で
の
採
択
に
は
そ
れ
ほ
ど
期
待
は
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
臨
時
国
会
で
採
択
ま
で
持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
図
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
 
岩
間
 
こ
の
時
期
は
、
椎
名
・
三
木
会
談
、
中
曽
根
・
三
木
会
談
と
い
う
タ
グ
が
手
帳
に
あ
る
の
で
す
が
、
何
か
御
記
憶
は
あ
り
ま
す
か
。
 
数
原
 
三
木
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
急
ぐ
、
椎
名
が
同
意
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
総
理
が
意
欲
を
示
し
、
椎
名
さ
ん
も
批
准
に
反
対
し
な
い
と
述
べ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
11月
１
日
、
中
曽
根
と
あ
る
と
こ
ろ
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
は
慎
重
に
、
今
国
会
処
理
を
考
え
な
い
模
様
、
参
議
院
の
反
対
派
と
話
し
合
い
進
め
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
次
は
総
理
、
お
そ
ら
く
次
の
国
会
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
。
一
方
で
右
の
ペ
ー
ジ
に
は
外
務
省
の
考
え
方
が
書
い
て
あ
っ
て
、
で
き
れ
ば
今
国
会
で
批
准
し
た
い
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
し
た
。
 
岩
間
 
10月
31日
か
ら
11月
２
日
の
間
に
、
最
終
的
な
方
針
が
自
民
党
で
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
11月
の
そ
の
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
外
務
委
員
会
理
事
会
に
宮
澤
大
臣
が
出
席
し
て
、
前
向
き
に
説
明
、
今
国
会
で
は
お
願
い
で
き
ぬ
だ
ろ
う
か
、
前
回
の
委
員
会
で
は
審
議
は
尽
く
し
た
、
当
委
員
会
の
方
針
を
決
め
て
ほ
し
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
行
政
府
と
し
て
は
批
准
し
な
い
の
は
困
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
上
の
国
益
を
考
え
る
と
今
国
会
で
の
批
准
は
考
え
ら
れ
な
い
か
、
こ
こ
ま
で
進
め
て
き
て
外
国
に
も
そ
う
い
う
説
明
を
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
岩
間
 
こ
こ
で
も
う
一
度
、
い
つ
や
る
か
と
い
う
山
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
と
い
う
の
は
、
本
来
新
聞
が
追
い
か
け
る
ほ
ど
大
き
な
山
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。
 
武
田
 
し
か
し
対
立
は
大
き
か
っ
た
。
 
数
原
 
内
政
上
の
対
立
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
お
も
し
ろ
い
。
 
白
鳥
 
日
本
へ
の
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
ラ
ロ
ッ
ク
証
言
が
前
年
の
１
９
７
４
年
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
事
情
も
あ
っ
て
、
核
に
関
す
る
話
題
は
新
聞
記
事
に
な
り
や
す
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
持
ち
込
み
と
い
う
の
は
、
も
う
ず
っ
と
そ
の
前
、
75年
の
審
議
で
一
番
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
。
 
岩
間
 
６
月
に
一
旦
中
曽
根
さ
ん
が
継
続
審
議
を
決
め
た
後
も
、
三
木
総
理
に
は
11月
ご
ろ
ま
で
ず
っ
と
、
何
と
か
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
臨
時
国
会
で
駄
目
な
ら
ば
次
の
通
常
国
会
と
、
寝
た
子
を
一
生
懸
命
に
な
っ
て
起
こ
そ
う
と
し
た
。
手
帳
の
右
下
に
あ
り
ま
す
が
、
民
社
党
の
永
末
（
英
一
）
さ
ん
も
自
民
党
内
を
整
理
す
る
必
要
あ
り
82 
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
 
岩
間
 
11月
上
旬
に
随
分
協
議
を
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
予
算
委
員
会
で
総
理
が
突
き
上
げ
ら
れ
た
後
に
三
木
・
椎
名
会
談
。
野
党
は
も
う
そ
れ
ほ
ど
問
題
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
自
民
党
内
が
争
点
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
自
民
党
が
ま
と
ま
っ
て
や
る
と
言
っ
た
ら
も
う
通
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
し
た
。
 
白
鳥
 
政
府
が
提
出
し
て
い
る
条
約
の
批
准
に
関
す
る
こ
と
な
の
に
、
与
党
は
割
れ
て
い
て
野
党
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
て
支
持
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
55
年
体
制
の
中
で
は
珍
し
い
で
す
ね
。
 
数
原
 
た
だ
、
反
対
し
て
い
る
の
が
自
民
党
の
タ
カ
派
で
す
か
ら
。
 
武
田
 
手
帳
の
そ
の
後
ろ
に
「
風
鈴
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
対
局
長
と
あ
り
ま
す
ね
。
風
鈴
と
は
何
か
、
風
鈴
が
出
て
き
た
経
緯
。
風
鈴
は
お
そ
ら
く
、
何
か
に
く
っ
つ
い
て
い
る
も
の
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
は
直
接
関
係
の
な
い
、
日
米
安
保
強
化
や
核
持
ち
込
み
に
つ
い
て
の
問
題
、
特
に
事
前
協
議
の
問
題
と
い
っ
た
、
本
質
か
ら
は
離
れ
た
風
鈴
が
つ
い
て
い
る
。
 
白
鳥
 
こ
の
時
の
局
長
と
い
う
の
は
大
川
国
連
局
長
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
大
臣
は
打
ち
消
し
。
核
持
ち
込
み
が
風
鈴
で
す
ね
。
堅
持
、
大
臣
訪
米
、
日
米
安
保
強
化
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
に
し
か
と
れ
な
い
。
 
岩
間
 
風
鈴
の
下
の
方
、
野
党
の
受
け
取
り
方
と
い
う
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
野
党
の
受
け
取
り
方
、
国
会
で
の
議
論
、
大
臣
は
打
ち
消
し
、
総
理
に
。
こ
れ
も
核
持
ち
込
み
に
つ
い
て
の
話
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
社
会
党
川
崎
局
長
談
話
、
４
月
25日
と
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
何
で
し
ょ
う
か
。
沖
縄
返
還
後
で
す
が
、
核
の
持
ち
込
み
の
話
は
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
 
岩
間
 
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
し
ょ
う
か
。
次
回
は
最
後
の
批
准
に
至
る
過
程
の
補
足
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
数
原
 
そ
れ
と
過
去
の
経
緯
の
検
証
に
加
え
て
、
私
な
り
の
、
不
平
等
性
や
平
和
利
用
、
核
軍
縮
と
い
っ
た
問
題
に
ど
う
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
の
考
え
も
あ
り
ま
す
。
国
際
社
会
は
い
ま
も
な
お
、
核
を
は
じ
め
と
す
る
力
に
よ
る
ご
り
押
し
と
い
う
側
面
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
日
本
が
ど
う
対
応
す
る
か
、
た
と
え
ば
安
保
理
改
革
を
ど
う
す
る
か
、
日
本
は
核
非
保
有
国
の
ま
ま
拒
否
権
な
し
の
安
保
理
常
任
理
事
国
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
す
。
 
武
田
 
次
回
ま
と
め
て
、
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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■
 
臨
時
国
会
で
の
審
議
（
２
）
 
 武
田
 
前
回
は
質
問
票
の
７
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
が
日
本
に
来
ら
れ
た
１
９
７
５
年
の
９
月
ま
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
 
 
で
す
の
で
今
日
は
７
か
ら
で
す
。
１
９
７
５
年
９
月
か
ら
12月
に
か
け
て
、
一
度
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
国
会
に
提
出
す
る
の
で
す
が
、
中
曽
根
幹
事
長
が
延
期
を
決
定
し
、
９
月
か
ら
は
臨
時
国
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
ど
う
い
う
動
き
が
あ
っ
た
の
か
は
、
な
か
な
か
公
開
資
料
か
ら
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。
 
数
原
 
基
本
的
に
は
、
公
の
場
と
い
う
か
、
国
会
で
の
議
論
は
そ
の
前
の
段
階
で
も
う
全
部
出
尽
く
し
て
い
ま
す
。
署
名
後
の
５
年
間
で
十
分
議
論
は
し
て
い
た
。
し
か
も
通
常
国
会
で
の
総
理
の
総
括
質
問
も
終
わ
っ
て
、
あ
と
は
批
准
す
る
か
し
な
い
か
を
決
定
す
る
だ
け
と
い
う
段
階
ま
で
議
論
は
進
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
後
に
は
も
う
新
し
い
論
点
は
出
て
こ
な
い
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
で
は
何
を
や
っ
て
い
た
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
も
っ
ぱ
ら
根
回
し
で
す
。
裏
の
舞
台
の
話
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
 
武
田
 
誰
に
対
す
る
根
回
し
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
ま
ず
賛
否
が
割
れ
た
自
民
党
内
の
各
勢
力
で
す
。
特
に
玉
置
和
郎
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
タ
カ
派
の
人
た
ち
は
、
有
事
へ
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
で
は
な
い
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
進
展
が
な
い
と
批
准
に
向
け
て
党
内
が
納
得
し
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
ま
た
批
准
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
注
文
を
つ
け
た
人
た
ち
も
い
た
。
さ
ら
に
自
民
党
内
の
対
立
が
こ
の
ま
ま
進
め
ば
自
民
党
が
分
裂
し
か
ね
な
い
と
懸
念
す
る
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。
当
時
の
三
木
政
権
を
支
え
る
勢
力
は
少
数
で
し
た
か
ら
。
そ
れ
か
ら
も
ち
ろ
ん
野
党
各
党
、
そ
れ
か
ら
メ
デ
ィ
ア
、
産
業
界
に
も
説
明
を
し
ま
し
た
。
 
 
当
時
私
た
ち
は
、
次
の
国
会
で
批
准
で
き
な
い
な
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
永
久
に
批
准
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
継
続
審
議
に
な
っ
た
臨
時
国
会
の
間
は
、
こ
こ
ま
で
持
っ
て
き
た
火
を
消
さ
ず
、
モ
メ
ン
タ
ム
を
保
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
一
番
大
き
な
目
標
に
し
ま
し
た
。
 
 
こ
れ
は
三
木
政
権
が
非
常
に
不
安
定
で
、
仮
に
解
散
総
選
挙
と
な
る
と
、
継
続
審
議
ど
こ
ろ
か
廃
案
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
も
う
一
回
、
一
か
ら
同
じ
手
続
き
を
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
こ
で
重
要
に
な
っ
た
の
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
中
身
と
い
う
よ
り
も
議
論
に
か
け
る
時
間
で
し
た
。
そ
の
時
間
を
か
け
て
い
る
間
、
外
務
省
は
ど
う
や
っ
て
今
ま
で
つ
く
り
上
げ
て
き
た
モ
メ
ン
タ
ム
を
維
持
し
、
批
准
に
つ
な
げ
て
い
く
か
と
い
う
観
点
か
ら
根
回
し
を
し
ま
し
た
。
 
 
当
時
外
務
省
が
懸
念
し
て
い
た
の
は
、
も
し
こ
れ
が
廃
案
に
な
れ
ば
、
日
本
の
国
際
信
用
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
前
の
通
常
国
会
の
頃
か
ら
、
在
京
ア
メ
リ
カ
大
使
館
を
中
心
に
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
し
ば
し
ば
聞
か
れ
ま
し
た
。
再
検
討
会
議
で
も
、
日
本
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い
意
向
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
最
終
宣
言
に
日
本
の
提
案
が
全
部
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
入
っ
た
の
で
す
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
保
障
措
置
協
定
で
も
、
平
和
利
用
に
関
し
て
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
の
待
遇
を
確
保
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
案
と
な
れ
ば
、
様
々
な
場
で
日
本
が
批
准
す
る
こ
と
へ
の
期
待
を
表
明
し
、
そ
の
た
め
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
た
国
際
社
会
か
ら
の
信
用
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
86 
危
機
感
か
ら
、
外
務
省
は
全
省
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
た
わ
け
で
す
。
 
 
た
だ
し
そ
の
た
め
の
説
明
で
出
て
く
る
議
論
に
新
し
い
も
の
は
出
て
こ
な
い
。
 
武
田
 
こ
れ
ま
で
と
同
じ
こ
と
を
説
明
さ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
内
政
的
に
は
、
批
准
し
た
場
合
に
日
本
の
安
全
保
障
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
タ
カ
派
的
な
議
論
の
他
、
よ
り
広
く
、
原
子
力
産
業
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
議
論
も
幅
広
く
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 
武
田
 
原
子
力
産
業
界
は
基
本
的
に
は
批
准
賛
成
な
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。
経
団
連
な
ど
も
含
め
、
基
本
的
に
は
賛
成
。
特
に
日
本
の
原
子
力
産
業
は
ま
だ
技
術
面
で
ア
メ
リ
カ
の
援
助
を
受
け
て
い
ま
し
た
し
、
ウ
ラ
ン
を
輸
入
す
る
必
要
も
あ
っ
た
。
日
本
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
で
き
な
い
場
合
、
技
術
移
転
や
ウ
ラ
ン
の
輸
出
を
止
め
ら
れ
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
平
和
利
用
に
関
し
て
は
平
和
的
核
爆
発
（
Ｐ
Ｎ
Ｅ
）
の
問
題
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｐ
Ｎ
Ｅ
と
言
っ
て
も
軍
事
目
的
の
核
実
験
と
区
別
が
つ
か
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
実
際
そ
の
後
、
イ
ン
ド
が
Ｐ
Ｎ
Ｅ
と
称
し
て
核
実
験
を
行
う
わ
け
で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
で
ど
こ
ま
で
規
制
さ
れ
る
か
と
い
う
懸
念
が
残
っ
て
い
た
。
 
武
田
 
反
対
し
た
の
は
基
本
的
に
は
自
民
党
内
の
タ
カ
派
で
す
か
。
 
数
原
 
自
民
党
内
の
タ
カ
派
と
、
野
党
の
中
で
も
共
産
党
は
最
後
ま
で
反
対
し
ま
し
た
し
、
社
会
党
に
も
議
論
が
あ
っ
た
。
次
の
政
権
や
選
挙
、
権
力
闘
争
と
関
連
す
る
内
政
上
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
が
捉
え
ら
れ
た
と
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
核
の
問
題
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
論
争
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
特
に
臨
時
国
会
の
間
は
、
政
策
や
理
念
よ
り
も
そ
う
し
た
内
政
の
側
面
が
強
く
出
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 
岩
間
 
臨
時
国
会
が
始
ま
る
時
点
で
は
、
自
民
党
内
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
を
進
め
る
と
い
う
申
し
合
わ
せ
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
一
応
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
最
後
の
総
務
会
で
は
中
曽
根
さ
ん
が
、
批
准
す
る
と
い
う
方
向
で
合
意
は
大
体
で
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
今
言
っ
た
よ
う
な
党
内
の
事
情
か
ら
、
も
う
少
し
様
子
を
見
な
い
と
自
民
党
の
中
が
割
れ
て
し
ま
う
と
判
断
し
た
。
党
が
分
裂
し
て
廃
案
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
た
一
か
ら
出
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
な
ど
諸
外
国
に
対
し
て
批
准
の
手
続
き
が
進
ん
で
い
る
と
言
い
、
い
わ
ば
そ
れ
を
餌
に
し
て
外
交
上
の
成
果
を
得
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
が
蓋
を
あ
け
て
み
た
ら
駄
目
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
も
外
交
上
大
変
な
失
点
に
な
る
と
い
う
判
断
で
す
。
 
白
鳥
 
少
し
時
期
を
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
臨
時
国
会
で
は
最
終
的
に
、
１
９
７
５
年
12月
に
継
続
審
議
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
当
初
か
ら
、
臨
時
国
会
で
通
す
の
は
厳
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
だ
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
 
白
鳥
 
そ
う
な
る
と
、
継
続
審
議
を
織
り
込
ん
だ
上
で
、
次
の
通
常
国
会
で
通
す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
根
回
し
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
織
り
込
み
済
み
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
で
き
れ
ば
臨
時
国
会
で
通
し
た
い
な
と
い
う
気
持
ち
は
持
っ
て
い
ま
し
た
。
国
会
で
必
要
な
審
議
は
も
う
全
部
終
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
と
は
内
政
上
の
様
々
な
思
惑
の
中
で
合
意
を
ど
う
形
成
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 
第 5 回  2018 年 1 月 24 日 
87 
岩
間
 
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
説
得
す
る
対
象
は
野
党
と
い
う
よ
り
自
民
党
で
す
か
。
 
数
原
 
全
部
で
す
。
た
だ
野
党
に
は
自
民
党
に
対
す
る
反
発
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
が
頼
む
ぞ
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
最
後
は
継
続
審
議
に
し
た
と
い
う
構
図
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
の
段
階
で
、
三
木
さ
ん
は
自
民
党
の
中
を
説
得
し
て
批
准
を
進
め
る
方
途
を
出
せ
な
か
っ
た
の
で
す
。
中
曽
根
さ
ん
も
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
。
 
岩
間
 
で
は
出
せ
る
な
ら
出
し
た
い
と
い
う
方
向
で
、
12月
ま
で
の
臨
時
国
会
を
過
ご
し
た
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
も
ち
ろ
ん
そ
の
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
も
批
准
す
る
と
説
明
し
、
再
検
討
会
議
で
も
非
核
兵
器
国
に
対
す
る
安
全
保
障
か
ら
平
和
利
用
ま
で
、
様
々
な
問
題
で
日
本
の
主
張
を
取
り
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
も
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
か
ら
、
日
本
の
反
対
派
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
が
不
平
等
条
約
だ
と
言
う
け
れ
ど
も
、
核
軍
縮
は
こ
れ
だ
け
進
ん
で
い
ま
す
よ
と
い
う
説
明
を
し
て
も
ら
っ
た
。
米
ソ
が
進
め
る
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
交
渉
の
責
任
者
に
説
明
を
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
努
力
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
 
武
田
 
野
党
の
反
発
に
関
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
共
産
党
は
反
対
で
す
が
、
た
と
え
ば
公
明
党
の
渡
部
さ
ん
も
質
問
８
の
参
考
に
載
せ
ま
し
た
と
お
り
、
自
民
党
が
一
度
出
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
党
内
の
対
立
か
ら
継
続
審
議
に
し
た
と
言
っ
て
総
理
を
非
難
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
は
内
政
の
問
題
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
理
念
の
問
題
で
は
な
く
て
政
治
の
現
場
の
問
題
だ
っ
た
。
 
白
鳥
 
臨
時
国
会
で
通
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
諸
外
国
か
ら
何
か
反
応
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
僕
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
は
必
死
に
な
っ
て
こ
う
い
う
根
回
し
を
し
て
い
ま
す
、
次
の
通
常
国
会
が
始
ま
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
と
い
う
説
明
は
し
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
も
そ
の
点
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
 
武
田
 
大
使
が
作
成
さ
れ
た
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
、
11月
１
日
に
各
紙
の
朝
刊
で
三
木
・
椎
名
会
談
の
話
が
出
て
い
る
と
お
書
き
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
手
帳
８
に
も
ち
ょ
う
ど
そ
の
あ
た
り
の
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。
大
使
が
「
椎
名
・
三
木
」
「
中
曽
根
・
三
木
」
と
い
う
タ
グ
を
つ
け
て
お
ら
れ
て
、
こ
の
頃
の
手
帳
の
記
載
を
見
ま
す
と
連
続
し
て
会
談
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
ま
ず
三
木
・
椎
名
会
談
で
す
が
、
こ
れ
は
三
木
さ
ん
に
本
当
に
や
る
気
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
と
言
質
を
と
ろ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
 
武
田
 
こ
れ
は
転
換
点
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
三
木
総
理
は
批
准
を
急
ぐ
、
椎
名
さ
ん
も
そ
れ
に
同
意
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
総
理
が
意
欲
を
示
し
た
と
い
う
、
こ
こ
が
大
事
な
点
で
す
。
結
局
最
後
は
為
政
者
が
ど
う
す
る
か
、
そ
れ
か
ら
党
幹
事
長
が
内
政
の
状
況
を
ど
う
判
断
す
る
か
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
椎
名
さ
ん
も
俺
は
や
る
ぞ
と
言
っ
て
い
る
。
 
岩
間
 
次
の
日
に
中
曽
根
さ
ん
と
お
会
い
に
な
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
こ
れ
は
、
三
木
さ
ん
に
学
者
さ
ん
の
側
近
が
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
中
曽
根
さ
ん
に
も
桃
井
さ
ん
と
い
う
ブ
レ
ー
ン
が
い
る
。
た
と
え
ば
桃
井
さ
ん
か
ら
は
、
今
幹
事
長
が
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
い
る
の
か
と
い
う
こ
88 
と
が
間
接
的
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
 
岩
間
 
手
帳
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
の
後
、
何
と
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。
 
数
原
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
慎
重
に
。
そ
の
上
は
、
三
木
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
急
ぐ
と
い
う
こ
と
、
椎
名
さ
ん
も
そ
れ
で
い
い
よ
と
同
意
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
。
 
岩
間
 
三
木
さ
ん
、
椎
名
さ
ん
は
そ
う
言
っ
た
け
れ
ど
も
、
中
曽
根
さ
ん
は
慎
重
に
と
言
う
。
 
数
原
 
そ
れ
は
党
内
の
事
情
が
あ
る
か
ら
慎
重
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
仲
間
割
れ
し
て
党
が
割
れ
る
と
い
う
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
わ
け
で
す
よ
。
こ
う
な
る
と
も
う
内
政
の
話
で
す
か
ら
、
僕
ら
は
何
も
関
与
で
き
ま
せ
ん
。
 
白
鳥
 
時
期
的
に
は
こ
の
年
末
で
前
の
解
散
か
ら
３
年
後
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
 
数
原
 
そ
れ
と
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
の
直
前
で
す
ね
。
政
治
家
は
次
の
選
挙
に
自
分
が
当
選
す
る
か
ど
う
か
、
政
党
は
次
の
選
挙
で
政
権
を
取
れ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
政
権
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
を
考
え
ま
す
。
そ
う
い
う
内
政
の
問
題
に
加
え
て
、
国
際
的
に
も
こ
の
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
で
サ
イ
ゴ
ン
が
陥
落
し
て
い
ま
す
。
政
治
家
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
内
外
の
様
々
な
動
き
に
目
配
り
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
か
じ
取
り
し
て
い
く
か
を
決
め
て
い
る
。
で
す
か
ら
僕
ら
事
務
方
の
手
は
も
う
離
れ
て
い
て
、
我
々
と
し
て
は
そ
の
決
定
を
ど
う
受
け
と
め
、
批
准
に
向
け
て
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
武
田
 
手
帳
の
右
に
あ
る
外
務
省
の
考
え
方
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
性
格
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
こ
れ
は
中
曽
根
・
三
木
会
談
を
ふ
ま
え
て
、
今
国
会
で
で
き
れ
ば
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
今
国
会
と
い
う
の
は
臨
時
国
会
で
す
。
 
武
田
 
ま
だ
１
カ
月
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
た
だ
実
際
に
は
外
務
委
員
会
や
大
臣
出
席
の
問
題
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
た
。
 
岩
間
 
そ
の
左
の
ペ
ー
ジ
の
流
れ
は
、
三
木
・
椎
名
会
談
で
な
る
べ
く
急
ご
う
と
合
意
し
た
け
れ
ど
も
、
11月
１
日
に
中
曽
根
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
待
て
と
言
っ
た
。
結
果
と
し
て
11月
２
日
の
総
理
の
決
定
は
…
…
。
 
数
原
 
遅
く
と
も
次
の
国
会
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
さ
き
ほ
ど
説
明
し
た
方
針
が
書
い
て
あ
る
。
 
岩
間
 
そ
の
頃
に
大
体
次
の
国
会
で
と
い
う
感
じ
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
 
数
原
 
次
官
を
は
じ
め
省
内
で
今
後
の
戦
略
を
検
討
し
ま
し
た
。
内
政
の
問
題
と
国
外
の
状
況
、
た
と
え
ば
内
政
上
い
つ
ま
で
に
何
が
進
展
す
る
か
、
国
際
信
用
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
ど
の
ぐ
ら
い
批
准
を
先
延
ば
し
に
で
き
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。
そ
し
て
次
の
国
会
で
は
必
ず
批
准
す
る
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
も
重
要
で
す
。
そ
の
上
で
や
る
べ
き
こ
と
を
外
務
省
の
中
で
も
議
論
し
て
、
根
回
し
を
し
て
、
周
り
か
ら
固
め
て
い
く
他
な
か
っ
た
。
 
岩
間
 
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
に
つ
い
て
は
何
か
特
別
に
御
記
憶
は
お
あ
り
で
す
か
。
 
数
原
 
特
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
と
の
関
連
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
岩
間
 
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
か
。
 
数
原
 
私
自
身
は
以
前
南
東
ア
ジ
ア
一
課
に
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
し
か
も
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
米
軍
撤
退
を
進
め
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て
い
た
か
ら
、
そ
れ
が
挫
折
し
た
、
ア
メ
リ
カ
が
敗
北
し
た
と
い
う
の
は
印
象
的
で
し
た
。
 
 
そ
れ
と
宮
澤
外
相
が
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
、
そ
れ
で
安
全
保
障
は
大
丈
夫
だ
と
言
っ
て
タ
カ
派
を
説
得
し
よ
う
と
し
ま
し
た
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
今
後
ど
う
動
く
の
か
、
日
本
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
懸
念
は
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
内
政
に
ど
う
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
の
か
不
透
明
な
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
批
准
を
進
め
た
方
が
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
 
岩
間
 
国
内
で
は
反
米
の
世
論
が
強
か
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
か
。
 
数
原
 
ベ
ト
ナ
ム
に
関
し
て
は
感
じ
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
日
本
の
安
全
保
障
は
大
丈
夫
か
、
も
う
核
を
持
た
な
く
な
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
は
本
当
に
守
っ
て
く
れ
る
の
か
と
い
う
不
安
は
あ
っ
た
。
 
白
鳥
 
案
件
に
よ
っ
て
は
世
論
の
動
向
を
見
極
め
る
必
要
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
関
し
て
は
い
か
が
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
朝
日
新
聞
を
は
じ
め
メ
デ
ィ
ア
は
賛
成
で
し
た
。
産
業
界
も
特
に
平
和
利
用
の
観
点
か
ら
賛
成
し
て
く
れ
た
。
日
本
の
国
民
的
な
感
情
か
ら
い
っ
て
も
、
た
と
え
ば
選
挙
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
反
対
と
い
っ
て
選
挙
民
が
そ
の
人
を
支
持
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
 
岩
間
 
中
曽
根
さ
ん
は
い
か
が
で
し
た
が
、
一
般
的
に
は
タ
カ
派
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
て
、
原
子
力
平
和
利
用
に
も
最
初
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
人
で
す
け
れ
ど
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
関
し
て
は
い
か
が
で
し
た
か
。
 
数
原
 
幹
事
長
で
す
か
ら
、
党
内
を
ま
と
め
る
と
い
う
の
が
彼
の
役
割
で
し
た
。
 
岩
間
 
政
治
家
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
対
し
て
ど
う
思
っ
て
い
た
か
、
印
象
は
お
持
ち
で
す
か
。
 
数
原
 
中
曽
根
さ
ん
は
三
木
政
権
を
支
え
て
い
く
と
立
場
に
あ
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
推
進
は
三
木
総
理
が
決
定
し
、
椎
名
さ
ん
、
三
木
さ
ん
あ
た
り
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
た
。
そ
れ
を
中
曽
根
さ
ん
は
幹
事
長
と
し
て
認
め
た
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
政
治
家
と
い
う
の
は
み
ん
な
政
権
を
と
る
た
め
の
争
い
ご
と
が
一
番
お
も
し
ろ
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
や
利
益
が
あ
る
わ
け
で
、
批
准
に
関
し
て
は
す
る
か
し
な
い
か
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
え
て
い
る
。
僕
ら
は
そ
れ
を
忖
度
し
な
が
ら
、
こ
の
人
に
向
か
っ
て
は
ど
う
話
を
進
め
て
い
っ
た
ら
い
い
か
を
考
え
る
。
 
岩
間
 
中
曽
根
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
に
当
た
っ
て
、
こ
の
時
点
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
わ
け
で
す
ね
。
 
数
原
 
そ
れ
は
幹
事
長
と
し
て
党
内
が
割
れ
た
ら
困
る
、
三
木
政
権
が
倒
れ
た
ら
自
民
党
と
し
て
も
損
だ
と
い
う
判
断
で
す
ね
。
 
岩
間
 
次
の
国
会
で
は
批
准
す
る
と
い
う
の
は
、
中
曽
根
さ
ん
自
身
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
僕
は
そ
う
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
な
か
な
か
表
立
っ
て
言
え
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
言
え
ば
タ
カ
派
が
ま
た
ど
う
い
う
対
応
を
す
る
か
、
党
内
の
対
立
を
見
る
野
党
が
ど
う
感
じ
る
か
。
既
に
そ
れ
ま
で
に
、
社
会
党
も
民
社
党
も
自
民
党
か
ら
批
准
を
進
め
よ
う
と
言
わ
れ
、
一
生
懸
命
そ
れ
ぞ
れ
の
党
内
を
ま
と
め
た
の
に
自
民
党
の
党
内
事
情
で
中
断
す
る
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。
 
90 
岩
間
 
中
曽
根
さ
ん
自
身
は
、
も
っ
と
時
間
が
必
要
だ
と
党
内
外
に
言
い
続
け
た
と
い
う
感
じ
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
時
三
木
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
の
は
、
宮
澤
外
相
や
鯨
岡
兵
輔
さ
ん
な
ど
み
な
ハ
ト
派
で
、
逆
に
言
え
ば
一
番
根
回
し
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
タ
カ
派
で
し
た
。
 
岩
間
 
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
中
曽
根
さ
ん
は
タ
カ
派
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
。
 
数
原
 
僕
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
関
し
て
は
。
タ
カ
派
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
批
准
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
選
択
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
前
に
触
れ
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
論
争
の
時
の
も
の
を
含
め
、
中
曽
根
さ
ん
自
身
の
い
ろ
い
ろ
な
思
惑
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。
 
 ■
 
審
議
再
開
か
ら
批
准
に
か
け
て
の
経
緯
 
 白
鳥
 
１
９
７
５
年
12月
に
継
続
審
議
が
決
ま
っ
て
、
翌
年
３
月
に
審
議
開
始
に
な
る
わ
け
で
す
け
ど
、
そ
の
間
は
臨
時
国
会
の
際
と
同
じ
よ
う
に
引
き
続
き
根
回
し
を
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
よ
。
僕
は
手
帳
と
は
別
に
、
自
分
が
何
月
何
日
に
ど
こ
へ
行
っ
た
か
と
い
う
の
を
別
途
記
録
し
て
い
ま
す
。
継
続
審
議
決
定
は
い
つ
頃
で
す
か
。
 
白
鳥
 
12月
17日
で
す
。
こ
の
前
後
の
手
帳
を
拝
見
し
ま
す
と
、
15日
に
は
社
会
党
の
訪
米
団
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、
批
准
の
約
束
を
し
て
き
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
数
原
 
そ
の
頃
は
国
連
総
会
の
最
中
で
す
。
第
１
委
員
会
で
軍
縮
問
題
を
扱
い
ま
す
の
で
、
た
と
え
ば
非
核
兵
器
国
の
安
全
保
障
問
題
を
ど
う
扱
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
我
々
も
国
内
か
ら
プ
ッ
シ
ュ
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
い
る
軍
縮
大
使
が
小
木
曽
本
雄
さ
ん
に
交
代
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
等
と
も
協
力
し
つ
つ
、
日
本
が
批
准
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
 
武
田
 
こ
の
間
は
国
内
で
は
い
っ
た
ん
小
休
止
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
次
の
国
会
が
始
ま
っ
た
ら
今
度
は
正
念
場
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
モ
メ
ン
タ
ム
は
残
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
手
帳
か
ら
も
お
わ
か
り
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に
何
回
も
、
次
官
、
有
田
外
務
審
議
官
、
国
連
局
長
な
ど
と
戦
術
を
練
る
会
議
を
し
て
い
ま
す
。
 
武
田
 
手
帳
10、
１
９
７
６
年
１
月
か
ら
３
月
の
頃
の
も
の
に
「
日
本
の
非
核
」
と
い
う
タ
グ
が
貼
ら
れ
た
箇
所
が
あ
り
ま
し
て
、
２
月
12日
、
核
防
条
約
の
本
質
は
何
か
と
い
う
メ
モ
書
き
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で
も
う
一
度
、
改
め
て
論
点
を
確
認
し
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
審
議
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
、
こ
れ
は
河
と
書
い
て
あ
る
か
ら
河
上
さ
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
２
月
12日
、
局
長
の
勉
強
会
と
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
 
武
田
 
で
は
外
務
省
内
で
の
議
論
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
今
週
の
日
本
、
こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
。
新
し
い
仕
上
げ
の
日
、
入
ら
せ
て
ほ
し
い
。
そ
の
次
は
河
上
さ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
何
を
言
っ
て
い
る
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か
と
い
う
勉
強
会
の
メ
モ
だ
と
し
た
ら
、
情
報
を
こ
こ
で
交
換
し
て
い
る
。
そ
の
下
に
核
防
条
約
の
本
質
は
何
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
 
武
田
 
外
部
の
方
を
招
い
た
勉
強
会
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
ど
う
い
う
場
だ
っ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 
 
議
論
で
出
て
く
る
非
核
三
原
則
の
問
題
と
い
う
の
は
、
核
持
ち
込
み
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
と
い
う
問
題
で
す
。
そ
の
議
論
が
全
然
国
内
で
進
ん
で
い
な
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
タ
カ
派
の
議
論
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
シ
ー
レ
ー
ン
の
問
題
等
も
含
め
て
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
議
論
を
詰
め
な
い
と
、
核
兵
器
を
持
た
な
く
な
っ
た
日
本
の
安
全
保
障
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
議
論
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
頼
る
と
い
っ
て
も
ど
の
く
ら
い
頼
り
に
な
る
か
。
特
に
ア
メ
リ
カ
が
シ
ー
レ
ー
ン
を
ど
こ
ま
で
守
っ
て
く
れ
る
か
。
産
業
界
も
そ
こ
に
関
心
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
核
防
条
約
の
本
質
の
話
で
は
な
く
て
、
安
全
保
障
の
話
に
な
る
。
 
 
そ
れ
と
右
ペ
ー
ジ
の
「
今
週
の
日
本
」
と
い
う
番
組
に
つ
い
て
は
、
前
か
ら
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
安
全
保
障
の
問
題
で
は
な
い
。
日
本
が
核
を
持
つ
と
い
う
選
択
肢
は
も
う
誰
も
本
気
で
考
え
な
い
が
、
た
め
に
す
る
議
論
を
タ
カ
派
が
出
し
て
く
る
。
そ
れ
も
説
得
し
な
い
と
い
け
な
い
。
反
対
の
た
め
の
反
対
を
ま
と
も
に
受
け
と
め
て
、
相
手
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
不
平
等
条
約
だ
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
も
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
世
論
、
新
聞
、
産
業
界
は
支
持
し
て
い
て
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
あ
る
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
批
准
を
急
ぐ
の
か
と
い
う
議
論
も
あ
る
が
、
遅
れ
た
場
合
に
ど
ん
な
不
都
合
が
生
じ
る
か
を
論
じ
た
の
が
、
「
今
週
の
日
本
」
と
い
う
番
組
な
の
で
す
ね
、
多
分
。
 
岩
間
 
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
に
関
し
て
は
何
か
影
響
し
た
と
い
う
印
象
を
お
持
ち
で
す
か
。
 
数
原
 
内
政
の
問
題
と
し
て
、
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
置
い
た
上
で
影
響
し
た
印
象
は
あ
り
ま
す
。
僕
ら
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
件
が
も
し
も
衆
議
院
解
散
に
で
も
つ
な
が
っ
た
ら
、
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
直
接
の
被
害
者
に
な
る
。
 
白
鳥
 
国
会
の
審
議
日
程
な
ど
に
影
響
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
懸
念
は
あ
り
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
あ
り
ま
し
た
。
政
治
家
の
頭
の
中
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
よ
り
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
方
が
大
き
い
で
す
か
ら
。
 
武
田
 
そ
の
後
、
質
問
９
に
つ
け
た
大
使
作
成
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
審
議
が
始
ま
っ
た
後
は
順
調
に
い
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
 
数
原
 
批
准
に
至
る
ま
で
も
う
何
も
な
い
で
す
よ
。
 
武
田
 
一
旦
始
ま
っ
た
ら
も
う
そ
ん
な
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
よ
。
タ
カ
派
も
こ
れ
以
上
抵
抗
し
て
、
汚
名
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
責
任
を
か
ぶ
せ
ら
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
源
田
さ
ん
も
非
常
に
も
の
わ
か
り
の
い
い
賢
い
人
で
す
か
ら
、
こ
こ
ら
あ
た
り
が
矛
の
収
め
時
と
考
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 
武
田
 
質
問
票
の
参
考
に
当
時
の
衆
参
の
外
務
委
員
会
の
方
々
の
名
前
を
挙
げ
て
お
き
ま
し
た
。
 
数
原
 
坂
本
三
十
次
さ
ん
、
水
野
清
さ
ん
、
毛
利
松
平
さ
ん
と
い
っ
た
衆
議
院
の
理
事
は
み
ん
な
三
木
派
で
す
し
、
参
議
院
外
務
委
員
会
で
も
秦
野
章
さ
92 
ん
、
増
原
恵
吉
さ
ん
が
そ
う
で
す
。
あ
と
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
社
会
党
の
河
上
民
雄
さ
ん
。
 
白
鳥
 
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
中
だ
と
中
山
正
暉
さ
ん
は
青
嵐
会
の
タ
カ
派
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
関
し
て
は
何
か
御
記
憶
で
す
が
。
 
数
原
 
い
や
、
特
に
は
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 
白
鳥
 
意
識
的
に
三
木
派
が
外
務
委
員
会
に
送
り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
や
は
り
総
理
が
選
べ
ま
す
か
ら
ね
。
 
武
田
 
当
時
の
関
係
者
の
方
の
話
と
し
て
は
、
前
尾
繁
三
郎
衆
議
院
議
長
が
天
皇
陛
下
に
お
会
い
し
た
際
に
こ
の
件
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
数
原
 
陛
下
が
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
私
も
前
尾
さ
ん
の
言
と
し
て
新
聞
で
知
り
ま
し
た
。
広
島
な
ど
で
の
経
験
を
考
え
て
も
、
核
を
持
た
な
い
と
い
う
選
択
は
当
然
だ
と
い
う
こ
と
で
。
 
武
田
 
た
だ
、
前
尾
議
長
が
当
時
大
変
熱
心
に
動
い
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
の
で
す
が
、
実
際
に
衆
議
院
の
議
長
が
条
約
の
審
議
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
天
皇
陛
下
が
こ
う
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
表
に
出
さ
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
心
の
中
に
お
さ
め
て
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
そ
し
て
話
を
す
る
。
誰
か
が
し
ゃ
べ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
、
そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
表
に
出
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
 
 
議
長
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
内
政
の
話
な
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
政
局
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
集
め
な
が
ら
国
会
で
の
審
議
に
つ
い
て
采
配
を
ふ
る
う
と
い
う
意
味
で
、
大
事
な
役
割
を
負
っ
て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
 
白
鳥
 
審
議
の
日
程
は
ど
う
決
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
や
は
り
外
務
委
員
長
が
各
党
の
国
会
対
策
委
員
会
と
相
談
し
て
決
め
て
い
く
。
 
白
鳥
 
昭
和
天
皇
の
御
意
向
と
い
う
の
は
、
当
時
の
外
務
省
関
係
者
に
は
比
較
的
広
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
い
や
、
僕
は
誰
か
か
ら
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
が
、
自
分
が
口
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 ■
 
自
民
党
以
外
へ
の
根
回
し
 
 武
田
 
次
の
質
問
10か
ら
は
経
緯
と
い
う
よ
り
補
足
で
、
ま
ず
野
党
に
説
明
さ
れ
て
い
た
時
の
様
子
か
ら
で
す
。
大
使
作
成
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
に
よ
る
と
民
社
党
は
賛
成
、
公
明
党
は
消
極
的
に
賛
成
、
社
会
党
は
曖
昧
、
共
産
党
は
米
ソ
の
陰
謀
だ
と
言
っ
て
反
対
す
る
と
い
う
状
況
の
よ
う
で
す
ね
。
 
数
原
 
社
会
党
は
１
９
７
５
年
末
の
訪
米
団
の
段
階
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
以
上
は
批
准
反
対
と
は
言
わ
な
い
、
批
准
に
向
か
う
と
話
す
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
社
会
党
の
中
で
も
、
外
務
委
員
会
の
方
は
賛
成
で
し
た
。
 
武
田
 
し
か
し
党
内
に
は
異
論
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
具
体
的
に
は
理
事
以
外
に
も
説
明
に
行
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
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数
原
 
行
っ
た
と
思
い
ま
す
け
ど
、
誰
に
と
い
う
の
は
記
憶
し
て
い
ま
せ
ん
。
手
帳
に
何
か
書
い
て
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
 
武
田
 
外
交
史
料
館
の
フ
ァ
イ
ル
に
関
連
す
る
文
書
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
１
９
７
５
年
３
月
４
日
付
け
、
軍
縮
室
が
作
成
し
た
社
会
党
議
員
へ
の
説
明
に
つ
い
て
の
文
書
で
す
（
国
連
局
軍
縮
室
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
問
題
（
社
会
党
議
員
へ
の
説
明
）
」
１
９
７
５
年
３
月
４
日
、
『
日
・
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
国
際
原
子
力
機
関
と
の
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
）
第
三
条
１
及
び
４
の
実
施
協
定
（
保
障
措
置
協
定
）
／
批
准
問
題
に
関
す
る
国
会
審
議
』
（
２
０
１
４
‐
２
７
５
５
）
所
収
）
。
大
使
の
作
成
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
多
分
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
「
野
田
参
事
官
よ
り
川
崎
寛
治
、
河
上
民
雄
前
議
員
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
問
題
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
次
の
通
り
…
…
」
、
こ
れ
は
説
明
資
料
で
す
ね
。
「
批
准
の
こ
れ
を
出
し
た
と
い
う
問
題
に
関
し
て
。
な
お
、
本
件
説
明
は
当
初
社
会
党
よ
り
公
式
機
関
で
の
説
明
を
私
的
な
要
請
に
基
づ
き
説
明
を
す
る
こ
と
で
了
承
」
。
な
る
ほ
ど
。
「
先
方
は
新
聞
報
道
を
見
る
限
り
外
務
省
の
説
明
は
専
ら
自
民
党
が
反
対
意
見
」
。
こ
こ
で
も
や
は
り
政
治
家
は
メ
ン
ツ
の
話
で
す
ね
。
社
会
党
は
こ
っ
ち
向
か
な
か
っ
た
ら
俺
た
ち
は
反
対
す
る
ぞ
と
い
う
。「
社
会
党
と
し
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
が
国
会
に
提
出
さ
れ
れ
ば
全
く
独
自
の
観
点
か
ら
問
題
」
と
。
ま
あ
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
視
察
に
、
こ
れ
は
専
ら
大
企
業
の
利
益
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
自
主
査
察
体
制
を
つ
く
っ
て
査
察
を
い
か
に
緩
や
か
な
も
の
に
す
る
か
が
日
本
で
は
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
、
我
々
と
し
て
は
、
逆
に
原
子
力
の
利
用
の
軍
事
転
用
を
抑
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
厳
密
な
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
査
察
体
制
を
続
け
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
核
軍
縮
に
つ
い
て
外
務
省
よ
り
そ
れ
な
り
の
進
展
が
あ
る
と
の
立
場
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
我
々
と
し
て
は
中
国
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
米
ソ
の
核
軍
拡
を
許
容
し
て
お
り
、
完
全
軍
縮
が
軍
縮
の
唯
一
の
方
法
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
は
左
派
の
立
場
で
す
ね
。
「
軍
備
管
理
の
面
で
若
干
の
進
展
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
軍
縮
と
は
全
く
異
な
っ
た
次
元
の
問
題
で
あ
る
」
。
そ
れ
に
対
し
て
軍
縮
室
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
を
行
わ
な
い
場
合
、
我
が
国
の
核
政
策
に
対
す
る
不
審
が
あ
る
と
い
う
説
明
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
を
行
わ
な
い
場
合
に
、
そ
れ
が
我
が
国
と
中
国
と
の
関
係
に
悪
影
響
を
与
え
る
か
の
説
明
は
全
く
根
拠
が
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
中
国
は
も
と
も
と
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
は
入
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
「
右
に
対
し
て
我
が
国
は
こ
の
点
は
あ
く
ま
で
予
想
の
域
を
出
な
い
こ
と
は
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
、
中
国
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
を
望
ん
で
い
る
か
い
な
い
か
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
特
に
返
答
は
な
か
っ
た
」
。
そ
れ
は
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
お
ま
え
や
れ
よ
と
は
言
わ
な
い
よ
ね
。
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
問
題
に
つ
い
て
、
社
会
党
の
公
式
態
度
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
党
内
で
議
論
」
。
そ
れ
は
や
は
り
自
分
た
ち
の
態
度
の
幅
を
残
し
て
、
少
し
で
も
内
政
運
営
、
政
局
の
運
営
を
有
利
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
観
点
か
ら
で
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
は
直
接
関
係
な
い
。
 
武
田
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
そ
の
も
の
に
反
対
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
す
ぐ
に
賛
成
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
数
原
 
継
続
審
議
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
そ
の
も
の
に
関
す
る
議
論
と
は
全
然
関
係
な
い
わ
け
で
す
。
 
白
鳥
 
１
９
７
６
年
３
月
に
外
務
委
員
会
で
の
審
議
が
始
ま
り
ま
す
が
、
そ
94 
の
段
階
で
は
比
較
的
心
配
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
も
う
や
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
衆
議
院
を
通
過
し
て
参
議
院
に
送
ろ
う
と
い
う
段
階
で
す
。
 
白
鳥
 
も
う
今
国
会
で
は
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
だ
っ
た
と
。
 
数
原
 
そ
う
い
う
こ
と
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
 
白
鳥
 
共
産
党
の
反
対
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
 
数
原
 
共
産
党
の
主
張
は
米
ソ
が
結
託
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
つ
く
り
、
日
本
に
核
を
持
た
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
な
ぜ
最
後
ま
で
賛
成
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
理
由
は
二
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ソ
連
か
ら
離
れ
て
独
自
の
路
線
を
と
る
べ
き
と
い
う
こ
と
と
、
日
本
が
ま
す
ま
す
ア
メ
リ
カ
の
影
響
か
ら
ま
す
ま
す
逃
れ
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
の
２
つ
で
す
。
 
白
鳥
 
こ
の
件
に
関
し
て
共
産
党
の
意
見
を
何
と
か
変
え
て
も
ら
い
た
い
と
お
考
え
だ
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
共
産
党
に
対
し
て
何
か
根
回
し
を
し
た
と
い
う
記
憶
は
な
い
し
、
手
帳
に
も
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
森
（
成
二
）
さ
ん
と
い
う
人
が
論
客
と
し
て
一
番
国
会
で
の
議
論
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
議
論
に
参
加
す
る
と
い
う
の
は
、
か
な
り
賛
成
の
意
向
で
す
。
た
だ
問
題
は
、
そ
う
し
た
議
論
で
党
内
を
ま
と
め
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 
武
田
 
最
後
に
質
問
の
11番
は
同
じ
よ
う
に
補
足
的
な
も
の
で
、
産
業
界
や
メ
デ
ィ
ア
に
は
ど
う
い
う
点
を
中
心
に
説
明
や
根
回
し
を
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
さ
っ
き
言
っ
た
二
つ
で
、
核
燃
料
の
確
保
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
技
術
の
導
入
で
す
。
こ
れ
は
日
本
が
批
准
し
な
い
場
合
、
今
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
産
業
界
も
現
実
的
な
利
益
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
点
を
一
番
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
 
武
田
 
産
業
界
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
入
る
こ
と
で
受
け
る
保
障
措
置
の
種
類
が
変
わ
る
こ
と
へ
の
心
配
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
の
待
遇
を
確
保
し
て
い
た
。
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
が
い
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
査
察
で
は
な
く
て
、
ユ
ー
ラ
ト
ム
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
組
織
が
域
内
の
保
障
措
置
を
行
う
の
と
同
じ
仕
組
み
で
す
。
西
ド
イ
ツ
も
そ
う
で
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
す
る
際
に
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
が
ど
ん
ど
ん
入
り
、
産
業
秘
密
な
ど
が
中
国
や
ソ
連
に
筒
抜
け
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
は
あ
っ
た
。
保
障
措
置
協
定
に
関
す
る
交
渉
で
ユ
ー
ラ
ト
ム
並
み
の
待
遇
を
得
て
、
そ
う
い
う
問
題
を
解
決
し
た
。
 
武
田
 
質
問
票
の
参
考
に
当
時
の
関
係
者
の
方
の
お
名
前
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。
特
に
接
触
し
て
い
た
、
よ
く
話
を
し
て
い
た
と
い
う
方
は
お
ら
れ
ま
す
か
。
 
数
原
 
こ
の
中
で
は
今
井
隆
吉
さ
ん
、
読
売
の
石
井
一
さ
ん
、
朝
日
の
岸
田
純
之
助
さ
ん
。
 
武
田
 
あ
と
原
産
会
議
に
は
森
一
久
さ
ん
が
当
時
お
ら
れ
ま
し
た
。
 
数
原
 
森
さ
ん
と
も
会
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
。
 
武
田
 
経
済
界
全
体
と
い
う
よ
り
は
、
原
子
力
産
業
界
の
方
が
多
い
と
い
う
感
じ
で
す
か
。
 
数
原
 
い
え
、
た
く
さ
ん
や
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
三
菱
重
工
な
ど
、
経
済
界
全
体
を
カ
バ
ー
し
ま
し
た
。
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武
田
 
説
明
に
は
大
使
ご
自
身
が
行
か
れ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
相
手
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
 
岩
間
 
通
産
省
や
科
技
庁
と
も
連
絡
は
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
。
国
内
産
業
は
向
こ
う
の
テ
リ
ト
リ
ー
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
外
務
省
が
出
か
け
る
の
も
問
題
で
す
。
た
だ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
保
障
措
置
は
外
交
問
題
で
も
、
そ
れ
に
関
す
る
国
内
へ
の
根
回
し
や
説
明
と
な
る
と
、
通
産
省
や
科
技
庁
の
ほ
う
が
色
々
と
梃
子
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
防
衛
庁
も
核
の
持
ち
込
み
な
ど
に
は
関
係
し
て
く
る
。
よ
そ
の
省
庁
の
懐
の
中
に
手
を
突
っ
込
む
の
は
一
番
役
人
が
嫌
が
る
こ
と
で
す
か
ら
、
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
ふ
ま
え
て
進
め
ま
し
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
次
官
が
訪
日
さ
れ
た
時
に
久
保
次
官
は
じ
め
防
衛
庁
関
係
者
に
会
っ
て
も
ら
っ
た
の
も
、
外
務
省
が
情
報
を
独
占
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
示
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
一
緒
に
や
っ
て
い
く
た
め
で
す
。
 
武
田
 
科
技
庁
や
通
産
省
と
の
連
携
は
う
ま
く
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
批
准
す
る
と
い
う
目
標
で
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
総
理
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
盾
突
く
役
人
は
い
な
い
。
 
武
田
 
通
産
省
と
外
務
省
は
色
々
と
対
立
も
あ
り
ま
す
が
。
 
数
原
 
色
々
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
岩
間
 
ま
だ
日
本
の
原
子
力
産
業
が
成
長
し
て
い
る
途
上
の
時
期
で
す
が
、
通
産
省
と
科
技
庁
の
間
に
主
導
権
争
い
み
た
い
な
も
の
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
通
産
省
の
電
子
工
業
課
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
担
当
し
、
日
本
の
産
業
の
育
成
を
進
め
よ
う
と
し
た
時
も
そ
う
で
す
が
、
日
本
の
役
所
と
い
う
の
は
、
省
益
よ
り
国
益
を
踏
ま
え
て
歩
調
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
人
の
懐
に
突
っ
込
ん
で
勝
手
に
や
る
こ
と
は
嫌
い
ま
す
し
、
誰
の
仕
事
か
と
い
う
分
担
で
は
争
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
国
益
と
い
う
観
点
か
ら
一
つ
に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
足
並
み
を
揃
え
て
い
る
。
 
岩
間
 
こ
の
頃
に
は
も
う
次
の
発
令
が
出
て
い
ま
し
た
か
。
 
数
原
 
発
令
は
１
９
７
６
年
の
８
月
16日
で
、
内
示
が
あ
っ
た
の
は
も
っ
と
前
で
し
ょ
う
。
 
岩
間
 
軍
縮
課
長
の
間
は
ほ
ぼ
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
に
没
頭
さ
れ
た
わ
け
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
他
に
仕
事
は
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
や
国
連
の
軍
縮
委
員
会
で
の
演
説
内
容
の
検
討
、
国
連
総
会
関
係
の
仕
事
な
ど
で
す
。
そ
れ
で
も
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
90％
が
こ
の
関
係
で
す
し
、
政
治
家
の
間
を
回
り
、
次
官
や
審
議
官
と
一
緒
に
な
っ
て
大
臣
の
前
で
御
前
会
議
を
す
る
と
い
う
の
は
そ
う
そ
う
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
。
政
財
界
の
、
軍
縮
室
長
の
よ
う
な
ペ
ー
ペ
ー
の
事
務
方
が
普
段
出
向
か
な
い
所
に
出
向
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
内
政
上
の
関
心
が
あ
り
、
日
本
の
安
全
保
障
は
大
丈
夫
な
の
か
と
い
う
関
心
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
一
番
情
報
を
持
っ
て
い
た
の
が
私
と
い
う
か
事
務
方
で
、
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
話
を
聞
き
た
が
っ
た
状
況
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
我
々
も
、
こ
れ
を
し
ゃ
べ
っ
た
ら
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
か
な
、
と
い
う
政
治
的
な
判
断
も
し
な
が
ら
話
を
し
て
い
た
。
 
白
鳥
 
関
心
が
あ
る
の
は
安
全
保
障
問
題
と
い
う
よ
り
平
和
利
用
の
観
点
だ
96 
っ
た
の
で
す
か
。
 
数
原
 
そ
れ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
 
武
田
 
で
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
 
数
原
 
も
う
私
の
持
っ
て
い
る
も
の
は
全
部
吐
き
出
し
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。
 
武
田
 
ち
ょ
っ
と
休
憩
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
後
で
大
使
の
御
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 （
休
 
憩
）
 
 ■
 
核
問
題
の
展
望
 
 数
原
 
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
ど
の
よ
う
に
今
後
役
立
つ
の
か
、
何
を
念
頭
に
置
い
て
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 
岩
間
 
今
改
め
て
す
ご
く
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
周
辺
が
主
戦
場
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
冷
戦
期
の
日
本
は
周
縁
に
い
て
、
主
戦
場
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
っ
た
。
し
か
し
21世
紀
は
、
米
中
に
な
る
に
し
ろ
、
ど
の
よ
う
に
動
く
に
し
ろ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
が
主
戦
場
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
日
本
の
周
辺
で
、
核
と
抑
止
の
問
題
は
、
向
こ
う
50年
は
存
在
し
続
け
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
問
題
に
対
し
て
日
本
は
現
在
の
ま
ま
で
本
当
に
い
い
の
か
と
い
う
問
い
は
、
今
後
10年
、
20年
、
30年
と
、
何
度
で
も
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
 
数
原
 
そ
れ
は
核
を
持
た
な
い
と
い
う
決
定
が
正
し
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 
岩
間
 
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
抑
止
は
本
当
に
信
頼
で
き
る
の
か
、
信
頼
で
き
な
い
と
し
た
ら
私
た
ち
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
話
で
す
ね
。
そ
の
問
い
を
考
え
る
時
、
１
９
６
８
年
か
ら
76年
の
間
に
日
本
が
何
を
議
論
し
て
い
ま
の
組
み
合
わ
せ
を
選
択
し
た
の
か
と
い
う
事
実
が
重
要
で
す
。
あ
の
時
の
選
択
を
再
考
す
る
と
し
て
、
当
時
と
今
で
条
件
は
本
当
に
違
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
繰
り
返
し
出
て
来
る
問
い
だ
と
思
い
ま
す
。
 
数
原
 
そ
れ
は
出
て
く
る
。
た
だ
現
実
に
は
批
准
の
際
に
何
を
求
め
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
政
治
家
が
選
挙
や
政
局
を
考
え
て
ど
う
動
い
た
か
、
ど
の
よ
う
な
権
力
闘
争
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
 
岩
間
 
た
だ
私
は
現
在
の
政
策
が
今
後
も
妥
当
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
常
に
頭
の
中
に
あ
り
ま
し
て
、
妥
当
な
政
策
に
は
国
際
的
な
支
持
と
国
内
的
な
支
持
の
両
方
が
必
要
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
日
米
安
保
は
も
ち
ろ
ん
日
本
の
国
益
に
合
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
日
本
人
の
半
数
以
上
が
絶
対
に
嫌
だ
と
思
い
出
し
た
ら
維
持
で
き
な
い
で
し
ょ
う
し
、
不
公
平
感
が
強
す
ぎ
る
の
で
あ
れ
ば
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
 
数
原
 
わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
こ
の
選
択
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
か
を
念
頭
に
、
何
が
真
実
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
記
録
に
残
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
 
岩
間
 
我
々
は
外
務
省
の
史
料
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
が
、
日
本
の
場
合
は
史
料
が
残
り
に
く
い
で
す
ね
。
 
数
原
 
た
だ
国
内
政
治
の
話
と
な
る
と
深
淵
を
の
ぞ
く
よ
う
な
話
で
す
ね
。
 
岩
間
 
そ
う
で
す
か
。
 
数
原
 
外
交
の
場
合
、
た
と
え
ば
価
値
観
の
よ
う
な
切
り
口
か
ら
見
る
と
歴
第 5 回  2018 年 1 月 24 日 
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史
が
残
り
ま
す
。
一
方
の
内
政
と
な
る
と
、
誰
の
力
が
強
か
っ
た
か
が
結
果
と
し
て
残
る
だ
け
で
す
。
そ
の
力
関
係
が
ど
の
よ
う
に
動
く
か
を
分
析
す
る
の
は
ま
た
別
の
話
に
な
る
。
と
は
い
え
、
価
値
観
や
理
念
が
も
ま
れ
る
弱
肉
強
食
の
権
力
争
い
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
二
つ
、
理
念
の
問
題
と
リ
ア
リ
ズ
ム
の
問
題
と
が
分
け
ら
れ
な
い
の
で
す
。
ど
ち
ら
が
主
で
ど
ち
ら
が
従
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
両
方
を
見
な
が
ら
考
え
て
い
か
な
い
と
、
な
か
な
か
結
論
が
出
て
こ
な
い
と
い
う
の
が
僕
の
持
論
で
す
。
 
 
こ
の
う
ち
外
交
に
関
し
て
歴
史
を
残
す
の
は
、
私
の
主
観
も
入
り
ま
す
が
、
条
約
で
す
。
僕
ら
は
外
務
省
で
よ
く
言
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
条
約
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
イ
シ
ュ
ー
を
文
書
の
形
で
固
め
た
も
の
で
す
。
明
治
の
頃
か
ら
そ
う
で
す
し
、
国
連
も
そ
の
前
の
国
際
連
盟
が
失
敗
し
た
の
を
受
け
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
先
の
１
０
０
年
後
に
は
世
界
連
邦
の
よ
う
な
も
の
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
一
つ
の
理
念
か
ら
議
論
で
き
る
の
が
外
交
で
す
。
 
 
内
政
と
外
交
は
そ
れ
ぞ
れ
se
in
（
ザ
イ
ン
）
と
so
lle
n
（
ゾ
レ
ン
）
の
側
面
が
強
い
。
se
in
は
誰
が
強
か
っ
た
か
と
い
う
話
で
す
。
結
局
、
力
の
強
い
も
の
が
勝
つ
。
ま
た
ど
ち
ら
の
力
が
強
か
っ
た
の
か
は
戦
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
条
約
は
、
あ
る
時
代
の
一
つ
の
理
念
、
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
将
来
を
見
て
、
so
lle
n
の
立
場
か
ら
理
非
曲
直
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
に
人
間
社
会
が
ど
の
よ
う
に
近
づ
い
て
い
く
か
を
考
え
た
も
の
が
、
条
約
で
固
ま
る
の
で
す
。
 
条
約
局
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
に
条
約
を
一
つ
一
つ
固
め
、
そ
れ
を
記
録
に
残
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
の
や
っ
て
お
ら
れ
る
政
策
研
究
も
、
条
約
で
は
な
い
で
す
が
、
な
ぜ
こ
の
選
択
が
な
さ
れ
た
の
か
、
他
に
ど
ん
な
選
択
肢
が
あ
っ
た
の
か
、
何
が
議
論
さ
れ
た
の
か
を
記
録
す
る
と
い
う
意
味
で
興
味
深
い
。
で
す
か
ら
私
も
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
主
観
を
入
れ
な
い
よ
う
に
議
論
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
う
し
た
こ
と
へ
の
関
心
は
世
の
中
に
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
 
白
鳥
 
政
府
の
内
部
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
方
々
に
と
っ
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
伝
え
る
必
要
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
実
は
外
か
ら
見
る
と
全
然
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
れ
を
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
形
で
残
す
の
は
大
変
有
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。
 
数
原
 
や
は
り
se
in
と
so
lle
n
の
両
方
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
過
程
に
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
両
方
を
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
個
人
的
に
は
意
識
し
て
い
ま
す
。
政
治
学
者
と
し
て
は
、
今
ま
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
関
す
る
研
究
は
so
lle
n
の
話
を
し
過
ぎ
て
、
そ
の
下
に
あ
る
力
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
一
つ
の
疑
問
で
す
。
 
岩
間
 
御
自
身
で
振
り
返
っ
て
ご
ら
ん
に
な
っ
て
い
か
が
で
す
か
。
あ
の
時
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
と
い
う
決
断
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
は
随
分
苦
し
み
ま
し
た
よ
ね
。
 
数
原
 
面
倒
く
さ
い
、
厄
介
な
問
題
で
し
た
。
や
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
も
そ
の
他
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
さ
れ
た
。
人
類
益
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
政
府
の
中
で
国
益
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
上
の
指
示
に
従
っ
て
、
や
る
こ
と
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。
日
本
は
核
を
持
た
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
、
い
ろ
い
ろ
問
98 
題
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
問
題
点
を
踏
ま
え
て
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
僕
は
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 
今
の
北
朝
鮮
や
中
国
の
問
題
も
、
こ
れ
か
ら
１
０
０
年
先
を
考
え
た
時
、
タ
カ
派
の
人
た
ち
の
議
論
も
再
考
す
る
べ
き
状
況
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
が
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
１
９
７
６
年
か
ら
数
え
て
も
う
40年
以
上
経
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
当
時
の
議
論
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
核
を
持
つ
べ
き
か
否
か
、
ア
メ
リ
カ
に
頼
っ
て
い
て
い
い
の
か
と
い
っ
た
議
論
が
今
現
在
の
国
際
政
治
、
日
本
の
国
内
政
治
の
関
心
事
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
 
 
そ
の
中
で
批
准
に
ど
う
い
う
意
味
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
記
録
に
残
す
こ
と
に
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
僕
は
何
も
言
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
た
だ
、
私
は
こ
れ
ま
で
、
se
in
と
い
う
国
益
の
権
力
闘
争
と
い
う
分
析
が
一
番
確
か
な
道
筋
を
教
え
て
く
れ
る
、
そ
こ
で
判
断
し
た
ら
選
択
を
間
違
わ
な
い
と
い
う
考
え
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
な
し
に
理
想
を
掲
げ
て
や
っ
た
の
で
は
、
大
事
な
so
lle
n
の
中
で
の
外
交
の
道
筋
を
誤
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
で
、
た
と
え
ば
個
人
の
場
合
に
は
愛
を
全
う
し
て
い
け
る
か
が
問
題
に
な
る
よ
う
に
、
国
家
の
場
合
に
は
国
の
あ
り
方
、
平
和
や
人
権
と
い
っ
た
価
値
観
が
問
題
に
な
る
。
人
類
益
、
国
際
益
を
考
え
て
、
１
０
０
年
先
を
見
据
え
て
議
論
を
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 
 
特
に
今
の
国
際
社
会
は
、
国
内
社
会
の
よ
う
な
中
央
集
権
体
制
で
は
な
い
、
不
平
等
な
世
界
で
す
。
そ
う
い
う
中
で
１
０
０
年
後
を
想
定
し
て
ど
こ
に
向
か
え
ば
い
い
か
を
考
え
る
の
が
so
lle
n
の
議
論
で
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
手
法
、
実
際
に
何
を
や
る
か
と
い
う
選
択
は
S
e
in
で
す
。
 
 
私
は
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
の
言
う
現
実
主
義
、
stru
g
g
le
 fo
r p
o
w
e
r
が
国
際
政
治
の
現
実
だ
と
い
う
見
方
に
従
っ
て
40年
間
外
交
を
し
て
き
ま
し
た
。
外
務
省
は
そ
れ
で
通
る
わ
け
で
、
逆
に
１
０
０
年
後
の
話
を
し
た
ら
笑
わ
れ
る
だ
け
で
す
。
そ
の
分
、
そ
う
い
う
立
場
に
な
く
て
、
純
粋
に
学
者
と
し
て
何
が
真
実
で
何
が
正
し
か
っ
た
の
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
で
き
る
あ
な
た
方
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
 
岩
間
 
so
lle
n
の
側
だ
け
を
見
る
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
非
常
に
不
平
等
な
条
約
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
ま
に
至
る
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。
 
数
原
 
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
国
連
安
保
理
の
流
れ
を
く
ん
で
い
て
、
不
平
等
さ
は
そ
の
根
底
に
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
不
平
等
だ
と
言
っ
て
も
何
も
進
み
ま
せ
ん
。
特
に
当
時
は
批
准
す
る
か
し
な
い
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
こ
の
問
題
を
多
少
と
も
緩
和
す
る
た
め
に
、
非
核
兵
器
国
の
立
場
で
安
保
常
任
理
事
国
に
な
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
私
の
意
見
で
す
。
 
岩
間
 
た
だ
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
成
立
か
ら
１
０
０
年
は
経
っ
て
い
な
い
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
50年
は
経
っ
て
い
ま
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
現
状
は
全
然
変
わ
っ
て
い
な
い
。
案
外
人
間
の
歴
史
の
進
み
方
と
い
う
の
は
遅
い
で
す
ね
。
 
岩
間
 
50年
前
と
比
べ
て
、
い
ま
は
そ
ん
な
に
悪
く
は
な
っ
て
い
な
い
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、
結
構
悪
く
な
っ
た
と
見
る
人
も
い
ま
す
ね
。
 
数
原
 
そ
う
で
す
ね
。
特
に
東
ア
ジ
ア
を
見
た
ら
そ
う
で
す
。
し
か
し
ヨ
ー
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ロ
ッ
パ
は
非
常
に
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
点
で
ド
イ
ツ
と
日
本
の
立
場
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
原
子
力
平
和
利
用
だ
け
で
な
く
、
安
全
保
障
面
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
違
う
。
１
０
０
年
後
を
考
え
る
と
き
も
、
こ
の
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ア
メ
リ
カ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
が
重
要
な
要
素
で
す
。
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